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はじめに 

 

小学校の授業時数は国が定める標準時数にもとづいています。標準時数は学習指導要領とあわせて改訂さ

れてきました。学習指導要領の改訂にむけた議論が始まっていますが、標準時数の改訂にむけた議論について

も同時に進めていくことが、「働き方改革の視点」からだけではなく、「子どもに相応しい教育課程の視点」から

も重要と思われます。いま多くの学校では 1 日に６時間の授業をしているけれども、それは子どもの生活に合

っているのか。そうした問題意識から、標準時数の変遷について公立小学校教員の見解を把握して、標準時数

の改善に活かすための調査を2023年7月から9月にかけて行いました。本書にはその結果とあわせて提言

についてもまとめています。どうか忌憚のないご意見をいただけるようお願いいたします。 

 

 

大森直樹 
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Ⅰ．調査概要 

１．調査者           東京学芸大学大森直樹研究室  

 

２．調査目的        標準時数の変遷について公立小学校教員の見解を把握し標準時数の改善に活かす 

  

３．調査項目        各期の標準時数下の教育課程への評価 

  

４．調査対象       1977・1989・１９９８・２００８・２０１７標準時数下で勤務した公立小学校教員 

 

５．調査協力      一般財団法人教育文化総合研究所 

 

６．実施方法        一般財団法人教育文化総合研究所を通じ調査票を配布し、回答者が調査票のQRコード

を読み取りインターネットの画面上から回答   （2023年 7月 18日～9月 29日） 

 

７．回答者（有効票）  2,445人      

 

表 回答者の内訳 

 

回答者の勤務校所在地は、回答数が多い順に北海道、静岡、兵庫、神奈川、大阪（以上 100人以上）、大分、福岡、石川、鹿児島、岩手、

三重、茨城、沖縄、広島、長崎、新潟、長野、佐賀（以上 10人以上）、その他 17県で、計 35都道府県。 

 

 

 

 

 

１９77標準時

数下で勤務 

 310人 

１９８９標準時

数下で勤務 

802人 

１９９８標準時

数下で勤務 

1,478人 

２００８標準時

数下で勤務 

2,185人 

２０１７標準時

数下で勤務 

2,411人 

 

 

〇 〇 〇 〇 〇 〇印全てで勤務 5期経験者 293人  

 〇 〇 〇 〇 〇印全てで勤務 4期経験者 487人  

  〇 〇 〇 〇印全てで勤務 3期経験者 ６６８人  

   〇 〇 〇印全てで勤務 2期経験者 ６９９人  

    〇 〇印全てで勤務 1期経験者 ２４８人  

以上の他の○印の組み合わせによる勤務経験者   50人  

計   2,445人 
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Ⅱ．標準時数の改善に向けた提言 ― 教育史研究と本調査から                      

 

１ ２００８標準時数と２０１７標準時数については、時数が多すぎて子どもの生活に合っていないし、子どもの学習の

充実にも寄与していない。そのように多くの小学校教員が考えていることが本調査からわかった。標準時数の５期

経験者と４期経験者７８０人の８割以上が、子どもの生活に「やや合っていなかった」「合っていなかった」と回答し

ている。子どもの学習の充実についての回答も同様の傾向だった（１０～１３頁）。２０１７標準時数は第４～６学年

が額面で週２９コマ。実質週３０コマ（特活を補正）、毎日６コマになっている。子どもは我慢を強いられている。子

どもの生活と学習を充実させるためにも、不登校の急増に対処するためにも、今の時数を見直すことは急務であ

ると考えられる。制度的に文科省が標準時数を決めているが、その立案能力に現場からは疑問も出始めている。 

 

２ 教員の働き方改革を進めるためにも、病休者増に対処するためにも、標準時数の見直しは避けて通れない。いま

国と民間の双方から、教職員の配置を充実させて、１人の教員あたりのコマ数を削減する方向性が出されている。

それは進めるべきだが、あわせて標準時数の見直しが必要。勤務は８時台に始まり１６時台に終わる。毎日６コマだ

と子どもの下校は１５時台。勤務時間内に全員参加の職員会議や研修を設けることは困難で、授業準備や休憩を

勤務時間内で行うことも難しい。専科教員や交換授業（教師Ａが２クラスの音楽、教師Ｂが２クラスの図工を担当し

準備を合理化）の導入が難しい小規模校ではなおのこと。 

 

３ 災害多発と地球沸騰化時代の標準時数という観点が重要。高温多湿の教室でも、子どもに我慢をさせて、夏休み

を短縮して毎日６コマ授業を受けさせる光景が全国化している。その背後には、標準時数を下回る編成を恐れる

教育界の傾向もある。２００８標準時数の実施年が東北地方太平洋沖地震で、２０１７標準時数の実施年が新型コ

ロナウイルスの流行だった。災害多発と地球沸騰化時代の標準時数という問題を、正面から考えることが必要。 

 

４ 標準時数の見直しは「特活の時数」「３５の倍数」「教科領域の見直し」「教育内容の見直し」という４つの視点で進

めるべきである。難易度は、「特活の時数」「３５の倍数」が容易で「教科領域の見直し」「教育内容の見直し」が困難。 

 

５ 「特活の時数」の視点とは「学習指導要領の特活の内容」と「標準時数の特活の時数」の不一致を改める視点。不一

致が少なかったのは１９７７標準時数と１９８９標準時数だった。それをふまえ第４～６年を特活週２コマとするべ

き。この見直しをするだけでも、授業時数管理のための二重帳簿（いまは標準時数に対応した特活のカウントと標

準時数に対応しない特活のカウントが全国の学校で行われている）が改善され、授業時数の正確な把握が進む。不

可欠の視点。                                        →「５」で標準時数は週３０コマになる 

 

「学習指導要領の特活の内容」と「標準時数の特活の時数」（４～６年の 1学年あたり） 

 

学習指導要領の特活の内容 １９６８標準

時数 

１９７７標準

時数 

１９８９標準

時数 

１９９８標準

時数 

２００８標準

時数 

２０１７標準

時数 

児童会活動       

学級活動（１９６８・１９７７は学級会活動）  35 ３５ ３５ ３５ ３５ 

クラブ活動（4～6年）  35 ３５    

学校行事       

計  0 70 70 ３５ ３５ ３５ 
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標準時数の中の 35で割り切れない数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 「３５の倍数」の視点とは標準時数の中の３５で割り切れない数を改める視点。音楽・図工が７０のとき週２コマだ

ったが、いま音楽・図工が５０で週１．４コマ。子どもは週ごとに異なる時間割で忘れ物が増える。教員は時数の編

成と管理が煩雑になる。専科教員や交換授業の導入も難しくなる。いま３５で割り切れないのは社会・音楽・図工・

家庭・体育。これを３５の倍数だった１９８９標準時数のときにひとまず戻すと週２コマ増になる。 不可欠の視点。  

                                             →「５」「６」で標準時数は週３２コマになる 

 

７ 「教科領域の見直し」とは教科領域の見直しと標準時数の見直しについて歴史的経験を活かす視点。 

１９９８改正は総合を新設したが、「従前教科領域の時数削減をともなう教科領域の新設」。 

２００８改正は外国語活動を新設したが、「従前教科領域の時数削減をしない教科領域の新設」だった（週１コマ

増）。 

２０１７改正は外国語活動を第３・４学年に下ろし、第５・６学年は外国語科に再編新設。これも「従前教科領域の時

数削減をしない教科領域の新設」に分類しておきたい（週１コマ増）。 

２００８改正と２０１７改正は、教科領域の新設に伴う生みの苦しみを回避し、教科領域の新設を標準時数の純増に

よる子どもと教職員の負担により進めるものだった。これらの政策的な不合理を一度白紙に戻すことも選択肢の１

つとなる（週２コマ削減）。                            →「５」「６」「７」で標準時数は週３０コマになる 

 

８ 「教育内容の見直し」とはまず標準時数（授業時数基準）を見直してから学習指導要領（教育内容基準）の見直しを

行う視点。週３０、毎日６コマでは、子どもも教職員も疲弊するばかりとの声が多いことを踏まえて、「５」「６」「７」に

よる週３０コマから週５コマを減らして標準時数を週２５コマ、毎日５コマとすることを提案したい。学習指導要領

の都合から標準時数を定めるのではなく、標準時数の変遷と現場の声をふまえてまず適切な標準時数を定めて、

それにあわせて学習指導要領の見直しをするべき。 

 

９ ２００７年に始まった全員参加の学力テスト（２０１０抽出２０１１中止）は対策授業蔓延と特定の子どもの排除等の

問題が指摘されてきたが、授業時数にもマイナスの影響がある。テスト学力向上のためには授業時数確保が必要

との思い込みから、教育委員会や校長には標準時数を下回る編成をおそれる傾向がある。全員参加の学力テスト

の廃止も必要。 

 

１０ 近年の国際法と国内法で大切にされている「当事者による自己決定」の重要性。学校の時数や内容に、どれだけ

子どもと教職員の意見が反映されているのか。日本の教育は子どもと教職員を決定から締め出すことが続いてい

ることを改める必要がある。 

 

 

  小学 ５年 国語 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育 外語 道徳 外活 総合 特活 総時数 

１９６8標準時数               

1977標準時数               

1989標準時数               

1998標準時数 180 90 150 95 50 50 60 90    110   

2008標準時数   100   50 50 60 90       

2017標準時数  100   50 50 60 90       
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Ⅲ．調査のきっかけ 

「近頃は子どもたちがなかなか学校から学童に来ない」「やっと学童に来てもぐったりしている」「放課後の遊びを

つうじて子どもは育ってきたのに」（２０１５年度の所沢市 6年制学童保育の指導員の言葉）。 

 

Ⅳ．調査前提 ― 教育史研究から 

１． 1968年から標準時数を国定しそれにもとづき学校が授業時数を定める制度になっている 

週時数の国定 

 国は１８８６省令（小学校ノ学科及其程度）で毎週授業時間２７．５。１９００省令（小学校令施行規則）で２１～２７。

1907省令（同規則）で 21～30（1コマ 45分）。１９４１省令（国民学校令施行規則）で 23～33（1コマ 40分）。 

国定の廃止 

 １９４７省令（学校教育法施行規則）により省令で週時数を国定した制度は廃止。 

 年最低時数の国定 

１９５８同省令改正により年最低時数を国定する制度へ。÷35で週時数。道徳の時間特設が背景（大森２０１８）。 

 年標準時数の国定 

１９６８同省令改正により年標準時数を国定する制度へ。   実施年度は５頁帯グラフ参照 

 

２．標準時数の変遷－小５を中心に  35の倍数でないものに下線   枠外「標準時数÷３５」で算出した週時数 

 

週 

３１ 

２９ 

２９ 

２７ 

２８ 

２９ 

 

３．文科省は標準時数の変遷をどうとらえているか 

         文科省による補正は文部科学調査室『文部科学関係 最近のニュース 臨時増刊号』2023年 9月、8頁より作成。 

 

１）全学年の総標準時数に着目                →  子どもと教職員の日々の生活への影響が見えにくい 

２）特活の時数の補正不十分なまま変遷把握（1１頁表） →  ２００８・２０１７標準時数を小さく見せている 

３）１９９８標準時数から 6日制であることを軽視     →   同じ５７８５でも子どもと教職員への影響異なる 

４．変遷をとらえるために必要なこと ― 特活の補正をした平日 1日時数への着目 

 

  小学 ５年 国語 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育 外語 道徳 外活 総合 特活 総時数 

１９６8標準時数 245 140 210 140 70 70 70 105  35    1085 

1977標準時数 210 105 175 105 70 70 70 105  35   70 1015 

1989標準時数 210 105 175 105 70 70 70 105  35   70 1015 

1998標準時数 180 90 150 95 50 50 60 90  35  110 35 945 

2008標準時数  175 100 175 105 50 50 60 90  35 35 70 35 980 

2017標準時数 175 100 175 105 50 50 60 90 70 35  70 35 1015 

 1968標準時数 １９７７標

準時数 

1989標

準時数 

１９９８標

準時数 

２００８標

準時数 

2017標

準時数 

小学校全学年の総標準時数 ５８２１ 5785 ５７８５ ５３６７ ５６４５ ５７８５ 

標準時数の中の特活の時数 0 ３１４ ３１４ ２０９ ２０９ ２０９ 

文科省による特活の補正 58２1＋３１４＝６１３５      
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    平日 1日時数の変遷 

 

１）１９６８標準時数が「肥大なカリキュラム」（遠山啓１９６６）を招いたことが国と現場と研究者の共通認識。 

２）１９７７標準時数以降、4年と 6年は同一時数に。 

３）図表の 4年と 6年の時数に特活分０．４（週 2コマ÷5日）を足すと、リアルな学校の平日 1日時数。 

・「肥大」な１９６８標準時数           ５．４＋0.4＝５．８ 

・第 1次ゆとりの１９７７・１９８９標準時数  4.6＋0.4＝5 

・第 2次「ゆとり」の１９９８標準時数      5.2＋0.4＝５．６  →  4年は「肥大」超  6年は「肥大」手前 

・２００８標準時数                  5.4＋0.4＝５・８   → 4年は「肥大」超  6年は「肥大」復活 

・２０１７標準時数                  5.6＋0.4＝6     → 4年も 6年も教育史上もっとも「肥大」 

 

【要点】 

■平日 1日時数から見たとき２０１７標準時数は教育史上もっとも「肥大」な教育課程になっている。 

■標準時数は 35の倍数が基本だった。年時数を 35で割ると週時数になる。この数字は１９５８省令で導入され現

場に定着。1年間 1枚の時間割で済む。しかし、１９９８標準時数から８教科 1領域が 35の倍数でなくなる（２００

８標準時数から 5教科に）。週ごとに時間割を変更しなければならない。時数管理が煩雑に。 

  →1998標準時数以降、とりわけ、２００８標準時数以降の教育課程は子どもと教職員にとってマイナスの影響を

及ぼしているのではないか。 

 

５．教員の調査の必要性 

１）働き方改革の視点から授業時数（主に持ちコマ数）の見直しについての議論が官民で行われていることは重要。 

２）しかし、子どもの生活と学習にとってどうなのかという視点が欠けている。子どもの生活と学習にとって、どのよ

うな授業時数のあり方が望ましいのか、事実の解明が必要。 

３）だが、1人の子どもが経験する授業時数はその過ごした学年の１つ限りであり、1人の子どもが同じ学年の複数の

・特別活動（特活）の標準時数は差し引いている（各期でカウントが異なるため） 

・週 6 日の 1968～1989 標準時数については「週コマ数－4時数（土曜の時数）÷5日」で算出 

・週 5 日の 1998～2017 標準時数については「週コマ数÷5日」で算出 

・週コマ数は「標準時数÷３５」で算出（35 は標準時数を週標準時数に換算する係数） 

・1977 標準時数より４学年・６学年は１日時数が同じ 
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授業時数について、自身の経験から比較を行い評価することはできない。 

４）これに対して、教歴を重ねた教員は、各期の標準時数にもとづく複数の授業時数について、自身の経験から比較

を行い評価ができる。子どもの生活と学習にとってどうなのか、教員の見解が持つ意味の重要性がある。 

 

□文部科学省「義務教育に関する意識に係る調査 概要・集計結果」（調査期間２０２３年１から２月）の中に以下の内

容がある。 

週当たりの授業時間について小学校教員の３９％が「ちょうどいい」、５９％が「多すぎる」「やや多い」と回答。 

週当たりの授業時間について小学５年生の６０．５％が「ちょうどいい」、３６．３％が「多すぎる」「やや多い」と回

答。 

同じ設問に対する小学教員と小学５年生の回答の違いは、教員の多くが複数の授業時数を経験しているのに対

して、小学５年生が当該学年について１つの授業時数しか経験していないことが関係していると思われる。 
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https://www2.u-gakugei.ac.jp/~omoriken/）から無料でダウンロードで


 

Ⅴ．調査結果１――図表 1～５から 

 

図表１ 1977・1989・１９９８・２００８・２０１７標準時数下で勤務した教員 293人の回答  

 

 

□ 「やや合っていなかった」と「合っていなかった」（以下、この２つをあわせて「合わない」とする）は１９７７標準時数

が２８．７％で最小、２０１７標準時数が８８．７％で最大。１９８９標準時数が３０．４％ 

■５期経験者は第１次ゆとりの１９７７標準時数と１９８９標準時数の「合わない」がいずれも３０％以下     高評価 

■５期経験者は２０１７標準時数の「合わない」が８８．７％                                 低評価 

 

15

15

26

61

76

17

36

87

142

132

104

128

121

62

53

156

114

58

27

31

1

0

1

1

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

1998標準時数（2002～10）

週５日／週26コマ

1989標準時数（1992～01）

週６日／週27コマ

1977標準時数（1980～91）

週６日／週27コマ

１-１ 各期の標準時数は子どもの生活に合っていたか（人）

合っていた やや合っていた やや合っていなかった 合っていなかった 無回答
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□ 「やや充実していなかった」「充実していなかった」（以下、この２つをあわせて「充実しない」とする）は１９７７標準

時数が１６．４％で最小、２０１７標準時数が８０．２％で最大。１９８９標準時数が２３．２％。 

■５期経験者は第１次ゆとりの１９７７標準時数と１９８９標準時数の「充実しない」がいずれも１０～２０％台  高評価 

■５期経験者は２０１７標準時数の「充実しない」が８０．２％                                低評価 

 

 

 

１-３ 各回答のパーセンテージ（人） 

子どもの生活に 

合っていたか 

合っていた やや合って

いた 

やや合って

いなかった 

合っていな

かった 

無回答 回答 

総数 

1977標準時数（1980～91） 

週６日／週 27コマ 

25.9% 

（76） 

45.1% 

（132） 

18.1% 

（53） 

10.6% 

（31） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

1989標準時数（1992～01） 

週６日／週 27コマ 

20.8% 

（61） 

48.5% 

（142） 

21.2% 

（62） 

9.2% 

（27） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

1998標準時数（2002～10） 

週５日／週 26コマ 

8.9% 

（26） 

29.7% 

（87） 

41.3% 

（121） 

19.8% 

（58） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

2008標準時数（2011～19） 

週５日／週 27コマ 

5.1% 

（15） 

12.3% 

（36） 

43.7% 

（128） 

38.9% 

（114） 

0.0% 

（0） 

100% 

（293） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

5.1% 

（15） 

5.8% 

（17） 

35.5% 

（104） 

53.2% 

（156） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 
 

 

 

17

15

24

80

96

40

58

106

144

148

121

138

123

62

39

114

81

39

6

9

1

1

1

1

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

1998標準時数（2002～10）

週５日／週26コマ

1989標準時数（1992～01）

週６日／週27コマ

1977標準時数（1980～91）

週６日／週27コマ

１-２ 各期の標準時数で子どもの学習は充実していたか（人）

充実していた やや充実していた やや充実していなかった 充実していなかった 無回答
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子どもの学習は 

充実していたか 

充実してい

た 

やや充実し

ていた 

やや充実して

いなかった 

充実してい

なかった 

無回答 回答 

総数 

1977標準時数（1980～91） 

週６日／週 27コマ 

32.8% 

（96） 

50.5% 

（148） 

13.3% 

（39） 

3.1% 

（9） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

1989標準時数（1992～01） 

週６日／週 27コマ 

27.3% 

（80） 

49.1% 

（144） 

21.2% 

（62） 

2.0% 

（6） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

1998標準時数（2002～10） 

週５日／週 26コマ 

8.2% 

（24） 

36.2% 

（106） 

42.0% 

（123） 

13.3% 

（39） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

2008標準時数（2011～19） 

週５日／週 27コマ 

5.1% 

（15） 

19.8% 

（58） 

47.1% 

（138） 

27.6% 

（81） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

5.8% 

（17） 

13.7% 

（40） 

41.3% 

（121） 

38.9% 

（114） 

0.3% 

（1） 

100% 

（293） 

※週コマ数は特活を含まない 

 

図表 2 1989・１９９８・２００８・２０１７標準時数下で勤務した教員４８７人の回答    

 

 

 

■４期経験者の回答にとくに注目したい。第１次ゆとりの１９８９標準時数から第２次「ゆとり」の１９９８標準時数の変

化を経験し、かつ、その多くが現役の世代。２０２３年度におよそ４４～５３歳のベテラン教員。 

■４期経験者は第１次ゆとりの１９８９標準時数の「合わない」が２２．８％                       高評価 

■４期経験者は２０１７標準時数の「合わない」が８９．７％                                低評価 

■４期経験者は第２次「ゆとり」の１９９８標準時数の「合わない」が５２．０％                    評価拮抗 

 

 

11

13

52

98

37

74

181

276

168

212

198

83

269

188

55

28

2

0

1

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

1998標準時数（2002～10）

週５日／週26コマ

1989標準時数（1992～01）

週６日／週27コマ

２-１ 各期の標準時数は子どもの生活に合っていたか（人）

合っていた やや合っていた やや合っていなかった 合っていなかった 無回答
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■４期経験者は第１次ゆとりの１９８９標準時数の「充実しない」が９．０％                       高評価 

■４期経験者は２０１７標準時数の「充実しない」が７７．４％                               低評価 

■４期経験者は第２次「ゆとり」の１９９８標準時数の「充実しない」が３８．６％                   評価拮抗 

 

２-３ 各回答のパーセンテージ（人） 

子どもの生活に 

合っていたか 

合っていた やや合って

いた 

やや合って

いなかった 

合っていな

かった 

無回答 回答 

総数 

1989標準時数（1992～01） 

週６日／週 27コマ 

20.1% 

（98） 

56.7% 

（276） 

17.0% 

（83） 

5.7% 

（28） 

0.4% 

（2） 

100% 

（487） 

1998標準時数（2002～10） 

週５日／週 26コマ 

10.7% 

（52） 

37.2% 

（181） 

40.7% 

（198） 

11.3% 

（55） 

0.2% 

（1） 

100% 

（487） 

2008標準時数（2011～19） 

週５日／週 27コマ 

2.7% 

（13） 

15.2% 

（74） 

43.5% 

（212） 

38.6% 

（188） 

0.0% 

（0） 

100% 

（487） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

2.3% 

（11） 

7.6% 

（37） 

34.5% 

（168） 

55.2% 

（269） 

0.4% 

（2） 

100% 

（487） 
     

  
子どもの学習は 

充実していたか 

充実してい

た 

やや充実し

ていた 

やや充実して

いなかった 

充実してい

なかった 

無回答 回答 

総数 

1989標準時数（1992～01） 

週６日／週 27コマ 

29.4% 

（143） 

61.0% 

（297） 

7.6% 

（37） 

1.4% 

（7） 

0.6% 

（3） 

100% 

（487） 

1998標準時数（2002～10） 

週５日／週 26コマ 

12.9% 

（63） 

48.3% 

（235） 

32.6% 

（159） 

6.0% 

（29） 

0.2% 

（1） 

100% 

（487） 

2008標準時数（2011～19） 

週５日／週 27コマ 

5.3% 

（26） 

28.7% 

（140） 

41.7% 

（203） 

23.8% 

（116） 

0.4% 

（2） 

100% 

（487） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

4.5% 

（22） 

17.9% 

（87） 

39.8% 

（194） 

37.6% 

（183） 

0.2% 

（1） 

100% 

（487） 

※週コマ数は特活を含まない 

22

26

63

143

87

140

235

297

194

203

159

37

183

116

29

7

1

2

1

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

1998標準時数（2002～10）

週５日／週26コマ

1989標準時数（1992～01）

週６日／週27コマ

２-２ 各期の標準時数で子どもの学習は充実していたか（人）

充実していた やや充実していた やや充実していなかった 充実していなかった 無回答

13



 

図表３ １９９８・２００８・２０１７標準時数下で勤務した教員６６８人の回答 

 

 

 

□ 「合わない」は１９９８標準時数が２９．０％で最小、２０１７標準時数が８３．２％で最大 

 

 

 

 

□ 「充実しない」は１９９８標準時数が２０．１％で最小、２０１７標準時数が６５.６％で最大 

 

 

 

 

 

20

28

144

89

151

327

207

291

143

349

195

51

3

3

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

1998標準時数（2002～10）

週５日／週26コマ

３-１ 各期の標準時数は子どもの生活に合っていたか（人）

合っていた やや合っていた やや合っていなかった 合っていなかった 無回答

41

62

162

184

255

368

228

251

114

210

96

20

5

4

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

1998標準時数（2002～10）

週５日／週26コマ

３-２ 各期の標準時数で子どもの学習は充実していたか（人）

充実していた やや充実していた やや充実していなかった 充実していなかった 無回答
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３-３ 各回答のパーセンテージ（人） 

子どもの生活に 

合っていたか 

合っていた やや合って

いた 

やや合って

いなかった 

合っていな

かった 

無回答 回答 

総数 

1998標準時数（2002～10） 

週５日／週 26コマ 

21.6% 

（144） 

49.0% 

（327） 

21.4% 

（143） 

7.6% 

（51） 

0.4% 

（3） 

100% 

（668） 

2008標準時数（2011～19） 

週５日／週 27コマ 

4.2% 

（28） 

22.6% 

（151） 

43.6% 

（291） 

29.2% 

（195） 

0.4% 

（3） 

100% 

（668） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

3.0% 

（20） 

13.3% 

（89） 

31.0% 

（207） 

52.2% 

（349） 

0.4% 

（3） 

100% 

（668） 
     

  

子どもの学習は 

充実していたか 

充実してい

た 

やや充実し

ていた 

やや充実して

いなかった 

充実してい

なかった 

無回答 回答 

総数 

1998標準時数（2002～10） 

週５日／週 26コマ 

24.3% 

（162） 

55.1% 

（368） 

17.1% 

（114） 

3.0% 

（20） 

0.6% 

（4） 

100% 

（668） 

2008標準時数（2011～19） 

週５日／週 27コマ 

9.3% 

（62） 

38.2% 

（255） 

37.6% 

（251） 

14.4% 

（96） 

0.6% 

（4） 

100% 

（668） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

6.1% 

（41） 

27.5% 

（184） 

34.1% 

（228） 

31.4% 

（210） 

0.7% 

（5） 

100% 

（668） 

※週コマ数は特活を含まない 

 

図表４ ２００８・２０１７標準時数下で勤務した教員６９９人の回答 

 

 

 

□ 「合わない」は１９９８標準時数が５３.５％で、２０１７標準時数が７１．７％ 

 

 

 

35

68

161

255

252

231

249

143

2

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

４-１ 各期の標準時数は子どもの生活に合っていたか（人）

合っていた やや合っていた やや合っていなかった 合っていなかった 無回答
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□ 「充実しない」は１９９８標準時数が２８．０％で、２０１７標準時数が４８．２％ 

■２期経験者と１期経験者も２つの問いに対して 2017標準時数をもっとも低く評価している 

 

４-３ 各回答のパーセンテージ（人） 

子どもの生活に 

合っていたか 

合っていた やや合って

いた 

やや合って

いなかった 

合っていな

かった 

無回答 回答 

総数 

2008標準時数（2011～19） 

週５日／週 27コマ 

9.7% 

（68） 

36.5% 

（255） 

33.0% 

（231） 

20.5% 

（143） 

0.3% 

（2） 

100% 

（699） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

5.0% 

（35） 

23.0% 

（161） 

36.1% 

（252） 

35.6% 

（249） 

0.3% 

（2） 

100% 

（699） 
     

  

子どもの学習は 

充実していたか 

充実してい

た 

やや充実し

ていた 

やや充実して

いなかった 

充実してい

なかった 

無回答 回答 

総数 

2008標準時数（2011～2019） 

週５日／週 28コマ 

14.2% 

（99） 

57.4% 

（401） 

20.5% 

（143） 

7.6% 

（53） 

0.4% 

（3） 

100% 

（699） 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 27コマ 

9.9% 

（69） 

41.3% 

（289） 

32.3% 

（226） 

15.9% 

（111） 

0.6% 

（4） 

100% 

（699） 

※週コマ数は特活を含まない 

 

 

 

 

 

 

 

 

69

99

289

401

226

143

111

53

4

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

2008標準時数（2011～19）

週５日／週27コマ

４-2 各期の標準時数で子どもの学習は充実していたか（人）

充実していた やや充実していた やや充実していなかった 充実していなかった 無回答
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図表５ ２０１７標準時数下で勤務した教員２４８人の回答   

 

 

 

□ 「合わない」は 2017標準時数が 4４.０％ 

 

 

 

□ 「充実しない」は２０１７標準時数が 28.２％。 

 

５-３ 各回答のパーセンテージ（人） 

子どもの生活に 

合っていたか 

合っていた やや合って

いた 

やや合って

いなかった 

合っていな

かった 

無回答 回答 

総数 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 28コマ 

17.7% 

（44） 

37.1% 

（92） 

29.0% 

（72） 

14.9% 

（37） 

1.2% 

（3） 

100% 

（248） 
     

  

子どもの学習は 

充実していたか 

充実してい

た 

やや充実し

ていた 

やや充実して

いなかった 

充実してい

なかった 

無回答 回答 

総数 

2017標準時数（2020～） 

週５日／週 27コマ 

20.6% 

（51） 

50.0% 

（124） 

21.0% 

（52） 

7.3% 

（18） 

1.2% 

（3） 

100% 

（248） 

※週コマ数は特活を含まない 

 

 

 

44 92 72 37 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

５-１ 各期の標準時数は子どもの生活に合っていたか（人）

合っていた やや合っていた やや合っていなかった 合っていなかった 無回答

51 124 52 18 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017標準時数（2020～）

週５日／週28コマ

５-２ 各期の標準時数で子どもの学習は充実していたか（人）

充実していた やや充実していた やや充実していなかった 充実していなかった 無回答
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Ⅵ．調査結果２ ― 自由記述から 

本調査では自由記述欄も設けた。有効な回答は１，１３６件あった。以下の項目ごとに回答を整理することにより見

えてきたことを報告したい。１つの回答の中に複数の項目への言及がある場合は、そのいずれかの主題にその回答

をふりわけている。なお回答者の特定につながる記述は〇〇市をＡ市に直すこと等をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．標準時数を下回る編成を恐れる傾向 

 標準時数を上回る編成の具体例。５期経験者から。「Ａ県では年間５０時間超過時数の学校が多い」（22頁１０９

８）。４期経験者から。「本校は６年生でいうと、年間時数が１０９５時間である。土曜授業が年間で１０回」（23頁７０

８）。「夏休み、わざわざ前倒し８月の何日かを授業日にする。そこまでして授業数を確保しなくても、授業数は確保で

きるのに」（24頁１０２５）。２期経験者から。「授業時数確保のために夏休みも１週間短くなった」（26頁４９）。「夏休

みは短く、始業式、終業式も給食を食べ午後から活動する。このように授業時数確保に躍起になりすぎて負担が増え

ている印象」（２７頁１２７）。 

標準時数を上回る編成が行われる原因について。管理職や主任に言及した回答。４期経験者から。「管理職は標準

時数を超えて余裕をもった授業時数を確保しようとする」（２３頁３７２）。３期経験者から。「標準時数を下回ることが

許されないような雰囲気があり、教務、管理職ともにできるだけ授業時数を稼ごうとしている」（２４頁２７）。市町村

教育委員会に言及した回答。３期経験者から。「現在週３０コマあるのに加え、市から復習のためにモジュール時間の

取り組みをするように言われている」（２５頁４８３）。 

 なぜ管理職や市町村教育委員会は上回る編成を求めるのかを説明した回答もあった。５期経験者から。「「ゆとり教

育」のアンチテーゼとしての「学力低下論」に後押しされるように「授業時数の確保」が至上命題となり、学校はどんど

ん忙しくなっていった。分刻みのスケジュールに加えて、「授業時数の確保」路線に忖度した地教委による過剰な「余

剰時数」の上乗せ」（２２頁７３５）。２期経験者から。「全国学力調査に始まる、各都道府県独自の学力調査への対応に

労力が注がれ、「時数を減らしたら学力調査の点数が下がる」という強迫観念が現場を覆っている」（２８頁７９０）。 

 

２．標準時数の量 

 ５期経験者から。「低学年の５時間、高学年の６時間の多さが子どもたちにゆとりをなくしていると感じます」（３０

頁２００）。「1日６時間の授業に苦痛を感じる児童もいます」（３１頁７０１）。「６時間が増え、どんどん日々教師児童と

も忙しくなり授業の準備時間や対話時間が減り、1時間の授業を充実させることが難しくなってきた気がします」（３

２頁９５６）。 

４期経験者から。「今年の夏は特に熱く、午後の学習が難しいくらいでした。」「子どもたちも教員も、暑さで参って

項目 件数 自由記述一覧頁 

１．標準時数を下回る編成を恐れる傾向 81件 22頁 

２．標準時数の量 447件 30頁 

３．内容量と時数の関係 183件 50頁 

４．標準時数の中に３５で割り切れないものがあること  21件 61頁 

５．特別活動の標準時数が３５しかないこと 11件 63頁 

６．時数編成の工夫 8６件 64頁 

７．要望や提案  216件 72頁 

８．不登校との関係    20件 86頁 

９．その他 （本報告では割愛） 7１件  

 計 1,13６件  

18



 

いました。そのような時にすぐに午前授業にしたり、学級閉鎖などがあっても心配のないぐらいの必要時数、及び学

習内容であれば良いのではと思います」（３５頁５１２）。「子どもは８時から１６時近くまで学校で過ごしている。６時

間目など疲れて国語などは実が入らない」（３３頁１３２）。「授業準備をする時間がありません。しかも複式学級で２学

年分です。児童の下校時刻の１０分後に休憩時間開始です。休憩時間は無いものと同じです」（３４頁３９７）。「授業時

数が多く子どもたちが疲弊しているように感じる。６時間目は、集中力もなく形だけの学習になりがちだと思う」（３

７頁１０４８）。「児童の放課後の時間がほぼなくなった。昔は欠席して学習が遅れた子や、授業中に理解できなかった

子を居残り勉強させることができたが、今は授業が終わると下校時刻になってしまう」「放課後に、のんびりと子ども

たちと他愛のない話をして、ゆったり過ごす余裕はない」（３７頁１１０９）。 

３期経験者から。「週６時間が続くのは、児童にとって負担に感じると思う」（４０頁４４５）。「子どもも大人もつかれ

がひどい」（４０頁４５４）。「時数が多ければ学力が伸びるというものではない」（４１頁６７９）。「子どもたちに毎日６

時間は負担が大きい。放課後の子どもの世界から学ぶものがたくさんあるはず（自分で時間の使い方を決める、友

だちとの関わり等）。もっと子どもたちに放課後の自由時間を増やしてあげることが、子どもの自主性や協調性を育

てることにつながると感じている」（４２頁８４２）。 

２期経験者から。「６時間授業は子どもが集中できなく、時間がもったいない気がします」（４５頁２１９）。「時数と学

力に相関性があるのかは甚だ疑問である」（４５頁４２６）。「今の時数では、これからも働き続けられない」（４６頁５４

７）。 

  

３．内容量と時数の関係 

 ５期経験者から。「時数が多すぎるだけでなく、学習内容も難しくなり、内容が定着できない子どもが増えた」（５０

頁６０５）。「教師一人当たりの授業時数も多いが、授業時間に収まり切れない内容も押し付けられてきたと感じてい

る。それはずっと改善されておらず、教師の工夫に頼ってきた。元々不可能なことを何とか辻褄を合わせてきた実態

を教育政策に携わる方々に知っていただきたい」（５１頁８１０）。 

４期経験者から。「時数もそうだが、教えるべき内容が多くなってきているので、だんだん窮屈になってきた」（５２

頁４４９）。「させるべきことが多すぎる。こなせる子はいいが、低位の子はつらそう」（５２頁７７０）。「どんどんやるこ

とが増えていて、授業にゆとりがない。とにかくどんどん終わらせないと時間が足りない」（５２頁７７２）。「標準時数

通りでは、指導要領の内容や教科書の内容が終わらない」（５３頁９２３）。 

３期経験者から。「今の標準時数と履修内容はオーバーすぎて、子どもが荒れています。それに対応する教師は精

神的にも肉体的にもやられ、それを証拠に毎年欠員がでている次第です」（５４頁９５）。「子どもたちにとって、多す

ぎる内容を詰め込んでいるため、消化不良のまま、すぎていると思います」（５５頁５１０）。「こんなに年々時数を増や

していたのか、と驚きました。何か辛いなぁということの積み重ねですね。時数は増えるけど、指導内容も増えるの

で、時間が増えても内容は薄いという矛盾した状態が引き起こされている」（５６頁９０４）。 

２期経験者から。「時数が足りません。やることばかり増えて、教科書が終わりません」（５７頁２０３）。 

  

４．標準時数の中に３５で割り切れないものがあること 

５期経験者から。「毎週時間割を作成し配布する時間が増えた」（６１頁４８８）。「時間割の固定ができず、時数集計が

複雑になり、教科の進度の調整が面倒になった」（６１頁４９４）。「時間割が組みにくく交換授業が行いにくい」（６１頁

５６２）。「Ａ週Ｂ週等時間割が複雑になった」（６１頁６１９）。「週あたりの時数が３５の倍数でなくなったときから、毎週

時間割を組む作業が入り、多忙化の一翼を担っていた」（６１頁９２２）。 

 ４期経験者から。「時間割が毎週同じだった時代は、今よりずっと事務的作業が少なかった。余計な配慮余計な計

算余計な作業に時間を取られている」（６１頁４８６）。「３５週で考えられているので、３５で割り切れる時数にしてほし

い。子供たちのリズムがあちこち行くので、忘れ物などが多くなる」（６１頁８１２）。「３５週で割り切れなくなった時か

ら、時数集計の業務の負担がものすごく大きくなった」（６１頁１１１３）。「1コマを複数教科で分けなくてもいいように
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すべき」（６１頁１１１８）。 

いずれも割り切れていた標準時数を経験していない３期経験者からも。「割り切れない時数は、煩雑化をより推し

進める」（６１頁３８２）。「教科担任制を導入するには、各教科、週数あたりの時数に端数が出ないほうが運用しやす

い」（６１頁６９１）。「毎週、時間割を作るのが大変なので、毎週同じ時間割でできる時数だと教員の業務負担が減る

と思います」（６２頁８６８）。 

１期経験者からも。３５で「割れない週数のため毎週教科が変わるのは子どもにとって良くない」（６２頁１００８）。 

 

５．特別活動の標準時数が３５しかないこと 

５期経験者から。児童会活動やクラブ活動を「時数外にプラスで入れなければ実施できなく」なり、そのことが「実

質時数増」を招いた（６３頁１０２）。学習指導要領で児童会活動やクラブ活動を求めながら「時数の保障がされていな

いことが納得いかない」（６３頁７１３）。 

３期経験者から。「自治的な活動が、子どもの休み時間を平然と削って行われる」ことを招いている（６３頁１１０）。

「休み時間にも」児童会活動が行われている（６３頁８８７）。 

２期経験者から。「教科の時間を使って行事や特別活動に取り組まなければならない状況が１年を通してあるの

で、教師も子供も落ち着いて勉強できる時間がほとんどない」（６３頁７５）。 

 

６．時数編成の工夫 

モジュール 

 ５期経験者から。「時数を確保するために、モジュールを活用していましたが、端数の計算が面倒で、時数票を提出

する時期は、憂鬱だったことを覚えています」（６４頁１００９）。４期経験者から。「管理職が、モジュールを時数として

認めません。実際に朝学で漢字学習していますが、何のカウントにもならない時間になっています」（６４頁９３）。「朝

にモジュール１５分×３回で１時間にしています。全学年木曜日は５時間目までです」（６４頁１０５）。３期経験者から。

「６時間目を１日減らすために１５分ずつの短期間学習を入れたことで逆に余裕がなくなってしまった」（６７頁５３

８）。 

 特活の削減 

 ５期経験者から。「高学年がほとんど６時間授業になることで、放課後の余裕はなく、クラブ、委員会活動は縮小。学

校行事も縮小になり、子どもたちが楽しみにしているものを減らすことになった」（６４頁４２２）。 

 余剰時数の活用 

 ３期経験者から。「標準時数が増加し、かつ必ずクリアしなければならないものとして扱われたことから、予備時数

確保のために授業日数・総授業時数は増加の一途をたどりました。しかしここ数年で、やむをえない事情で標準時数

に達しない教科があったとしても、そのことのみをもって法令違反とはしない、という文科省の通知が出されたこと

によって、余剰時数を抑え総授業時数を削減する教育課程編成が可能になりました。これにより、現任校では行事の

見直しと併せて週時数を削減し、最大週２８コマで運用しています。ただし、その分各教科の標準時数をより適切に

管理する必要あるため、そちらに労力を割かざるを得ません」（６７頁３７４）。 

 

７．要望や提案 

 標準時数は子どものために減らすべきとの意見が多数。４期経験者から。「小学生に６時間授業は長すぎる。集中

力も続かず落ち着きもなくなり非効率」（７５頁４８０）。教員のためにも減らすべとの意見も多数。４期経験者から。

「週あたり、授業時数を詰め込むだけ詰め込んで、子どもたちと語らう放課後の時間も無くなった。職員会議の時間

さえ生み出せない、放課後の打ち合わせもできない。そして、埋められないその時間は、超過勤務となって職員の心

と身体の健康まで奪うように」（７４頁２５３）。 

 その削減幅について。５期経験者から。「６時間の日を減らすことが、必要」（７２頁３３４）。３期経験者から。「今の時
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代、毎日５時間授業が、子ども教師もゆとりをもって生活できるのではないでしょうか」（８１頁１０５３）。こうした意

見が多かった。５期経験者から、「週時数は、２８以内」という意見もあったが、そこには「学校行事や児童会活動など

も含む」（７３頁５８６）との但し書きがあった。 

「時間割を組む作業」を考えて標準時数は「３５で割り切れること」（７３頁５８６）との意見も５期経験者ほかからあ

った。 

 

８．不登校との関係 

５期経験者から。「不登校が増えたのも、日常のゆとりが減ったことは関係ないといは言えない」（８６頁３６５）。 

４期経験者から。「時数は増えたが、内容を詰め込みすぎて、子どもたちの中には、途中から、ついていけない子

も。そこから学校に行きにくくなる子もいます」（８６頁６７６）。「以前は放課後がゆったりしていたので、児童もリラッ

クスして色々語り合っていた。そこで信頼関係も深まり、実は不登校も防げていたのでは・・・と思う」（８６頁１０４

２）。 

３期経験者から。「毎日、６時間目までの授業、その後に習い事で子どもたちの余裕がありません。その結果、精神

的に荒れたり不登校になったりしているように思います」（８７頁８３８）。 

２期経験者から。「不登校傾向の児童たちは、コロナの影響で行った分散登校や４時間目までの日は、登校するこ

とができていた。そのことから、今の子供たちにとって、６時間がたくさんある標準時数は、しんどいように思える」

（８７頁９２０）。 

 

以上 
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Ⅶ.　自由記述一覧　

整
理
番
号

77年

標準

時数

下で

勤務

89年

標準

時数

下で

勤務

98年

標準

時数

下で

勤務

08年

標準

時数

下で

勤務

17年

標準

時数

下で

勤務

自由記述

98 〇 〇 〇 〇 〇
授業時数集計を正直に申告すると管理職や市教委から指導が入り、結局は
虚偽の申告をすることになるから全く無意味。それよりかは正確な時数を報告
させ文科省で検討材料にさせるべきだ

484 〇 〇 〇 〇 〇

時数が多すぎる。また、学習内容も多く、英語やICTなど多岐に渡り、子どもも
教師も内容消化に追われている。放課後の時間がなく、会議が入ると授業準
備、教材研究、学年での打ち合わせができず、満足な授業が出来にくくなっ
た。A市は更に余裕時数として、標準時数より増やしているので、更に時間ば
かりが取られている。5日制導入前の方が放課後にゆとりがあり、ゆったり同
僚と話ができたし、子どもを残して個別指導なども行うことができた。５時から
良くお茶を飲みに行ったりしていた。学習内容を精選し、時数を減らし、教師も
子どもも放課後の時間を増やすべきだと思う。

735 〇 〇 〇 〇 〇

「ゆとり教育」のアンチテーゼとしての「学力低下論」に後押しされるように
「授業時数の確保」が至上命題となり、学校はどんどん忙しく窮屈な場所に
なっていった。分刻みのスケジュールに加えて、「授業時数の確保」路線に忖度
した地教委による過剰な「余剰時間」の上乗せ、社会的、政治的要請による
「〇〇教育」（例えば、放射線教育）の実施を求められるなど、学校という限ら
れた器の中にあれもこれもてんこ盛りにした結果が、現在の学校の危機的な
状況を招いている。文科省や地教委は、「授業時数の確保」が「学力向上」に
必ずしも結びつかなかった事実を直視し、子どもにとって、そこで働く教職員や
すべての職員にとって持続可能な学びの場として、いきいきとやりがいを持って
働くことのできる場として再生させなければならない。

817 〇 〇 〇 〇 〇

標準時数も大切だが、教科書の内容が多すぎる。教科書会社は選択してもら
うため、内容の充実を図るが、必要以上の内容が教科書に載っている。我々は
それを取捨選択すればいいのだが、保護者は教科書の内容をすべて教えても
らう事が当たり前と考えている。教えなければ「手抜きだ」とクレームの嵐にな
る。だからと言って学校がそれをしようとすれば、当然標準時間数では足りなく
なるので、余剰時間を計上することになる。または、子どもの理解よりも時間数
と内容を無理に合わせてしまう傾向になる。時間数をとやかくいう前に、教科
書に載せるべき内容の精選をしていかないと、無理が生じるに決まっている。

870 〇 〇 〇 〇 〇
標準時数を確保するために、多めの時間割で、行われて来ました、臨時休校な
どのために、特別にやらなくてはいいという確認が、現場と行政とでなされてい
ますが、現場は、多めの課程をくんでいます。

1060 〇 〇 〇 〇 〇

そもそも、42週あるのにどうして35週で割るのか。標準なのに「超えなければ
いけない」という圧力が強すぎるのはなぜか。悪天候や流感等による学校学
級閉鎖に備えるとしても、実際に閉鎖がなかった年は3月にはやることがなく
なった。今のほぼ毎日6時間では、子どもが趣味や遊びに使える時間が無い。

1098 〇 〇 〇 〇 〇
A県では、年間50時間超過時数の学校が多い。全国学力テスト対策に追わ
れて、教児ともに疲れている。

1114 〇 〇 〇 〇 〇
学校５日制で、毎日6時間授業は子どもの疲労度も大きい。標準時数が多す
ぎるということになる。また、余時数が40時間以上とられているので、より余裕
がなくなっている。

１．標準時数を下回る時数編成を恐れる動き　81件
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2 〇 〇 〇 〇
標準時数より、何時間も多く、授業をしています。しかし、学習内容は、煩雑＆量
が多いので、学習内容の理解度は、低いと思います。

10 〇 〇 〇 〇 A県は、標準時数に上乗せして余剰時数を確保する傾向が強い。

18 〇 〇 〇 〇

標準の意味が分かってる?と言いたい。エアコンが入る前、暑くても寒くても、
子どもや教職員の命より大事なのは時数厳守。エアコン入ったら、夏休みカッ
トして授業時数増やす。小1は、全て５時間で空き時間無し。小2は、６時間授
業もあり、空き時間無し。子どもも担任も疲れ果てています。小6は,時数が足り
なくかもと、台風や大雪でも、なかなか休校になりません。今なお、命より大事
なのは標準時数厳守!です、現場では、、

170 〇 〇 〇 〇

標準時数が1時間たりとも下回ってはいけないノルマとなっている現在、絶対
に下回らないように、余時数を大量にして計画をしています。結果的に、授業以
外では子どもと向き合うことが少なくなり、授業に追われ、膨大な残業と、持ち
帰り仕事を抱える状況となっています。教員の増員と、標準時数削減を実現で
きるようにして欲しいと心から望みます。

372 〇 〇 〇 〇

余剰時数の考え方が学校ごとに異なるため、勤務校によっては年間の授業時
数が異なる。教員の働き方に直結するため多忙な学校は多忙なまま。少し余
裕もっている学校と多忙な学校の差がある。6時間目まで授業があるというこ
とは放課後の業務時間が短くなるということ。退勤時刻や勤務時間の議論に
なりがちだが、授業時数と勤務時間、業務内容の全体を考えなければならな
い。しかし、管理職は標準時数超えて余裕をもった授業時数を確保しようとす
る。標準時数という名称だが、実質「最低時数」として１コマも下回ることは許
されない状況に問題がある感じている。委員会やクラブ、行事なども文科省は
時数明示していないためどんなに教育課程を圧迫していると感じても、削減や
廃止すること不可能。職員定数増やして業務量減らすか、授業時数減らして業
務量減らすか。給料を増やせないならどちらかに取り組んでほしい。授業時数
が増えて、放課後に授業準備もできない。授業の質は低下しがち。真面目な教
師ほど時間外に授業の準備している。準備の少ない授業をしている教員はた
くさんいます。体調や家庭事情などやむを得ない理由の教員も多い。勤務時
間外に教材研究や保護者対応している。夏休みや冬休みがあるのは良いこと
だが、平日の忙しさを考えると長期休業を短くするしかないという教員もいる。
一方、年度末年度始め休業は行うべき業務が多いため、最低でも２週間(勤
務日のカウントで１２日くらい)必要である。標準時数、長期休業、授業日数、
放課後業務、職員定数、学級の児童数など全て学校制度・教育制度を改善し
なければならないと感じている。子どもにとって必要な教育は現在できていな
い。教員も限界超えている。

447 〇 〇 〇 〇
標準時数が多すぎるし、加えて余裕時数確保…、どう考えても、現行が異常と
しか言いようがない。

544 〇 〇 〇 〇
余時数を確保することが当たり前になってしまっているため、標準時数が増え
ると、当然６時間授業が増える。余時数はあってもゆとりはない。学習内容もほ
んとに必要かどうか検証が必要だと強く感じる。

708 〇 〇 〇 〇

本校は、6年生でいうと、年間時数が1095時間である。土曜授業が年間で
10回あり、30時間多くなるが、メリットを感じない。校外行事(市の綱引き大
会)に向けての練習や出前授業などもあり、とても忙しい。もっと精選していけ
たらと思う。、

720 〇 〇 〇 〇

だんだんと児童、教員ともに余裕や余白がなく、急かされていく印象がある。標
準時数で、年間の授業時数が組まれているわけではなく、余剰時数、ゆとりの
時間として、上乗せされた時間で運用している現状。臨時休校対策や学習補
充のためだが、放課後の児童の時間を削り、教職員の休憩時間を全く取るこ
とのできない勤務時間となっており、現場の疲弊感は解消されることのない状
況。教員の責任感に頼るこの勤務に、心身の疲労が抜けない日々。
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731 〇 〇 〇 〇
余裕のない、だんだん、ギスギスした学校になってきた。標準時数より、何十時
間も多く授業を取っている学校ばかり！標準時数は、あってないようなもの。工
夫したくても、学校長の一声で無くなる。管理職の意識を高めないとだめ！

871 〇 〇 〇 〇

標準と言いながら、その数を下回ってはいけない。さらには42週分の予定時数
を下回ってはならないという指導が入り、ここ15年くらいは標準時数をかなり
上回った授業時間数を行っています。天候悪化の臨時休業や学級閉鎖などが
あると、毎日一時間増やして授業をしたり、長期休業中に授業日を設けたりし
ています。そのため現場では数に縛られ続け労働意欲が失われることもしばし
ばあります。さらに、単元の予定時間数を下回ってはいけないという指導もあ
り、自由な授業展開は難しくなっていると感じます

886 〇 〇 〇 〇
もう少し余裕があってもよいのではと思う。時数を確保するために、高学年は6
時間目までびっしりだが、5時間で下校できる日を増やしたい。また、低学年は
4時間の日があってもよいと思う。

1004 〇 〇 〇 〇 標準と謳いながら、下まわる事は許されないこと。

1025 〇 〇 〇 〇

標準時数をはるかに上回ってまで　授業時数を確保することが必要かと毎年
おもう。バスでの下校のため、低学年が6時間目まで毎日居る　その負担が大
きい。夏休み　わざわざ　前倒し8月の何日かを　授業日にする。　そこまでして
授業数を確保しなくても　授業数は確保できるのに．警報が出た時のためとか
で　授業数を確保することが必要なのか．と思います。

1046 〇 〇 〇 〇 余剰時数をどこまで確保すればよいのか示されないのでわからない。

1064 〇 〇 〇 〇 標準と言いながら最低になっており、必要以上に余時数を取っている。

1116 〇 〇 〇 〇

週時が数が決められ、年間時数が標準時数を大幅にこえても時数を削減する
ことなくすすめられていた。放課後個別対応してあげたい児童がいても対応で
きない状況。週時数の他にたいていの小学校では毎日朝学習を１０分程度と
るので、見えない学習時間があるのではないでしょうか。

1121 〇 〇 〇 〇

週休二日制の前の隔週で土曜日が休みの時は、余裕があったような気がしま
す。今、時数に踊らされて、精神的にも体力的にも、一日の余裕が無くなってい
るような気がします。35週と言いながら、実質は40週をしていて、余時数がた
くさんでも足りないような雰囲気になっています。なんか、時数、時数と言いな
がら、規定以上を守っているのが真面目な日本人の良さなのか、悪いところな
のか、変だなぁと思っています。確か、標準時数は目あすであって、必ずその時
数でなければならないではないと聞いていたのですが、どうだったのか、今で
はよくわからないです。

27 〇 〇 〇

標準時数を下回ることが許されない雰囲気があり、教務、管理職ともにできる
だけ授業時数を稼ごうとしている。（始業式の日について、一昔前は３時間授
業だが、４時間授業にするなど）。教科内容が多岐に渡るため、ゆとりを持って
授業計画が立てられない。さまざまな◯◯教育が積み重なっていくため、標準
時数が下げられないのではないか。
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72 〇 〇 〇

教育委員会より、標準時間数を超えなければ、次年度の夏休みを削って授業
時数を確保するなど言われた。毎年、大幅にクリアーしているのにも関わらず、
インフルエンザ、コロナ感染のため学級閉鎖などあることを考えて、結局は削る
事なくて必死にほぼ毎日6時間授業を網羅する。学級閉鎖等は、別に考えても
良いと言われていても、授業時数のカウントを各自でさせられ、不安な気持ち
になって、結局、大幅に超える授業をしている。小学校では6時間授業をしても
結局子ども達もしんどそうにするだけ、午後に国語や算数の授業はきついた
め、午前中に5教科が偏る。毎日6時間目までとなると、放課後は既に定時退
勤時間間近のため、定時に帰ったことが、余程の用事がある時以外ない。授業
準備ができない。授業時数について文科省も見直すなど声ががっているが、
現場の忙しさはそれだけで解決できない。末端の現場の職員の仕事は一体ど
こまでをさせるべきなのか、真剣に考えて、提示して下さい。定時退勤日という
日を作られても、結局仕事は減らず。みんな仕事してます。超過勤務を結局さ
せられているが管理職や教育委員会は一応声はかけているが個人の判断で
やってるからしょうがない的で済ましている。現場の実態を文科省の誰が本当
にわかっているのか。いつも疑問に思います。抜本的な改革を望みます。

117 〇 〇 〇
標準時数は多い。教員の負担にもなっている。さらに、標準時数を超えた計画
をしているところもある。見直しを進めてほしい

129 〇 〇 〇

標準時数が増える中で、学校はそれを大幅に超えた時数をこなしている。それ
により、教職員は多忙化し、教材研究が十分にできないほどに疲弊している。
時数を増やしても、有意義な教育活動ができているのか、甚だ疑問である。ま
た、授業をカットして校内全体で研修体制をとらない校長もおり、さらに教職員
の見聞が深まりにくい状況が生まれている。

140 〇 〇 〇

現代は、標準時数自体が多いのに加え、現場では何かあったときのための「余
時数」を数十時間確保しようとするため、実際はもっともっと多い時数をこなし
ています。今の子どもは放課後活動も忙しく、子どもも大人も疲弊しています。
本当に無駄をなくしていきたいです。

157 〇 〇 〇
時間が多すぎる。授業時間が多いのに、内容が終わらない。時数を上回らなけ
ればならない報告に追われる。

165 〇 〇 〇

コロナで「標準時数を超えなくても良い」という文科省の見解が出ていたが、
標準時数を　クリアするために長期休みを削ったり、「7時間目」をやったりして
いたので、「教科書が終わるなら時数を超えなくても良い」という雰囲気になっ
て欲しい。天候による臨時休校に備えて予備時数を多くとる傾向がある。学校
にもよるが低学年だと100時間近くなることもあったのでそれは問題だと思う。
一方で、高学年で予備時数が少ないと習熟の時間や学級で自由に使える時
間が無いのでつらい。小学校教員としては、学級・学年で自由に使える時間が
年々減っていると感じる。いわゆる「お楽しみ会」のような学級独自で企画して
楽しむ活動が難しくなっているので、今の子どもは本当にかわいそうだなと思
います。

351 〇 〇 〇
高学年は週30コマの週が多く、子どもも教師も疲弊している。天候やインフル
エンザなどによる臨休を見越した分を上乗せして時数を取っているため、結果
として標準時数より多くなっている。

439 〇 〇 〇
標準時数をクリアすること、に注力するあまり、柔軟性がまったくなく、裁量の余
地もなく、息が詰まる思いをしている、していた印象です。

483 〇 〇 〇

現在週30コマあるのに加え、市から復習のためにモジュール時間の取り組み
をするように言われている。カリキュラムの中でしっかり復習の時間をとってい
るのに、さらに上乗せとなると、時数が増えることになる。このような、時代に逆
向したことを市で推し進めていることへの理解が到底できない。標準時数を過
剰に上回る余剰時数をとらないことについて、もっと文科省に厳しく指示を出
してほしい。学習指導要領から外れた内容をいろいろ実施しすぎて、子どもも
大変そうだ。
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503 〇 〇 〇
標準時数を下回ってはいけないということが頻りに言われ、数十時間の余剰を
設けていることが、近隣の学校で常態化している。やらなくて良い時間が、正式
にやらなくてはいけない時間とされており、無駄に感じる。

549 〇 〇 〇
授業をする教員に相談なく、教務や管理職の考えだけで時数を決めるのはお
かしいと思う。

651 〇 〇 〇

A市の教員です。とにかく時数が多すぎます。習い事，塾など、放課後も忙しい小学生。

今は四年生でも水曜以外は６時間授業、水曜日も５時間授業とへとへとです。教員も

空き時間は音楽専科の２時間のみ。週２７時間の授業は準備する時間が取れません。

中学校と違い，同じ授業を二度やれないので準備が追いつきません。それだけではな

い教員の仕事も多く、学年が1.2クラスしかない超小規模校では、公務分掌も多いの

です。学年主任か学年会計をかならずやる。学年だよりは２回に一回回ってくる。単級

の場合は毎月です。それにホームページの更新も毎月しなければならない。でも残業手

当は出ない。もう限界です。授業数を減らせないのなら、専科を増やしてほしいです。特

別教室がある教科は，専科が必要だと思います。理科，家庭科、図工、体育、そして外国

語です。専門的知識、技能が必要です。特に高学年の理科は実験の準備，片付けが必

要なだけでなく、危険なものもあり、それを担任1人で35人の児童と行うのは無理があ

ります。安全を確保できません。それでもなにかあれば、責任を取らされるのは担任で

す。また、標準時数を下回らないために、『余剰時間』というのがあります。台風や学級

閉鎖で学校が休みになった際のための予備です。これが３０時間以上あります、つまり

5日分です。これも，もう少し減らせないのか。時数さえこなせば良いのか。時数を越え

られなくても、学習内容をしっかり終えられれば良いのではないか。時数にこだわりす

ぎ、授業の日数が増えていることも教員の疲弊につながっています。残業代が出ないな

ら、有給を増やして、もう少し休めやすくする方法もあります。学校閉庁日も年休を取ら

ないといけないので、閉庁日の意味がありません。年休を取らずに休める日を増やした

り、年休自体を増やすなど、お金をかけずに教員の働き方を変える方法はいくらでもあ

ります。現場の現状を知っていただき、検討を宜しくお願い致します。

723 〇 〇 〇

標準時数に対して、学級閉鎖時に不足することを予想して「余剰時間」が設定
されています。その時間が学校によって差があること、「最低３０時間くらいはほ
しい」と管理職から催促されること、時数が増えても専科の教員は増えず、担
任の負担が増えることなど、よいことがありません。子どもも１週間毎日６時間
と、気の抜ける曜日がありません。「標準時数」は超えなくてもよいということを
浸透させていただき、子どもと教員の負担を少しでも減らしてほしいと思いま
す。

824 〇 〇 〇

そもそも災害等を想定して、標準時数を上回る設定をしている自治体が多く、
夏期休業期間などを短くしているなど弊害が大きいと思う。
学校行事に多くの時数をとられて、本来の教科の時間が削られて、時数が足り
なくなる。行事の精選、内容の簡素化は必須だと思う。
学習指導要領の内容の精選も必要だと思う。朝、8時前には学校に来て、3時
半過ぎまで学校でびっしり学習をするのは、子どもにとっても負担は、大きい。

875 〇 〇 〇
インフルエンザの学級閉鎖の回復で、１週間ほど７時間授業のことがあった。
尋常ではなかった。

949 〇 〇 〇 時数が取り切れず、7時間目を週に1時間とっていた。10年以上前

1003 〇 〇 〇

標準時数自体はそんなに問題ではなかった印象ですが、数年前まで、予備時
数を多く取り過ぎていると感じました。つまり、標準を上回ってたくさん授業をし
ていたということです。6時間も多く、それは子供も大人も負担が大きいと思い
ました。このところ、予備時数を減らしていく流れがあるので、それはよいことだ
と思っています。

1032 〇 〇 〇
昔の方が、時数が少ないのに長期休暇が多く、今は毎日たくさん勉強している
のに夏休みが少ない。海外と比べてどうなんだろうと考えてしまいます。

1034 〇 〇 〇 時数が増えすぎています。余時数もありすぎます。

49 〇 〇
授業時間数確保のために夏休みも1週間短くなった。多忙化も教職員の負担
増も解消させるどころか重圧が高くなっていると感じる。
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88 〇 〇
根拠のない不安から工夫することを恐れて大は小を兼ねるというカリキュラム
編成がなされている現場は多いと思います。その不安を消し去るための工夫を
する時間の捻出もできないような状態になっているんだろうかと思いました。

96 〇 〇

時数を増やそうとする工夫に関しては積極的に取り入れようとする(月曜6校
時の日に祝日が多いから別の曜日で5校時までの日を6校時に変更する)の
に、授業のカットの工夫は取り入れられない事が多い。
近隣の学校と足並みを揃えようとしすぎる為に、改善が進まない

109 〇 〇

年度が始まる以前から、余剰を設けて、保険をかけたような教育課程の編成を
していることに疑問を感じる。警報や閉鎖などはあくまでも予定にないイレギュ
ラーな事態であり、起こったあとに対応すれば良いと思う。また、余剰がないと
達成できないような学習内容が強いられている現状が解決されることで、教
育課程における様々な問題がクリアになるのではないかと考える。現場に[精
選]を求める前に、行政が[精選]をする責任はあるはずだと考える。

127 〇 〇

今の現場では、管理職が授業時数確保を意識するあまり、余裕のない毎日に
なっている。水曜を6校時まで行い、夏休みは短く、始業式、終業式も給食を食
べ午後からも活動する。このように授業時数確保に躍起になりすぎて負担が
増えている印象。

128 〇 〇
標準時数を大きく越えた授業時数が行われている。何かがあった時のために
と余剰をとっているが、働き方改革と逆行している。

181 〇 〇
標準時数は最低限超えていなければならない指標という捉えだったので、台
風やインフルエンザで休校の場合は、無理に6時間を作ることもあった。

188 〇 〇

標準時数が増えるにつれ、授業時数を確保するために長期休みが短くなった
り、長期休み明けすぐに6時間目授業がスタートしたりと、子どもたちに無理を
させることが増えたように思う。それに伴い、長期休み明けの行きしぶる子ども
も増えている。

215 〇 〇
1年生で午前5時間授業を実施しているため、予備時数が年間で８０時間近く
になる。予備時数の扱いが異動した学校ごとに違っている。

224 〇 〇
市教委の標準日数や行事の計画が厳しく、多忙感を抱えながら教員は働いて
いる。標準時数を今よりも各教科少なくして、ゆとりをもって子供の主体性を伸
ばせるようカリキュラム・マネジメントを各学校の裁量にまかせてほしい。

236 〇 〇
標準時間に加えて、放課後学習を行ったり、行事で遅れる分を必死に時間を
見つけてやっている姿から、本当に必要な時間なのかなと思っていました。

252 〇 〇
地域との関わりなどの学校ならではの学習が入ってくることで、標準時数を満
たすことに目的がいってしまい、余裕がない気がします。

424 〇 〇
標準時数や余剰時数の捉え方が、都道府県によって大きな違いがあると感じ
るし、同じ都道府県内でも地域によっても捉え方が違うと感じる。それによって、
余剰時数に学校差が生じている。

463 〇 〇
標準時数を大きく超えていた。また、朝の活動など、授業時数にカウントされな
い時間もあった。

499 〇 〇
カレンダー通りに休まず行なっているのに、台風等で1日休んだだけで、足りな
くなったりして、休校のリカバリーが大変。の割に、年度末やることがなかったこ
ともあった。

542 〇 〇
余剰の時間が多すぎます。教員の仕事内容もやることが多すぎて家に帰れま
せん。もっと、働きやすくなることを願います。

555 〇 〇

台風による臨時休業やインフルエンザ等による学級閉鎖に備え、どの学校も標
準より多くの時数を確保せざるを得ない。また小学校で考えると各教科を週あ
たりで計算すると教科によっては週2.6等の授業数となるため、余裕を持って３
時間と計算する。標準時数をクリアしなければいけないという重圧がなくなら
ない限り、自然と標準を上回る時数をこなすことにつながる。低学年でも６時
間授業が増え子どもも疲弊しているとともに、放課後の時間が取れず、職員も
疲弊している。標準時間の削減等、改善しなければならない点が多く感じる。
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696 〇 〇

標準時数が多く、働き方改革が進みません。予備時数が多く、夏休み後も8月
下旬からスタートし、低学年でも6時間の日があります。増える一方で、もう少
し減らせるものがあったらいいなと思います。60代の先生方は、昔はこんなに
慌ただしくなかったと、ゆとりがあったとおっしゃっており、どんどん働き手がい
なくなるので、時数を減らすのも、予備時数を減らすのも大事だと思います。

763 〇 〇

道徳の教科化、英語、情報教育、プログラミング、キャリア教育…と、教えるべき
内容が増えたにも関わらず、何も減る事がないため時数を増やす事でその穴
埋めを行った結果、子どもたちの十分で充分な教育機会が奪われていると感
じます。時数を増やした事で子どもたちも教員も、じっくりと時間をかけて課題
に向き合う事ができなくなり、バタバタと忙しない毎日を過ごすことを強いられ
ています。学校によって、時数のカウントの仕方が違います。帯時間を時数カウ
ントをして余剰を確保している学校もあれば、そうでない学校もあり、働き方に
差があります。それが、市で統一されておらず、学校独自の判断で行われてい
る事に疑問を感じます。余剰を過度に確保する必要がない働き方を求めます。

777 〇 〇

学習指導要領で指導することがどんどん増え、教えきれないかも…と思ってい
る教員が多いのが現状。そうなると、余剰時数も増えていってしまう。週29コマ
は多く、○○教育という名のもと、やることがさらに増えていきます。これでは、
やることに追われ、本来の学びの充実にはつながらない部分もあると思いま
す。

790 〇 〇

標準時数はいわゆる「標準的」な児童のレベルで割り当てられているようで、
年々厳しい学習状況の児童が増えている学校現場では、時数が足りなくなる。
そのため「余裕時数」として標準時数より多くの時間をカリキュラムに組み込
んでいる。このような背景があるため、現在の教育内容自体を減らしていかな
ければ、熱心な学校ほど時数を増やして対応しようとする。「ゆとり教育」への
バッシングによって、学校の教育内容詰め込みはすでに限界をこえている。の
みならず、全国学力調査に始まる、各都道府県独自の学力調査への対応に労
力が注がれ、「時数を減らしたら学力調査の点数が下がる」という強迫観念
が現場を覆っている。

869 〇 〇 標準時数を大幅に超えている実態がある。

894 〇 〇
行事による授業時数が増えている。コロナが緩和されてから行事カウントの時
数が増えた。創立150周年記念行事があり、それに力を入れているため、航空
写真や練習など確実に増えている。

906 〇 〇

標準時数に対しての余剰が多すぎます。100時間を超えることもあります。採
用された時は何も思いませんでしたが、新卒から8年経ち、日々の業務と時数
について疑問を持っています。子供たちにとって学習時間を増やしても効果が
あまりないように思います。

908 〇 〇 ６時間授業が当たり前で、７時間目なんかもあった。

1044 〇 〇

自分の自治体だけかもしれませんが、標準時数＋αの時間を予備でとりすぎて
いると感じます。特にコロナ禍の休校時、時数はそのままで良いと通達が来た
はずなのに、小1でも６限目まで授業をしたり、長期休業日や土曜授業を行っ
たりと、子どもも先生も限界の状況でした。数ヶ月休校してもカリキュラム自体
は終えることができたので、標準時数は明らかに多いと思います

1094 〇 〇 余時数が多い年があった。

74 〇
管理職が時数について細かい。目安となる時数は決めるべきだが、実態に応
じてもっと自由がきけばよいかと思う。
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76 〇

2009年の新型インフルエンザ流行を機に、A市では２学期始業が8月25日となり、課

業の週数が約38週となった。そのうえで、外国語活動、外国語科の導入に対応するた

め、15分を積み上げるモジュールなどで週の時間数を1増する形をとることとなり、現

場の担当時間数はさらに大きくなってきている。教育活動でそれぞれの教職員が工夫

して活用してきたとりくみには、それなりの時間的余裕が前提にあったが、現在は前提

が崩れ多様性が著しく損なわれている。教育内容が膨大となり、新しい○○教育が山

積みになっている状況もあり、標準時数と比較しても、どう考えても対応できないほどの

状況である。教職員一人ひとりの持ちコマ数を削減することは、子どもたちにとってより

ゆたかな学びを保障することにつながる。そのためには、教育内容の大綱的基準であ

る指導要領の内容の削減、標準時数の削減、担当教職員数の増加しか道はない。新し

いとりくみには、それ相応の人的物的予算を確保してからでなければ難しいものと考え

られる。

107 〇

時数カウントをして、教育委員会に報告しています。それを見て、夏休みを短縮
するかしないかが決められます。だから、しっかりと超えていないと夏休み短縮
になってしまうという現状があるため、大幅な短縮ができません。かつかつな毎
日はかなりしんどく、休日出勤しないと間に合いません。

952 〇

学校ごとに差があることが問題だと思う。地域連携や学校独自のものがある
のなら、その分は納得できるが、小学校においては、主任の裁量次第になって
しまっている。例えば、4年が余剰に時数をとって計画を組むと、5・6年は先に
下校しづらい状況も向いて生まれてしまう。つまり、学校間、学年間それぞれで
示し合わせをしていかないと根本の解決には繋がらない。なので、校長や教育
委員会を中心に余剰時数の扱いについて方向性を示す必要があると感じる。
高学年の担任として、他校と比べてと明らかに6時間の授業が多いのは納得
ができない。

171 〇 〇 〇 〇

自然災害などを理由に余剰時数を上乗せさせられ疲弊した。休校などになら
ない場合は、学力向上のために授業させられる。結局、学力向上と進度を会わ
せたり、補習の時間としてつかわれ、「標準」はあってないようなもので、とにか
く時数を生み出すことを強要される。

20 〇 〇 〇

2012年から2017年まで複式校に勤務していました。1年生と２年生、３年生
と４年生は標準時数が異なるため、私はそれぞれの学年の時数で授業を組ん
でいましたが、教員によっては、上学年に合わせ時数にカウントせずに下学年
も５（６）時間目に付き合わせている（学習させている）状況にありました。これ
までも指摘されている通り、たくさん勉強をすればするほど子どもにとって良い
という風潮をどうしたら変えていけるでしょうか。模索したいところです。

404 〇 〇 〇
余剰時数を確保することにとらわれすぎていて、どんどん時数が標準時数から
ふえていく状況です。

511 〇

余剰が多い学校での勤務は大変だった。学習時間が多いからといって、充実
したり、学力が上がったりしていた印象はなかった。朝の会後の15分を朝学習
としてカウントし、週3回×15分で1コマとして計算していた。教員の働き方改
革としても、標準時数が今より減ってもいいと思う。また、教科や行事の精選も
必要だと思う。
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整
理
番
号

77年

標準

時数

下で

勤務

89年

標準

時数

下で

勤務

98年

標準

時数

下で

勤務

08年

標準

時数

下で

勤務

17年

標準

時数

下で

勤務

自由記述

28 〇 〇 〇 〇 〇 時数は多すぎです

33 〇 〇 〇 〇 〇

1989年の頃は勤務時間内の教材研究で充実した授業を展開することがで
きた。ところが、現在は勤務時間内に教材研究の時間を確保することができな
いのに、１時間の学習内容は増え、教材研究する必要がある教科も増えると
いうアベコベの状況となっている。それは、ICTを活用すれば解決されるような
簡単なことではない。授業がやりたくて教師になったのだから、授業に妥協は
したくない。自分はもうすぐ退職だが、この先の教育がどうなっていくのか？不
安でたまらない。

151 〇 〇 〇 〇 〇
週5日制は必要だと思う。しかし６時間授業に耐えられない児童も増えてきて
おり、６時間の日が増えすぎると、集中が続かない。以前は学期内に教科書を
終わらせていたが、今はかなり厳しい状況である。

200 〇 〇 〇 〇 〇

低学年の5時間、高学年の6時間の多さが子どもたちにゆとりをなくしている
と感じます。ゆとりのないのは心の余裕もなくなります。単位時間が45分に
なったことで、休み時間も少なくなり、生活にもゆとりがなくなっています。心の
ゆとりが、子どもたちの思いやりのある心も育てられると思います。時間と教室
の広さ、人クラスの人数を少なくするなど物理的なゆとりはとても大切だと思
います。

226 〇 〇 〇 〇 〇

小学校では、一人当たりの授業時数が多いと思う。中学と違い一つの教科を
他学級と共通できるのとは違い、全ての教科に渡り毎日進めていく。1日の勤
務時間を考えた時、授業して、研修会や会議、分掌上の仕事、その上次の授
業を準備しての時間が確保されていないのが現実だ。ひとりあたりの持ち時
間を減らすために、授業時数を減らす、もしくは担当人数を増やす必要があ
る。でないと、付けたい力も付けられないような授業内容が連続してしまう。

284 〇 〇 〇 〇 〇

土曜日がなくなった頃は、まだ、社会的に土曜日が休みの企業が少なく、子ど
もたちを塾などに通わせる家庭が多くなった覚えがあります。
今の学校では、普通の日に放課後遊べる時間が少なく子どもたちが、可哀想
に感じます。

301 〇 〇 〇 〇 〇 毎日6時間授業は、子どもにとっても教師にとってもヘトヘトです。

304 〇 〇 〇 〇 〇 だんだん余裕がなくなってきている

309 〇 〇 〇 〇 〇
じっくり考える学習はできる時数でない。教員も，教材研究に取り組むゆとり
がない。

320 〇 〇 〇 〇 〇

全くのゆとりなし。子どもとのゆとりの中での何気ない会話なし。なぜなら、授
業間も授業の準備。早く下校を促さないと、会議あり、打ち合わせあり、退勤せ
まられる中、学校の施錠を任されて、授業準備。時間外多すぎと言われ、ひど
い話です。子どもにいいことありません。

322 〇 〇 〇 〇 〇 だんだん放課後の活用にゆとりがなくなった。

339 〇 〇 〇 〇 〇
学校5日制の前も、現在の学校5日制になっても負担感がものすごく大きい。
また、外国語　総合などが教科化されますます負担感が大きい

376 〇 〇 〇 〇 〇 時数が、多いと子どもはつかれます。余裕のある時数がいいです。

378 〇 〇 〇 〇 〇 海外と比べて多すぎる

387 〇 〇 〇 〇 〇 毎日、時間に追われている感じがする。ゆとりがほしい。

418 〇 〇 〇 〇 〇 教科、時数が増えて、子ども達も教員も窮屈で忙しい生活になった。

２．標準時数の量　447件
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435 〇 〇 〇 〇 〇
昔は、子どもも教員ももっとゆとりがあった。放課後、子どもと話したりできてい
た。便利になっているはずが、忙しく希薄なつきあい方へと悪循環している。公
教育はどこへ向かっているのだろう。

462 〇 〇 〇 〇 〇

1990年代は、週6日でしたが、平日の時間割には余裕があり、子どもたちと
向かい合う時間と精神的ゆとりがありました。週5日になってからは、次第に詰
め込み授業になってきたと言わざるを得ません。指導内容は減るどころか、外
国語などの新たな教科が導入されるなど、現場の多忙化のみならず、子ども
たちへの負担も増しています。できる子とできない子に分けられ、ふるいにか
けられているようです。公教育の本務が何なのか分からなくなってきたと思い
ます。

496 〇 〇 〇 〇 〇 無理です。詰め込みだけにしたとしても、子供に合ってません。

551 〇 〇 〇 〇 〇
標準時数が多すぎる。子ども達が疲れている。取捨選択し、削る勇気をもって
改革すべき。

615 〇 〇 〇 〇 〇 時数が増えて教材研究の時間がなく、業務が逼迫してきたと思う。

617 〇 〇 〇 〇 〇 大変になる一方です。現場の声が届きにくい状況です。

635 〇 〇 〇 〇 〇 6時間目は子どもに負担が大きい

639 〇 〇 〇 〇 〇

1日あたりの時数が増えることにより、子供たちの放課後が失われ、自主活動
や遊びの時間が奪われた。1日あたり、週あたりの時数が増えることにより、1
時間あたりの準備時間が短くなった。6校時が終わるとすぐ下校させなければ
ならず、補充指導も児童との対話もする時間がない。

655 〇 〇 〇 〇 〇
授業を充実させるための教員の時間が、様々な業務で確保されていない。時
数が増えるほど負担感が増えているのが現状。

687 〇 〇 〇 〇 〇
どんどん放課後の時間が無くなり、児童会活動の質が低下しているのを強く
感じる。やりがいのないものになってきている。

697 〇 〇 〇 〇 〇 児童を帰すと、会議などが入り、学級事務をする時間がない。

701 〇 〇 〇 〇 〇

1日６時間の学習に苦痛を感じる児童もいます。外国語や道徳の教科化など、
学習内容も多様化して時間の中で学ばなければならない内容が詰まってきて
います。主体性が大切と言われていますが、それを支えるゆとりの時間はほと
んど無いのが実情です。

710 〇 〇 〇 〇 〇

児童の放課後活動が多様化し、ほぼ毎日塾やスポーツ活動に取り組んでい
る児童が多い。疲れを翌日まで持ち越している児童が多く、学習意欲も低い
傾向が見られる。標準時数内で授業を行うことが、児童の学力の向上につな
がることを最近より強く感じるようになってきている。

714 〇 〇 〇 〇 〇
いつでも学校ては目一杯活動しているので、充実しているかという問いでは
どう答えたらよいか分かりませんでした。ただ昔は子ども同士のトラブルも生
活に入っていました。今は事務的でまるで塾です

753 〇 〇 〇 〇 〇
子どもが忙しすぎて、地域の子達と遊んだり家族と過ごす時間がないと思い
ます

787 〇 〇 〇 〇 〇
毎日、6時間授業になってから、教員も子どもも時間に追われているように感
じられる。だんだんと柔軟な教育課程ではなくなっていると感じる。

793 〇 〇 〇 〇 〇
教科数が増え、子どもは追われているようなきがする。もっとゆったりと学ぶ必
要があるような気がする。

844 〇 〇 〇 〇 〇 とにかく余裕が必要。コマ数が増えても人が足りず現場は疲弊している

853 〇 〇 〇 〇 〇
充実していたかどうかは指導内容によって変わると思うが６時間目の子ども
たちは、元気がない。

892 〇 〇 〇 〇 〇

土曜日があるのが当たり前のときは、土曜日は、けっこうゆるりと過ごし、他の
教員とも昼ご飯を食べに行ったりして、話す機会も多かったように思います。ま
た、夏休みも、その分の休みをとれていたので、夏休みに、いろいろなことが出
来ていたように思います。今は、何につけても、余裕がないように感じられます。
きつさをすごく感じます。残念です。
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898 〇 〇 〇 〇 〇
週6日の頃は、毎日の時間数が目いっぱい入っていなかったので、ゆとりが、
時間的にも気持ちにもあったと思っています??教えることにも

901 〇 〇 〇 〇 〇 いつの時代でも学校に余裕がありません。

907 〇 〇 〇 〇 〇
学校の工夫次第で、放課後の時間は確保できるが、週の時数が、連日6時間
というのは高学年の児童にもきつい。効率は上がらない。

915 〇 〇 〇 〇 〇
放課後にのんびりと話したり、終わっていないことをさせたりとかが全くできな
くなった。

925 〇 〇 〇 〇 〇 勉強させすぎです。

929 〇 〇 〇 〇 〇
だんだん、１日の授業時間が増えて児童も教師も余裕が無くなっている感じ
がする。

953 〇 〇 〇 〇 〇 教科が増えたため、時数の融通がきかないように思います。

956 〇 〇 〇 〇 〇
6校時が増え、どんどん日々教師児童ともに忙しくなり授業の準備時間や対
話時間が減り、1時間の授業を充実させることが難しくなって来た気がします。

958 〇 〇 〇 〇 〇
週５日になっているのに時数も教科も増え、教師も子供も苦しさをましていると
思う

959 〇 〇 〇 〇 〇

標準時数のあり方のことではないかもしれませんが、いろんな子がいてやるこ
とも増えて充実しているかと言われると、毎日が精一杯で過ごしているように
思う。また、6時間は子供たちにとって学習の集中力が続く子が少ないように
思う。

961 〇 〇 〇 〇 〇 子どもも教員も生活に余裕がなくなったことを踏まえた改善が必要。

976 〇 〇 〇 〇 〇 びっちり授業が埋まっていて、学習の定着をはかる時間もなく余裕がない。

982 〇 〇 〇 〇 〇 週5日制は良いが毎日6時間で子どもたちが疲れている。

985 〇 〇 〇 〇 〇 今から、３０年前は、放課後、子どもたちと毎日遊んでいました。懐かしいです。

997 〇 〇 〇 〇 〇 最近になるに連れて、教師も子どもたちも余裕が失くなってきている。

1028 〇 〇 〇 〇 〇
５日制になったのに時数は増えて子ども達の余裕がなくなった気がします。そ
れに伴って子ども達と向き合う時間が減ってきたと思います。
問題行動が増えたことの理由の一つだと思います。

1049 〇 〇 〇 〇 〇 余裕がない

1055 〇 〇 〇 〇 〇

標準時数が増えたことにより、学校生活そのものにゆとりが無くなった。加え
て、防犯の意味から下校時刻を揃えることになり、放課後を使った活動が事実
上できなくなっている。遡って、週５日生になった時から1日あたりの時数が増
え、その後さらにその1日あたりの時数もだんだんとふえ、子どもだちは充実と
はほど遠い状態にあると言わざるを得ない。私たち教職員も教育活動に加え
て教育活動以外の業務に追われ日々多忙を極めている。自分は間もなく定年
を迎えるが、日本の教育はどこへどのように向かっているのか憂慮している。

1059 〇 〇 〇 〇 〇 忙しすぎる。ゆとりが無い。

1079 〇 〇 〇 〇 〇
現在は、子供も教師もゆとりがない。学校がとても忙しい。6日制だった頃は休
みが1日だけだったが、平日のゆとりはあったように思う。

1090 〇 〇 〇 〇 〇

土曜日があることは、大変だったが、毎日の放課後が空いていて、子どもと遊
んだり、児童会の仕事をしたり、余裕を持って教材研究していた。
今は、休憩時間まで、会議で埋め尽くされて、６時間続きで、ダラダラと授業を
こなしてる。教育の質も、新しく就職する教員の質も、そして子供の質も低下の
一途。やりがいのある創意工夫のできる職場ではなくなった。

1097 〇 〇 〇 〇 〇 直接子どもに関わる業務の割合がどんどん減ってきている。

1122 〇 〇 〇 〇 〇
一年生は、午前授業が多かった。今は、教室にいられない児童が増えている。
とにかく、みんな疲れている。

12 〇 〇 〇 〇

1日が6時間授業になると、子ども達の集中力は欠けてしまい、午後に図工や
音楽、家庭科等を入れざるを得なくなる。外国語が増えたことにより授業内容
が増え、技術系の学習をゆっくり取り組ませることができず、中途半端になり
がちである。時数とともに学習内容を精選すべきだと感じている。

34 〇 〇 〇 〇 今の時数は余裕がなく、現場は苦しい
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56 〇 〇 〇 〇
放課後の時間を活用することができなくなり、自由な教育活動に制限がもう
けられてきたと感じている．

70 〇 〇 〇 〇
時間割を組むのがとても大変でした。午後からの２時間授業が続くのは子ど
もも教員も大変です。

131 〇 〇 〇 〇

学力重視の偏重で、子どもやと教員も疲弊しているように思う。ゆとりが全くな
い。時数が増えて、指導する教科も増えている。そして、人が足りなくて、空き時
間も減り、授業以外の校務をこなす時間が、勤務時間内にとれなくなってい
る。

132 〇 〇 〇 〇
子どもは、8時から16時近くまで学校で過ごしている。6時間目など疲れて国
語などは身が入らない。

136 〇 〇 〇 〇
現在の標準時数は多すぎます。子どもたちにとっても教職員にとっても負担が
大きいです。

139 〇 〇 〇 〇 授業時数が多すぎて、低学年も午後６時間目など本当に疲れている

159 〇 〇 〇 〇
やればそれなりに身になると思いますが、子どもや職員に余裕はなくなって
いっていると思う。

162 〇 〇 〇 〇 授業時数が多すぎます！

182 〇 〇 〇 〇
標準時数というか、高学年は放課が遅く冬は家に着く頃には暗くなる。習い事
やら少年団やらもして、いつ友達と遊ぶのか…と憂いています。

183 〇 〇 〇 〇
標準時数がだんだん増えてきて、特に高学年はほぼ毎日のように6時間授業
となり、さまざまな子どもがいる中で、子どももそして教職員も余裕がなくなっ
てきていると感じる。

196 〇 〇 〇 〇

2023年に近づくほど、教育課程の授業数が詰め込みすぎていることに気が
付きました。取り入れれば子供にプラスになることはわかりますが、取り入れた
分、削ることも大切だと感じます。教員の成り手が不足しているの理由の一つ
になっていると思います。

205 〇 〇 〇 〇

教職員側の仕事量を考えると、六時間授業が終わった後、ほとんど時間が取
れず、あっという間に退勤時間になる。五時間授業が増えるとやはり業務をこ
なす時間、特に自分の場合は授業準備や保護者との連絡などに余裕をもち、
結果子どもたちにもいい影響となる。標準時数を減らす、そのためには、学習
内容の精選が不可欠だと考える。

209 〇 〇 〇 〇
行事、研修が多いだけでなく、授業時数も多いため、授業研究に時間を確保
するのがむずかしい。結局、5時以降や土日持ち帰りの仕事が増えて忙し過ぎ
る。余裕がない。

237 〇 〇 〇 〇

現在の教育課程は、コマを5日の中に強引に押し込んだ結果、子供にとっても
教員にとっても窮屈で辛いものになってしまった。昔は6日間ではあるが午前
授業もあり、子供たちのモチベーション上昇や教師の放課後時間の確保な
ど、むしろ余裕があったように感じる。早く学校が終わる日などは子供たちが
放課後に遊ぶ約束をよくしていて、コミュニケーションもよく取れていたように
思う。

242 〇 〇 〇 〇 標準時数が多すぎる。放課後の時間のゆとりがほしい。

244 〇 〇 〇 〇
時間数だけを追っても、一日にできる時間は限られています。時間だけ増やす
と、とても負担になっています。

247 〇 〇 〇 〇 昔の方が学校現場にゆとりがあったように思います。

248 〇 〇 〇 〇
昔に比べて、とても忙しい。また、がまんができない子が増えたため、負担が大
きい。午後は、算数や国語などの教科を入れても学習が進まない。

249 〇 〇 〇 〇 びっちりの6時間授業で児童も先生方もつかれている。

259 〇 〇 〇 〇 現在は詰め込みすぎです

266 〇 〇 〇 〇
放課後、子どもと話をしたり、遊んだりする時間が昔はあった。今は全くないの
で、子どもの実態がつかみにくい。

272 〇 〇 〇 〇 週27時間の時は、少し余裕をもって授業が行えていた気がする。

277 〇 〇 〇 〇 一人の教員の持ち時数が多すぎると感じている。
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295 〇 〇 〇 〇
登校する日数が減った分、他の日の時間数が増え、全体にも増えていることを
再確認した。減らせないものなのか。

296 〇 〇 〇 〇

土曜日の学校がなくなった分、夏休みが短くなっている。今年度も早いところ
では８月24日?二学期がスタートしている。平日の時数が多いため、放課後
に余裕がない。五時間の日はたいてい、放課後は終業後すぐに会議。以上の
理由から、教材研究は勤務時間外にするしかないため、残業時間は必然的に
増える。教員の余裕のなさは、子どもに悪影響を及ぼすと考える。

297 〇 〇 〇 〇 時数が多すぎることが多忙化につながっています。

300 〇 〇 〇 〇 高学年の児童でも6時間授業は負担が大きいと感じる。

308 〇 〇 〇 〇
時数が多い。教科担任制といわれても、教員の数が足りないので、苦しいと思
います。

340 〇 〇 〇 〇

昔は教育の課題に対する変化があっても少しずつ変わっていくように授業で
も試行錯誤しながら取り組めていました。今は上からあれもこれもと教材研究
が進まないままに「しなければならない」状態で降りてきていて教材研究をす
る時間の確保が難しい。会議や保護者対応、ノートやテストの丸つけなど優先
されてしまうから時間の確保が難しい。定時から残って仕事をせざるを得ない
状態になっている。時間外も働かせているのは文科省や府や市の教育委員会
です。時間数を増やして指導しなければならないことを増やして何かが減るわ
けでもないので時間数は増えるだけで子どもはもちろん教員にとっても良くな
い状態にあると思います。

341 〇 〇 〇 〇 子どもも教諭もゆとりがどんどんなくなった。

350 〇 〇 〇 〇
過密過ぎます。子どもたちが外で遊べる時間と場所をもっと作ってあげたいで
す。

352 〇 〇 〇 〇
１日あたりの時数が多い。教員の仕事は授業だけではないのに、労働時間を
無視している。

353 〇 〇 〇 〇 過密になると子どもの自由時間が無いのであまり良くないと思う

354 〇 〇 〇 〇 小学生が毎日６時間は子どもがつらそうです。

360 〇 〇 〇 〇 学年によって苦しい学年と、余裕のある学年があると感じる

363 〇 〇 〇 〇
今や、子どもたちの学校生活は、学習や委員会活動、クラブ活動などで逼迫
されています。教師も子どもたちも多忙で心のゆとりがなく何かに追われるよ
うな毎日です。

366 〇 〇 〇 〇

週５日制が始まる前は、土曜日に学校があっても、今ほど忙しいという感じは
なかった。放課後、担任と児童が他愛もないことを話したり笑い合ったりする
余裕があった。これから土曜日を復活させるというのは現実的ではないと思う
が、あの頃よりもいろいろ便利な技術が進歩しているのだからこそ、あの頃
あった余裕の時間を取り戻せるようにならないかと切に思う。週２９時間は、子
どもたちにとっての健やかな成長を脅かすことになるのではないかと思う。

369 〇 〇 〇 〇 現在の標準時数は多すぎる。内容ももっと減らすべきである。

380 〇 〇 〇 〇 子どもたちもせわしない

383 〇 〇 〇 〇
どんどん増えてばかりで、その割に学力が上がっている実感がない。今は学
校が学習の場でなく、学童保育のようになっている。下校時刻も遅く、夏休み
も短く、ただ学校で長い時間子ども達を預かっている感じになっている。

391 〇 〇 〇 〇
標準時数が多いことは子供も教員も負担が多くなるため、内容の充実を図る
には逆効果になることもあると感じました。

394 〇 〇 〇 〇

総合的な学習の時間や外国語活動、英語と学ぶべきことが増え、学校での拘
束時間が長くなって、子どもにも教員にも余裕がなくなってきている。また、時
数を確保するために休み時間も短くなっている。もう少し、遊びの時間や自由
に使える時間が必要ではないかと思う。

397 〇 〇 〇 〇
授業準備をする時間がありません。しかも複式学級で２学年分です。児童の
下校時刻の１０分後に休憩時間開始です。休憩時間は無いものと同じです。
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412 〇 〇 〇 〇
児童が登校してから下校まで、児童、教員ともに全く時間の余裕がなく、ゆっく
り話をする事もできません。

413 〇 〇 〇 〇
現状では子どもも教師も疲弊しています。学校に適応できない子どもが増え
ています。教育課程を見直し、ゆっくり、じっくり学ぶことができるようにしたい
です。

430 〇 〇 〇 〇 とにかく余裕がない。時間外業務ありきの教育課程になっている。

443 〇 〇 〇 〇 年々忙しくなっている

446 〇 〇 〇 〇 多すぎる。減らして欲しい。

453 〇 〇 〇 〇
今の子どもたちはほぼ6時間で放課後はのんびりする時間もなく、心の余裕も
ないように感じます。学習も大事だけれど、みんなと公園で遊ぶ余裕も必要な
のではないかと思うこともあります。

459 〇 〇 〇 〇
やらねばならないことがどんどん増え、こなすことに精一杯になってしまったよ
うに思います。もっと職員室で授業のこと、子どものことを話していたと思いま
す。

468 〇 〇 〇 〇

小学校はほぼ6校時で、子どもたちもついていくのに必死でした。もちろん教
師も空き時間はほぼなく（お休みしている先生の補充等も入るので）必死で
こなしているという感じです。ゆとりをもって学級経営、学習活動をしていきた
いです。

476 〇 〇 〇 〇 多すぎる

512 〇 〇 〇 〇

今年の夏は特に暑く、午後の学習活動が難しいくらいでした。(本当は午前中
も)子どもたちも教員も、暑さで参っていました。そのような時にすぐに午前授
業にしたり、学級閉鎖などがあっても心配のないくらいの必要時数、及び学習
内容であれば良いのではと思います。

565 〇 〇 〇 〇
土曜日がなくなった分平日の授業が詰め込みになり、子どもも教員も疲弊し
ている

572 〇 〇 〇 〇 ゆとりがある時の方が、自由がききました

590 〇 〇 〇 〇 授業が詰まりすぎて、持病の通院に行きにくいです。

628 〇 〇 〇 〇
児童のための時数になっていない。時の政権のエゴによって勝手に変えられ
ている。

636 〇 〇 〇 〇
授業時数を増やせば学力が上がるという考えがあるのだと思いますが、そん
な単純なことではないと思います。

644 〇 〇 〇 〇
標準時数が多いため、子どもたちへの平日の負担がかなり大きくなっている。
ゆっくり過ごす余裕が足りない。

650 〇 〇 〇 〇 とにかく今は全く余裕がなく、教材研究の時間が取れない。

681 〇 〇 〇 〇

このアンケート内容について疑問を感じます。何をもって充実していた、合って
いたとするのでしょうか。近年の授業数でも高学年の子どもたちは体力的に
は授業を受けられますが放課後に友達と遊ぶ時間はほぼありません。低学年
では六時間目に机に突っ伏している子もチラホラいます。下校後に保護者が
在宅していない家がとても増えて、放課後の過ごし方が子供の世界ではなく
大人の監視下でしか遊べなくなって、子供が大人のルールにずっと縛られて
いるような気がします。

689 〇 〇 〇 〇
１日の時数が多すぎて、放課後の余裕がないのがつらいです。もっと時数を減
らしてほしい。何でもいいから放課後の時間を確保してほしい！！

695 〇 〇 〇 〇 子どもも教員も忙し過ぎる

706 〇 〇 〇 〇 子どもが大変そうだなと感じています。

711 〇 〇 〇 〇
時数ありきの学校生活に息苦しさを感じます。学校にはもっと大切な役割があ
るのでは、といつも思います。
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716 〇 〇 〇 〇

時数が増えるにつれて、気持ちの余裕がなく、授業準備、教員間での打ち合
わせや相談する時間が減った。子どもも同じように、詰め込まれている。また、
インフルエンザ等学級閉鎖や休校を見越して標準時数より時数をふやしてい
る。それでも学年が上がるほどに、教科書の内容が終わらない場合もあるの
は、前述したように、相談したり授業準備したりできず、バタバタ当座しのぎに
なってるからだと思う。子どもに申し訳ないと思うくらい、準備できないことが
ある。

736 〇 〇 〇 〇 学校以外の、子どもの時間をもう少し充実させてあげたほうがいい。

755 〇 〇 〇 〇
毎日、6時間は子どもも教師も疲弊します。もっと家庭や地域に子どもを返して
ほしい

773 〇 〇 〇 〇 近年、時数が多く、ゆとりがなくなっている

782 〇 〇 〇 〇 だんだん時数が増えて窮屈、多忙感に苛まれている。

784 〇 〇 〇 〇 放課後の子どもと接する時間の確保を何とかしようとしていた。

786 〇 〇 〇 〇
標準時数がこれほどまでに増えていたことを自覚しないままに、振り回されて
いたことを数年前に気づき、目を向けるべきところを見ていなかったことに情
けなく思いました。

801 〇 〇 〇 〇 現在のコマ数は多すぎです。

809 〇 〇 〇 〇
週の時数がいっぱいいっぱいです。子どもにも負担が大きく、余裕がありませ
ん。

816 〇 〇 〇 〇
時数がびっしり詰まりすぎていて、子供の学校生活にゆとりがないため、子ど
もとのコミュニケーションを取れない。

834 〇 〇 〇 〇

コマ数が多すぎる。児童も教師も負担。以前のように週に何回か5限の日が
あってほしい。会議する時間を確保したい。低学年で6限まで授業は集中力が
続かない。教員同士のコミュニケーションが昔はもっとあった。今は同僚性が
生まれる状況ではない。

843 〇 〇 〇 〇 詰め込みすぎ。余裕がありません。

863 〇 〇 〇 〇 特に高学年は、ほぼ毎日６時間授業で、教員も児童もゆとりがないと感じる、

872 〇 〇 〇 〇
以前より子どもが忙しくなったと感じます。放課後に友達と遊ぶ機会が減りま
した。放課後にほぼ時間がないこと、習い事が増えたこと、週休二日になり土
曜は家族と過ごしていることなどが影響しているのかなと考えています。

882 〇 〇 〇 〇
標準時数が多いと感じます。もう少しゆとりのある教育がしたいです。毎日朝
からびっちり6時間はきついと感じます。

884 〇 〇 〇 〇
同じ学年で見ると、時数がどんどん増えていったことに気づいた。子どもたち
は、6時間ばかりできついと思いました。

905 〇 〇 〇 〇
子どもの放課後の自由な時間が減ってしまい、子どもも疲れているように感じ
る。遊び時間が少なく、余裕なく生活しているように見える。

917 〇 〇 〇 〇
学校の標準時数に合わせて子どもたちの生活も変化していると思います。放
課後に遊ぶ時間が減り、土日も習い事等で遊ぶ時間や人との関わりが希薄
になってきているように思います。

947 〇 〇 〇 〇 段々と苦しくなってきています。

965 〇 〇 〇 〇 授業だけで時数が切り取られる感が否めない。子どもも教師も追われている。

969 〇 〇 〇 〇 多いです。

972 〇 〇 〇 〇 年々、仕事に追われる理由の一つだと思いました。

975 〇 〇 〇 〇 放課後の時間がありません

990 〇 〇 〇 〇
平日の授業時数が多い、子どもたちに余裕がなく疲れ切っている。加えて、教
員も子どもたちが帰ってからの時間が限られていて、定時に帰れない

1007 〇 〇 〇 〇
色々な科目が次々に入り、その度に授業時数が増え、子どもに余裕がなくなっ
ていった気がする。

1023 〇 〇 〇 〇
時数が多すぎる。それ以外のやることも多いので、子供も教員も疲弊してい
る。
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1026 〇 〇 〇 〇
現在の学校は平日が忙しく、授業準備に時間もかけられません。昔の方がの
んびりしていたと感じます。

1030 〇 〇 〇 〇 標準時数が多いと、子供も教員もとても窮屈な感じがする。

1033 〇 〇 〇 〇 子どもも大人も忙しそう

1048 〇 〇 〇 〇
授業時数が多く子どもたちが疲弊しているように感じる。6時間目は、集中力
もなく形だけの学習になりがちだと思う。

1052 〇 〇 〇 〇 詰め込みすぎ。選択と効率化が必須。

1063 〇 〇 〇 〇
6時間授業が増えて、子どもたちの負担は大きいと思います。子どもたちの好
きな図工や音楽、クラブなどが減ったのはどうかと思います。

1072 〇 〇 〇 〇 時数の足し算ばかりでは、子どもが疲弊します。

1074 〇 〇 〇 〇
時数をこなすことが何よりも大切にされていた印象です。それを五日間につめ
こむので、学校に余裕がなくなった。教員のしんどさが子どもに出てしまってい
た。できる子、いわゆるよい子ではない子どもたちがしんどくなったと思う。

1077 〇 〇 〇 〇
時数が多すぎて、児童も教員も余裕がない。休み時間や放課後も時間がな
い。

1087 〇 〇 〇 〇 土曜日があった時の方が、ゆとりがあったように感じる。

1089 〇 〇 〇 〇
時数が多すぎ充実できるほど準備ができない。お互いに気持ちや体力的な
余裕がない。

1103 〇 〇 〇 〇 午後は集中できず効率が悪いです。

1109 〇 〇 〇 〇

児童の放課後の時間がほぼなくなった。昔は欠席して学習が遅れた子や、授
業中に理解できなかった子を居残り勉強させることができたが、今は授業が
終わると下校時刻になってしまう。その分、休み時間を使うしかない。放課後
に、のんびりと子どもたちと他愛のない話をして、ゆったり過ごす余裕はない。

1115 〇 〇 〇 〇
週末の午後の授業は、子ども達が疲れていたと思います。下校後に遊ぶ時間
が短いと言っている事もありました。

1117 〇 〇 〇 〇 高学年が常に6時間授業というのは、大変無理がある

1125 〇 〇 〇 〇

平日6時間びっちり。これに加え、塾、習い事、学校からは毎日宿題が科され、
子どもたちは疲弊している。現場の教員は、勤務時間と放課後の時間の関係
を見ると教材研究の時間が十分ではなく、時間外労働や持ち帰りの業務(教
材研究が中心)が過多となり、疲弊している。正に負のスパイラル。

1134 〇 〇 〇 〇 多すぎる

1135 〇 〇 〇 〇
忙しすぎて、自由に活動できる時間が少なかった。余裕が時間的にも心も体
もないと、教育は貧弱になります。

16 〇 〇 〇

外国語活動が導入されて以降、やることがとにかく多すぎて、教員も子どももゆとりの

ない生活になってしまった。週に空き時間がほとんどないことによって、教材研究が十

分できず、単元をこなすので精一杯。塾や英会話教室に通える子と何も習い事をでき

ない子との間で、分断が起き、教育格差がどんどん広がってしまったように感じる。放

課後、子どもたちが遊ぶ姿は、十五年前と比べて減り、体力づくりやコミュニケーション

能力も心配。小学校では、専科によって担任の空き時間があっても、支援が必要な児

童がいれば、純粋な空き時間にはならない。音楽会前は、音楽の空き時間は0になる。

外国語も五六年は、週に2時間やるが、外国語専科やＡLTは週に1時間しか来ない学

校もあり、担任が教材研究をしたり外国語専科と連絡を取り合う必要があって、負担

に学校差がある。以前、5時間で子どもたちを帰して、会議が入らなかった日は、職員

も、定時で帰った人が多いことに気がついた。そもそも、教える内容を精選しないと根

本的な解決にならない。もう、工夫のしようがないところまで来ている気がする。

32 〇 〇 〇
やるべき事に追われ、心の余裕がなくなっている気がする。増やすばかりでな
く、いらないものは削っていくべき

40 〇 〇 〇
子どもが勉強ばかりでしんどそう。もっとゆったりとした時間を過ごしていいの
ではないかと思う。

41 〇 〇 〇
子どもたちが疲弊しているようです。学校で教えることと社会教育等でまかな
うことを分けてほしいと思います。
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48 〇 〇 〇

標準時数が増えることで、子どもの負担が大きくなっています。特に、特性のあ
る子どもが増えてきている中で、そうした子どもにとっての負担感が大きくなっ
ているように感じます。また、教職員にとっても、標準時数に追われ、学校現場
に余裕が無くなり、学校現場の多忙化(多忙感)に拍車をかけています。

65 〇 〇 〇
27コマのときほど、放課後にゆとりがあった。会議も少なかったように思う。ま
た、集団下校もなく、放課後に子どもを残して、向き合う時間があったように思
う。そんなことが今はできない。

73 〇 〇 〇 子どもも教師も余裕が少ない気がします。

84 〇 〇 〇 外国に比べて1日あたりの時間数が多く、ゆとりがない気がします。

86 〇 〇 〇

新任の頃の指導要領の時数に対する回答はやや曖昧です。自身に規準がなかったの

で印象で回答しています。ただ、現場で先輩方を中心に新しい指導要領の時数に対し

てどのように現場で運用するのか、議論になっていたことはよく覚えています。しかし、そ

の議論の内容は「どう教えていくのか。」よりも「どう時間割を組むのか。」や「他の行

事や諸々の現場の都合とどう折り合いをつけるのか。」だったと記憶しています。「なに

を子どもたちに学んでほしいのか、どう教えたいのか、なにを伝えたいのか。」といった

子どもたち中心の議論ではなかったと感じています。個人の感想ですが、各種行事な

どの大きなとりくみがやりにくくなってきているように感じます。時間割上の制限やコロ

ナ対応など、細かい条件が多々ある中で折り合いをつけながら大きなとりくみを行うこ

とのハードルの高さを感じています。最近、同僚の２０代の先生や教職経験年数が比

較的浅い先生方と話していて「もっと子どもたちと遊びたい。」や「もっと放課後子ども

たちを残して学習させたい。学校を子どもたちの居場所にしたい。」という話がでてきま

す。安全面や教職員の働き方として捉えると是非がある話ではありますが、「その余裕

もないよなあ。」というのが私の感想です。

101 〇 〇 〇

普段忙しさを理由に子どもの生活や時数の多さからのせわしなさなど、考え
てきませんでした。改めて比較してみると、今の時数が多いかを実感します。そ
して、そういえば子どもたちは六時間目には疲弊しているし、放課後に遊ぶ時
間がないなあと思いました。

121 〇 〇 〇 標準時数が増えるとかなり色んな意味で余裕がなくなる。

122 〇 〇 〇 下校の問題や、勤務の問題など、大変でした

137 〇 〇 〇
標準時数が増えれば増えるほど子どもたちの余裕がなくなり、多忙感が増し
ている感じがします。ゆとりの中で豊かな教育活動ができるようにしたいです。

148 〇 〇 〇 今の時数は、子供も大人も窮屈である。

155 〇 〇 〇 今は、子どもも教員も忙しい。

156 〇 〇 〇 多すぎる。学習内容も多すぎる。

160 〇 〇 〇
時数が多くなることで、子どもたちの心身の負担も大きくなっているように感じ
る。放課後も塾やスポーツなどの習い事、宿題とゆっくりする時間も取れなく
なってきている。

161 〇 〇 〇 余裕がなさ過ぎる

166 〇 〇 〇 授業時間が、多すぎる。

172 〇 〇 〇 時数が増えて、子どもも教員も多忙化しています。

173 〇 〇 〇 忙しすぎます

179 〇 〇 〇 授業時間数が多くなると、子どももおとなも余裕がなくなると感じます。

189 〇 〇 〇

現在、コロナ禍の休み以降、特に、子どもたちの集中力は、午後までもたなく
なってきているように感じている。また、教員の空き時間も減っている。子どもた
ちが主体的に学習できるように、授業の工夫も必要であるので、どうにかして
ほしいと感じている。

198 〇 〇 〇
今はゆとりゆとりと言っていた割に、詰め詰めになっているのだなと思いまし
た。その分、休日が多かったり、長期休暇が多いのでしょうか。これからどこへ
向かっていくのか不安でしかありません。

199 〇 〇 〇
色々なことを学ぶのは大切だと思うが、放課後や習い事の忙しさにこどもたち
は疲れている気がします。のびのび学ぶことから遠ざかっていて、寂しく思いま
す。
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202 〇 〇 〇
以前に比べると、時数が増えることによって、子どもも教師も忙しくなったと思
う。

208 〇 〇 〇 学校で過ごす時間が長くなり、宿題や習い事との両立が難しそうだと感じだ。

222 〇 〇 〇 授業時数が多すぎる。

238 〇 〇 〇
時数や学習内容がどんどん増え、児童にとっては負担が大きくなるばかりと感
じています。

245 〇 〇 〇
今の現場は、とにかく担任の持ち時数が多すぎると感じます。教員の数は全然
足りていないので、時数も昔のように、減らしていくべきだと感じます。

246 〇 〇 〇 今の教育課程は余裕がなく、先生も児童も疲れる。

257 〇 〇 〇 日々子どもたちの負担が増えていると感じる。

260 〇 〇 〇
授業時数が多く、子どもたちも教師も日々の生活をこなすのに疲れてしまって
いました。もう少し、余裕のある学習計画が立てられるようにしてほしいです。

262 〇 〇 〇
時数ばかりに追われて、本当に子どもと向き合って考えさせることが少なく
なっている。

263 〇 〇 〇
授業時数を増やしても教員の教材研究や心の余裕がないと、効果的な授業
は行えない。放課後の余裕は教員にとっても子どもにとっても必要。子どもも
習い事などの時間調整などで、今は忙しそう。

274 〇 〇 〇

発展途上国では、授業時数が多ければ多いほど学力水準が高く、先進国で
は高い学力水準を保持している国の授業時数は少なめの傾向であったとい
う調査結果を見たことがあります。日本は、授業時数を増やせば学力が伸び
ると思っているのかと疑問に思います。

281 〇 〇 〇 昔より今の方が忙しさを感じるし、余裕がないように感じる。

288 〇 〇 〇 いろんなことが増えたが、何も減らないので、先生も児童も疲弊している。

317 〇 〇 〇
時数は増えているが、子供たちには負担が大きいように感じる。やらねばなら
ぬことも多く、子供がゆっくりと学びに向かう時間はない。

319 〇 〇 〇
図表を見て改めて標準時数の変遷に触れ、子どもたちの生きにくさを感じた。
こどもはもちろん、先生方も忙しすぎる。ゆとりが全くない。

321 〇 〇 〇
標準時数が少ないと、教職員に余裕が生まれ、子ども達との関わる時間が多
かったように感じる。今は授業に追われ、子ども達の活動を見取ることができ
ていないように感じる。

325 〇 〇 〇 時数が多い

338 〇 〇 〇
時数が多い。あれこれ詰め込もうとしすぎている。児童たちの実態に合ってい
ない。時数を減らして、効率的に学習できるようにした方がいい。

342 〇 〇 〇

現在の学校は、子どもも教員も忙しなさを感じることが多く、全体として余裕
がない。余裕がないために、さまざまな場面で問題が起きているように感じる。
生徒指導が増えたり、保護者対応が増えたり…。週5で全て六時間の授業で
は、子どもたちが復習したり、家庭でフィードバックしたりすることができないよ
うに感じる。以前はそういう場もあったろうに…。

358 〇 〇 〇 現在の時数では、子供も教師も疲弊している。

362 〇 〇 〇 生徒も先生も時間に終われ、ゆとりがない。

368 〇 〇 〇 時数が多すぎる。子どもも教員も時数に追われて、余裕がない。

396 〇 〇 〇
苦手なところの復習をしたり、子どもたちにあった授業をするのに、時数が多く
ても内容が多岐にわたるため、結局授業に終われてしまう傾向にある。もっと
ゆとりのある内容と無理のない時数で、子供たちに丁寧に授業をしたい。

415 〇 〇 〇

放課後の時間がどんどんなくなっている気がします。教員同士の打合せや情
報の交換、教材研究の時間がないことは、ダイナミックな活動ができないと感
じます。たくさん体験をさせてあげたいと思いながら、いつも教室で授業になっ
てしまっていると思っています。

437 〇 〇 〇
時数を増やせば、児童はしっかり学習できる。しかし、準備がとても大変にな
る。
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441 〇 〇 〇 時数が多すぎて子どもも大人も余裕がない

445 〇 〇 〇 週６時間が続くのは、児童にとって負担に感じると思う。

448 〇 〇 〇 時数が多くなり、毎日６時間は児童の負担が大きいと思います。

450 〇 〇 〇
授業時数が年々増えて、6時間目に5教科の授業が行われることが多くなった
が、子どもの集中力が持たず、6時間授業を増やしたからと言ってしっかり学
力が身についたとは言えない。

454 〇 〇 〇 子どもも大人もつかれがひどい。時間を増やせばいいとは思わない。

456 〇 〇 〇 今の時数は多過ぎだと感じます。

458 〇 〇 〇 子どもにも教師にも、時間的余裕がない。

460 〇 〇 〇

小学校では、198９年時の６年間の標準時数（5785時間）と、現在が同じと
いうことに驚いた。週６日制と同じ量を週５日でやっている。ぎゅっと詰め込む
ことは、子どもにとっても教員にとっても如何なものかと思う。実感として、子ど
もが放課後に遊ぶ約束をする風景は少なくなったように感じる。

472 〇 〇 〇 多すぎます。

473 〇 〇 〇 とにかく日々の学習に追われ、疲弊している。

482 〇 〇 〇
単純に多すぎる。1番困ってるのはこども。余裕がなく、疲れている。疲れすぎて
知識も身につかない。

509 〇 〇 〇 教員の数が減っているのに時数が増え、現場の負担はどんどん増えている。

516 〇 〇 〇
外国語など、何か入るたびに、時数が増えていくので、教師の前に子供の負
担も大きくなっている、と感じました。

529 〇 〇 〇

授業時数確保のため、休み時間の短縮をしたり、モジュールを導入したりする
工夫があった。しかし、子どもたちの生活にゆとりがなくなったように感じる。ま
た、教員側にも、多忙化に拍車がかかったように感じる。特に、4年生以上、特
段高学年は、週あたりの担当時数が多く、教科数も増えるため、職員の中で
は、やりたがらない傾向がある。また、子育て世代、問題を抱えた教員は、高学
年にはならず、高学年のメンバーが固定化している。そのため、一部の教員に
負担が偏っているように感じる。高学年も、毎日5コマで良いのであれば、多
少負担感が減るように感じる。もちろん、教科担任を実施したり、専科を導入し
たりするなど工夫はしているが、やはり子どもが抱える問題が多岐に渡り、対
応が複雑化しているので、その分職員間の話し合いも多い。そのため、放課後
の時間確保が望まれる。

535 〇 〇 〇 時数が多ければ、いいということでもないのかなと感じます。

536 〇 〇 〇

10年ごとに週の標準時数が1時間上がっていたのには、驚いた。2010年度
の標準時数でも、子どもたちの学習は充実していたといえる。むしろ、2023年
度は子どもの学習は充実しているが、教職員の教材研究の時間は充実してい
るとは言えない。放課後の時間ほど、教材研究に使える大切な時間はない。
年々、教職員を苦しめているように思える。なんとか、打開できないか。

543 〇 〇 〇

びっしり詰めすぎていて、教員にも子どもにもゆとりなどなく、ひたすらやらざる
を得ないことをやり続けるという毎日です。時数にゆとりがあれば、子どもや地
域の実態に合わせた教育活動ができるのにといつも歯痒い思いをしていま
す。

548 〇 〇 〇 もっと減らしてほしい

557 〇 〇 〇 29時間は、多すぎると思う。低学年も6時間目までになり、大変だった。

559 〇 〇 〇
働き方改革に逆行しているかと思います。もっと教員にも子どもたちにも余剰
が欲しいです。

587 〇 〇 〇 授業時数が多いと感じる。子ども達にも教員にも余裕がない。

595 〇 〇 〇
時数多すぎて子どもかわいそう。どんどん授業進めていかないと終わらないた
め、つまずいた子を助けきれないこともある。

603 〇 〇 〇
時数が多ければ、子供に学びがあるかといえばそうでもないし、今と20年前
では学校の在り方も変化しているので、純粋に比べられませんが、昔の方が、
学芸会や全校遊びなど子供の楽しい学びがあったかなと。
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630 〇 〇 〇 多すぎると感じています。

646 〇 〇 〇 現在の標準時数では、子どもも教師も時間のゆとりがない。

647 〇 〇 〇
時数が増え、内容が増え、子どもと向き合う時間がへり、放課後に補充、子ど
もと向き合いながら、生活を良くしていく時間がなくなった分、充実した授業か
ら遠ざかっている気がする。

649 〇 〇 〇

標準時数が増え、余裕時数がなくなったことで、補充指導を行ったり、子ども
たちとおしゃべりをする放課後の時間やお楽しみ会等を企画するような時間
がもてなくなった。現在の教育課程では、すべての子どもたちに十分な学びを
ほしょうできない。子どもにとっても教職員にとっても、もっとゆとりある学校教
育であるべきだ。

657 〇 〇 〇 時数が増え、教員の負担が大きくなってきている。

665 〇 〇 〇
多すぎて、子供も教員も忙しすぎる。新しいものがどんどん追加され、ものすご
くしんどい。

666 〇 〇 〇

毎年、教務主任がこのことについては頭を悩ませて、子どもの学びの保障と職
員の労働時間とのバランスに苦慮しています。個人的には、今日の子どもたち
の生活リズムも考慮すべきことと考えています。結果的に学校にいる時間が長
くなっていく一方で様々な選択肢が出てきており、夜遅くまで習い事をしてい
て、活力不足な子どもも見られます。そのような中、学校で学ぶべきだからと
年々時数が増えてきている現実をきちんと見つめてあげてほしいとも思いま
す。

677 〇 〇 〇
子どもにとっては今の時数は負担が多く、特に午後の授業で集中を保つのは
難しい様子である。また、支援を要する児童が多く、今の時数では指導内容が
指導しきれない。ゆとりあり、じっくり指導できる環境が必要であると感じる。

679 〇 〇 〇

時数が多ければ学力が伸びるというものではない。一斉指導型の授業形態
から脱し、生きる力や生き抜く力を育てる、学び方を学ぶ学び手主体の学習を
進められるようにしていかなければ、いくら時間をかけても生きる力は育たな
いと思う。

690 〇 〇 〇

高学年でも５校時が２日あった時は、教員の放課後の時間は今よりも余裕が
あった。高学年の６校時が多くなればなるほど、児童が帰って職員室に戻るの
は４時。それから会議や教材研究をしていると、どうやっても５時には帰宅でき
ない。また、児童も毎日６時間だと、放課後、友達と遊ぶ時間もなく疲れてし
まっている。児童にとっても教員にとっても、オーバーカリキュラムではないかと
感じる。

698 〇 〇 〇
やらなくてはいけないことが多すぎてゆとりがない。予備時数をとる6時間が
おおくなる。だから事務時間がその後になり、退勤が遅くなる。悪循環である。

712 〇 〇 〇

現状、学校外にも子供の居場所はたくさんあるように感じています。例えば、習
い事・塾・こどもセンター等です。子供たちは、そのうな場所で自ら学びたいと
思ったことを学び、一緒にいたいと思う人たちと過ごしています。現行の標準
時数のあり方では、そのような子供たちの自主的で創造的な時間が奪われて
いるように感じています。さらに、友達と遊ぶ時間や地域の大人と関わる時間
も奪われ、ソーシャルスキルや地域への所属感が下がってきているように思い
ます。

732 〇 〇 〇 今は時数が多いです。子どもも教師も疲れてます。

742 〇 〇 〇
子どもたちはいそがしすぎます。授業時数が多すぎるので、疲れてしまっていま
す。学校でいろいろなことを背負う時代ではないと思うので、地域や家庭に返
していく時代ではないでしょうか。

743 〇 〇 〇

授業時数がどんどん増えて、子どもたちも教職員も余裕がなくなっているよう
な気がします。チームで子どもたちを育てるために、もう少しゆとりある時数に
編成してもらい、教職員同士が子どものこと、教材のことについて話ができる
時間を確保したいと思います。
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744 〇 〇 〇
昔は、学習外の遠足なども充実していた。（学習にも余裕があった気がする。）
今は、放課後の時間も無く、高学年の子ども達は、窮屈そうで可哀想。もっと伸
び伸びと学校生活を楽しませたい。

748 〇 〇 〇 放課後の時間がなさすぎて、子どもたちは習い事や宿題に追われている。

752 〇 〇 〇 忙しいことは否めない。

758 〇 〇 〇 時数が多すぎることなく、余裕のある実施をもとめます。

761 〇 〇 〇
子どもが忙しすぎる。午前中授業したら、午後から遊ぶべき。自殺する原因の
一つは、忙しすぎて余裕がないからかも？

769 〇 〇 〇 余裕がない

789 〇 〇 〇 毎日6時間授業となり、放課後の時間が減った。

791 〇 〇 〇 高学年がきつい。多い。

792 〇 〇 〇 常に時数があり過ぎて子どもにも教師にもゆとりは生まれてない

795 〇 〇 〇

現在教員になって25年ほどですが、新採当時は、教育課程はあまり無理のな
かったものであったと記憶しています。いつからか、ぎゅうぎゅう詰めの毎日
で、子どもも教員もともに疲弊しているのを感じます。もっと余裕のある教育課
程で、じっくりと指導出来たら…と感じます。

796 〇 〇 〇 時数が多すぎる（指導内容が多すぎる）と思う

802 〇 〇 〇 時数の多さ、教科数の多さにより、児童が多忙感を持っていると感じた。

804 〇 〇 〇 子どもたちがどんどん疲弊していっている

808 〇 〇 〇
時数は多いと思う。もう少しゆとりがあった方が子どもにとっても教員にとって
も心の余裕が生まれると思う。

814 〇 〇 〇
標準時数自体が多く、年々教員も児童も疲弊しています。特に冬場の高学年
は15時半に下校、帰宅時刻は16時半と遊ぶ暇すらありません。人間関係作
りにも影響が出ています。

819 〇 〇 〇 標準時数が増えている事が、多忙化の1番の理由だと思います。

825 〇 〇 〇 多いため、児童も教師も多忙です。

842 〇 〇 〇

子どもたちに毎日６時間は負担が大きい。放課後の子どもの世界から学ぶも
のがたくさあんあるはず（自分で時間の使い方を決める、友だちとの関わり
等）。もっと子どもたちに放課後の自由時間を増やしてあげることが、子どもの
自主性や協調性を育てることにつながると感じている。

850 〇 〇 〇 時間数が多ければ学習は充実するが、子どもたちは疲れてしまう。

855 〇 〇 〇
外国語週に2時間になってからさらに週の時間割が圧迫されてしまい、時数
管理に余裕がなくなっている．

856 〇 〇 〇
授業時数がどんどん増えて、仕事余裕がなくなっていくのを肌で感じてきまし
た。

858 〇 〇 〇 ギリギリで毎年標準時数をクリアしています。大変です

865 〇 〇 〇 多すぎで、詰め込みすぎてる

867 〇 〇 〇

特別な教科の道徳や、外国語科が増えたことで、余裕のある時間設定で授業
ができず、じっくりと考えたり、友達とやりとりしたりする時間が減っていると思
います。また、教員の仕事負担は増加して、授業の質を下げざるを得ない状況
もあると思います。

873 〇 〇 〇 時数が多すぎて、子どもも教員もヘトヘトです

883 〇 〇 〇
子供の忍耐力がおちているのに、カリキュラムの時数が増えていて、子供は学
習意欲がさらに落ちてきている。

897 〇 〇 〇 時数が多すぎる。子供も大人もクタクタです。

903 〇 〇 〇
時数が多すぎて、子供にとって負担だと感じます。外国語、総合、道徳などやる
ことが増え、本当に大変だと思います。一つ一つのことをもっと丁寧に行うこと
が大事だと感じます。

911 〇 〇 〇
子どもたちだけでなく教員にも、時間も気持ちも余裕のない生活が続いてる
感じがする。習い事が多いのに、毎日遅くまで学校にいるようで。
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921 〇 〇 〇

僕が働き始めた2005年の時点で、教材研究等の授業準備〔時間〕はあまり
なく、多くは定時以降の残業でした。にも関わらず、そこからぐんぐんと授業時
数が増え、今では1週間の中でそこに割ける時間はほとんどありません。学び
の質の低下、子どもの放課後の時間の減少は、子どもの成長にとって大きな
マイナス要因になっていると思います。

934 〇 〇 〇
現在の標準時数では、子どもの疲労が大きく、精神的にも肉体的にも万全の
コンディションで学習に臨めない児童が多い。

936 〇 〇 〇 多すぎる

951 〇 〇 〇

経験年数が若かったときは、時数が多くても、熱意で取り組めた。また、残業も
気にしていなかった。年齢が上がるに連れて、家庭や自分の時間を考えた際
に、標準時数以上に組んでいることで放課後に余剰が多く、しんどい。時代が
後ろになるほど、子どもが習い事などで土日や週末が忙しく、週明けの月曜
日や火曜日が授業に集中できない子どもが増えている。六時間授業を減らさ
ないと体力が回復しきれない児童（集中できない児童）がいるのは事実で
す。

971 〇 〇 〇 週あたりの時数が多い

980 〇 〇 〇
教職員の仕事の実態とは合っていません。教材研究の時間が確保されていな
くて大変です。児童の問題に当たる時間もあり、子供も教職員も余裕がない
です。

986 〇 〇 〇
教員の準備時間が無く、子供の充実した学習につながらない。子供も特活行
事など、学校生活についてじっくり考える時間が無いと感じる。

991 〇 〇 〇
小学生の下校時刻は、15時半を過ぎる日が多いのが現状です。日々の学校
生活に疲れを感じている子が多くいるように感じます。心身ともにゆとりのある
子ども時代を過ごせるといいなと思います。

992 〇 〇 〇
時数が増えることで授業準備する時間が減った。勤務時間内に準備ができな
いので、いい学習とは言い難い。専科教員がいない学校や学年は児童に皺
寄せがいっている。

1038 〇 〇 〇 時数が多すぎる

1050 〇 〇 〇
多すぎです。じっくりゆっくり学ぼうにも時間もゆとりもない。科目が多すぎて子
どもも大人も疲弊している

1054 〇 〇 〇 時数が多すぎて子どもにゆとりがない

1061 〇 〇 〇 教えることが多すぎる。

1071 〇 〇 〇
標準時数を守られていないことでなく、テストや地域の行事などもあり、標準
時数自体が多い。

1073 〇 〇 〇

以前高学年を持ったときは、話合い活動やイベントにかける時間があり、楽し
んで生活していました。しかし、最近の高学年では、学習内容も多く、しばりも
多かったため、教員も子供も余裕がなく、ぎすぎすしています。下校時刻も遅く
なったうえに、習い事もたくさんしている子が多いため、毎日疲れて学校に来
ます。学校より家がいいと言われ、悲しいです。

1078 〇 〇 〇 ３年生でも6時間授業が多く、子どもの集中が追いつかないときもある。

1085 〇 〇 〇 時間が多いからといって充実するわけではない

1110 〇 〇 〇 時数が多くて余裕なし。

21 〇 〇
時間的な余裕があまりなく、学習の苦手な児童の補充や、体験させたり、学ん
だことを応用させる時間がとりにくくなっていると感じています。

35 〇 〇 6校時はこちらもきつい。双方にいい影響は無い。

36 〇 〇
授業時数が増えていくことで学習に追われて子どもと関わる時間は短くなら
ざるを得ないことは感じます。

45 〇 〇 現場に余裕がない。時間的なゆとりが欲しい

82 〇 〇 時数が多すぎます。時間割も複雑になります。
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87 〇 〇

複式の学校なので、標準時数に合わせた時間割を組むのが大変です。現在、
様々な事情により、教員が、1人減の状態で、二学期に向けた、時間割編成に
課題があります。「カリキュラムオーバーロード」、子どもへの影響も含めて、教
員への過度な負担は、やはり、じわじわと影響されているように感じます。

112 〇 〇
時数が多すぎて、6時間まである日が多く、子どもは疲れている様子である。
家庭環境の変化も合わさって、疲弊した児童の様子が散見される。教師の多
忙感から個に応じた対応ができていない。

118 〇 〇 ゆとりがない。今年は3年も、水曜以外6限で大変そうです。

124 〇 〇
ゆとりある教育をするために、時数にもゆとりがほしい。
外国語や総合、道徳などのビルド＆ビルドをやめ、やめること、削減できること
を検討していく必要があると思う。

133 〇 〇
時数が多く研修の時間も十分に取れないまま、外国語や総合、プログラミング
などが始まり、教師の負担が大きかった。

138 〇 〇 子どもの余裕もなく、教員の放課後などの時間も余裕もないようだと感じた。

141 〇 〇 もう少しゆとりを持たせても良いと思う。

142 〇 〇
道徳や外国語の教科化によって、授業時数が増えていく一方で、減っていくも
のはあまりないので、教員の負担が増えているように感じている。

143 〇 〇 年々増え続けて子どもたちの心のゆとりがなくなってきている。

144 〇 〇
時数がこれだけ多くなっているからこそ，今の忙しさがあるのかなと思ってしま
いました。どうしたらいいのか，不安になりました。

150 〇 〇
もう少し授業時数に余裕があると子どもたちの活動にも余裕が出てきて、充
実したものになると思います

152 〇 〇

子どもも教師もかつかつで以前ほど学習の補充ができる時間がない。学習
の基礎をきちんとつけさせたいのですが、放課後はすぐに帰す、休み時間は委
員会活動や行事のこと、さらに個別で指導したい人数が多い…。自分の思考
も変えているところです。

169 〇 〇
過去のほうが今よりも少しだけゆとりがあり、教師も子供も時間に追われてい
なかった気がする。

213 〇 〇

今の時間割は、教師も子どもも、疲弊するしかないものになっています。5、6時
間目は、集中力も低下し、授業をしても効果があるのか疑問です。最近の子ど
もたちは、放課後の習い事も多く、友だちと遊ぶ時間すら無い子が多いです。
教師も子どもたちも、ワークライフバランスを考え直さなければならないと思い
ます。

214 〇 〇 多忙だった。

219 〇 〇 6時間授業は子どもが集中できなく、時間がもったいない気がします

270 〇 〇

高学年は毎日6時間の授業。週の後半になれば疲れが溜まり午後の授業に
は集中できなかったり、特性のある子どもは参加できなかったりした。午後は
職員の出張も重なることが多く、入教ができなくなったり担任以外の職員に負
担がいったりし、空き時間がなくなることもよくある。体育館の状況により午後
の体育授業では、事情により参加できない子どもがおり、年度途中で大きく校
時表を変えざるを得なくなった。職員も疲れ果て、子どもたちにとって充実した
授業、活動になっているか常に疑問に思っている。

285 〇 〇
時数が多く、子どもとゆっくり話したりじっくり楽しい取り組みをする時間が少
なかった。コロナ禍の3ヶ月休校になった年でも、学習内容はなんとか修了で
きたので、もう少しゆとりのある時間割を組みたい

286 〇 〇 小学生なのに授業が多すぎる。

302 〇 〇 時数が多すぎる。定時に終わるわけがない。

303 〇 〇 標準時数が多いように感じる。

307 〇 〇 勤務時間に見合う標準時数ではないと思います。

314 〇 〇 6時間目は10歳以下には辛い。
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316 〇 〇
週のコマ数が増えても、午後の授業が増えるだけ。午後は学習効率も悪く、子
どもの疲労感も増えていくだけだと考える。

330 〇 〇
標準時数が多過ぎる。もっとゆとりがある方が、今の子供の実態に合わせられ
る。

344 〇 〇 担任としての時数が多く、余裕がないのが現状です。

361 〇 〇
１日の授業数が多く、子どもも職員もいっぱいいっぱい。教材研究も勤務時間
内にすることは不可能。複式学級ならなおさらである。

377 〇 〇 とにかく時数が多く、余裕がない。

388 〇 〇
時間数が多いように感じます。学びの時間を増やすことだけが、子どもの学力
向上につながるのでしょうか。教師の負担が増え、質の高い授業料はできな
いと思います。

390 〇 〇 子どもも教師も多忙だと感じます。

398 〇 〇
全体的に授業時数が多すぎると感じている。〇〇教育が多く参入してくること
により、教員の負担は倍増している。

400 〇 〇 子どもも教員も多忙感が大きいです。

407 〇 〇

標準時数が多すぎる。子ども、教師も学校でやることが多すぎて多忙化してい
る。やらないといけないことが多く感じる。子どもたちが、学校外で好きなこと
ができる時間が少なく感じる。もっと標準時数を減らし、時間と心の余裕をもっ
て学習ができるようにして欲しい。子どもが、学校以外でも、興味のある習い
事や運動がでから時間が増え、個性を伸ばせるようになって欲しい。

414 〇 〇

時数に余裕がないので、追われてやらなければいけないことをやらされている
教師が多いと思います。授業研究の為に仲間の先生と学校の外に出て地域
教材についての知識を深めたりする時間もなく、机の上での学習ばかりの教
師が増えていると思います。

417 〇 〇

大人も子どもも余裕がないなぁと感じています。高学年でも時と場合によって
は、６時間授業は長すぎると感じます。朝や休み時間まで委員会等の仕事が
入っていることもあり、そうなると本当に子どもも大人も忙しいです。時間的な
余裕がなくなると、ギスギスしがち、トラブルが起きがちになると思います。もう
少しゆったり学べるような時数にならないものか…と思ってしまいます。

426 〇 〇
時数は多いと感じる。5、6時間目などは子供の集中力が低下するため国語や
算数などの主要科目は時間割として設定しないようにしていた。時数と学力
に相関性があるのかは甚だ疑問である。

438 〇 〇
詰め込みすぎて、子どもの集中は続きません。もっと心にゆとりが持てる時数
にしてほしいです。

440 〇 〇
学年が低いほど、6時間目の授業に集中できない。高学年でも難しい。授業
が詰め込まれているイメージが強く、余裕のない感覚になる。

464 〇 〇 毎日6時間授業は子供の集中力がもたない。教員も疲弊する。

466 〇 〇 余裕がなく感じます

478 〇 〇
標準時数ギリギリまで授業が入っていると、学級閉鎖の対応や苦手なところ
の習熟度別学習、行事等での子どもへの指導等に余裕がなくなり、教員も児
童も疲弊する。

487 〇 〇
授業時数が多すぎて、家庭や地域での子どもの生活時間が少ないと思いま
す。

489 〇 〇
暑い日、午後の時間の使い方、校外学習後の帰校後の時間の使い方など、
子どもの集中力が無くなった状態での、時間の使い方。

504 〇 〇 授業時数が多すぎると教師も子どもも余裕がなくなると思います。

507 〇 〇
今の時数では子どもたちが学校に拘束される時間が長いと思う。自主性を重
んじるなら学校での時間と家庭での時間とのメリハリをつけて、充実した時間
が過ごせるようにすべきだと思う。
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518 〇 〇
習い事が多様化している中で、学校での学習とのバランスが取れなかったり、
教員も子どもも、一日の授業時数でいっぱいになっていたりして、放課後の余
裕がないように感じる

520 〇 〇
今は時数が多すぎて、窮屈で、子どもも以前より学校の生活で余裕がなく、ギ
クシャクしています。

524 〇 〇
ギチギチ過ぎます。一人一人が自宅でも仕事をしているのに、在校時間だけ
で比較されるのはすごく悲しいです。

532 〇 〇
1日の時数が6時間なのは大変で、それが週5日は身体的に労力を使う。余
裕のある時数の方が子供個人に対して支援ができる機会が生まれると感じ
る。

537 〇 〇
時数が多く、放課後習い事もたくさんあったり、自宅まで遠かったり、もう少し
子どもにゆとりのある時数にしたい。

545 〇 〇
午後は子どもたちも疲れている。疲れているなかの学習では学習成果も少な
く見える。

546 〇 〇 標準時数が多過ぎる。

547 〇 〇

今の時数では、これからも働き続けられない。働き方が変わらない限り、放課
後に授業準備や事務作業ができず、残業につながっている。教育課程も効率
よく一斉指導が進むように組まれただけで、子ども一人ひとりの分かったでき
たを確保する余裕などない。結果として、一部の学力の高い児童だけがこな
せる時数とカリキュラムであり、それ以外の子にはこなせないものとなってい
る。言葉を選ばなければ、落ちこぼれ製造機ではないだろうか。子ども達の分
かった、できたに寄り添いたいのに、寄り添うための余裕がない。

553 〇 〇
標準時数・学習内容を減らす。子どもたちも教職員もゆとりをもてる。放課後
の時間を充実することへ意識が向き、様々な活動に取り組むことができる。

554 〇 〇
余裕がなさすぎると感じます。学習指導要領の内容を削減すべきではと思い
ます。教員不足の中、特別支援が必要な児童が増加する中では、毎日4時間
授業以内で午後は事務処理時間に回さないと現場は持たない。

566 〇 〇 週４日間、６時間授業は子どもからしてもきついと感じる。

569 〇 〇
やることが多すぎるため、研究することができない。低学年に６時間は集中が
続かない

573 〇 〇 週4日、6時間が続くことで教員も子どもも疲弊してしまう。

574 〇 〇
放課後に様々な習い事等をしている子どもたちが多く、1日が忙しそうです。
時数が増えた分、自分で考える時間が増えたのなら良いのですが、覚えるこ
とが増えてるように感じます。

575 〇 〇 子どもも大人も忙し過ぎますね。

582 〇 〇

子どもたちも6時間授業だと疲れが出始め、早く終わらないかなと感じながら
授業を受けている様子が伝わってくる。また、教員自身も6時間授業後に職員
会議などの会議が入ると、休憩時間もなく定時になってしまい、授業準備や
ノート確認などを行うことは、定時内では不可能だと感じている。学校側が努
力をしても標準時数が減らない限り、放課後の時間などを有意義に使うこと
は無理だと感じる。

583 〇 〇

現在、週に１日1コマをなくして、どの学年も火曜日は５コマになっています。そ
のように臨機応変できるといいなと思います。また、これは体感ですが授業時
数が増えたことで子どもたちの力がついたとは思えません。学習内容を充実
させること、そのために教員に準備時間を保証することが1番だと思います。

585 〇 〇
ほぼ毎日6時間授業のため、子どもたちは疲れ果ててしまっているのが現状
です。

609 〇 〇 今の時数を週五日でまわすのは大変。

612 〇 〇 子どもたちがとても疲れている印象。5時間で帰れる日が少なすぎる。
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648 〇 〇

6時間の授業が続くことで、子どもの体力的な負担にもつながっていると思い
ます。学校生活はもちろん、放課後も多忙な子供が多くいます。6時間目が終
わってから家に着くのが4時前だと、そこから友達と会って遊ぶのも難しい子
どもがいると思います。週に2回、朝の時間にモジュールを設定しています。

656 〇 〇
時数が多すぎて、子供も教師も疲弊しきっているように感じます。人手不足に
より教師の空きコマもどんどん削られていっています。

668 〇 〇

標準時数が増える事で、子どもも教員も負担が増しているように感じました。
特に午後の授業は眠そうにしている子どもも多く、学びの質は下がっているよ
うに見えます。私自身は「ゆとり世代」と言われる教育課程で育ちました。それ
により児童に「先生ゆとり世代じゃん。」と言われることもありました。しかし、昨
今の教育は、“子どもに無理をさせない““時間短縮“のためか、思考するこ
と、努力する経験が少ないように思います。今の教育の在り方が、本当に子ど
ものためになっているのか、学力だけでなく、生きる力の向上に繋がっている
のか疑問が残ります。

672 〇 〇 子どもにも職員にもゆとりがないです。

719 〇 〇
５日間連続６時間は高学年でもきつい。集中できる時間や、疲労度から５時間
程度が良い。６時間は週２日程度など。特に、低学年３年生程度までで６時間
授業は厳しい。４年生が週５日６時間というのも、現場の感覚では厳しい。

739 〇 〇 余裕がない

741 〇 〇
週4日6時間授業は、子どもも大人も大変に感じた。週5日で6時間授業のと
きもある。勤務時間内に、仕事が終わらなくて大変である。

746 〇 〇
高学年が毎日6時間で児童も教員も大変。就業時間内では仕事が全く終わ
らない。

756 〇 〇 週6時間が多すぎる

757 〇 〇

最近の子ども達は放課後が忙しすぎる子も多いと感じている。6校時まで学
習してから16時前の帰宅では宿題をしたり友だちと関わる時間が少ない。そ
の弊害が学校生活にも出ているのではないか。また、教員は時数が多く授業
の準備に割く時間を放課後に確保できていない。大規模校になると専科の先
生が週あたり24時間など持っていたらすると次の準備や片付けが間に合わ
ず、子どもたちの学習にしわ寄せがきていると感じることが多い。

760 〇 〇
時数が多いと子供も大人も疲れてしまいあまりいい効果はないと思いました。
早く帰って身も心もリフレッシュしたいです。

783 〇 〇 多すぎる。

785 〇 〇

標準時数が多すぎて大変すぎる。子どもたちも今は集中力が続かないので疲
れると落ち着かなくなる。それでも、やらなければならず悪循環に。子どもたち
の下校時間が遅くなるとそれだけ放課後の時間も無くなり、仕事も終わらなく
て困る。こんなに必要だろうか。

805 〇 〇 時数が多く子どもも教師も余裕がない。

811 〇 〇

時数に囚われてしまい、児童の実態に合わせた指導ができない。この場合の
実態とは、学力だけでなく、体調や体力などを指す。環境の変化が非常に大き
く、設定された時数で通年実施していくことは児童の体力や家庭事情にそぐ
わないと強く感じている。例えば、通学に徒歩50分かかる学区設定の勤務校
の場合、毎朝登校するだけで体力の疲弊が大きい。さらに季節によって様々な
要因が増え、過酷な登校の後の過密な授業時間設定、その後の下校をとって
も保護者も不安に感じている。

820 〇 〇 とにかくやることが増えたと感じています。

826 〇 〇
各教科で考えると時数は多く感じないのですが、1日の子どもの生活を考える
とやることが多いと感じます。やらせたい気持ちはありますが、やることが多く
て難しいです。

828 〇 〇 高学年でも６時間目まで集中できない状況でした。指導内容の厳選を。
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831 〇 〇
高学年については、日々忙しさを感じます。５時間の日は、放課後にもゆとりが
あり、子どもたちも友達と遊ぶ時間もあるので、ほぼ６時間は忙しかったと感じ
ました。

840 〇 〇
時数が多すぎると、授業準備が大変になり、授業の質が下がったり残業が増
えたりしました。

847 〇 〇 毎日6時間授業の高学年は疲れているように見える。

857 〇 〇 多すぎると感じています

876 〇 〇
標準時数が多すぎます。内容も子どもの実態とあっていません。もっと子ども
の実態を見てほしいです。

940 〇 〇 すごく余裕のない日々になっている気がします。もっとゆとりたる毎日を。

943 〇 〇 子どもがやることが多すぎる。忙しすぎて遊ぶ時間もなくかわいそう。

987 〇 〇
習い事をする子が増えている中、下校が遅いと、就寝時間が遅くなってしまう
ことにつながるので下校は早くできるといいと思います。

989 〇 〇
多過ぎるため、教材研究や分掌の仕事ができない。現在は、学年の中で一部
教科担任にしている。

1002 〇 〇 ゆとりがない。授業準備に追われている。理科専科の配置はよかった。

1010 〇 〇 子供たちも教諭も疲弊していっている気がする

1011 〇 〇
多すぎると思います。もう少しゆとりをもった生活をしたいです。子どもと授業
以外で関わる時間が足りませんし、授業準備が間に合わず、結局充実させる
ためには、時間外勤が当たり前になります。

1017 〇 〇 教員の持ち時数が多い。なかなか改善されず授業準備の時間が取れない。

1020 〇 〇 単純に時数が多い。もっと減らすべきと考えている方が多い。

1021 〇 〇

時間数が多すぎる。午後からは選択制やクラブ活動や地域の方との触れ合い
の時間などにし、指導要領の内容を減らしていくべき。子どもも6時間の授業
は苦しいと感じている。毎日ヘトヘトになっています。教師の労働時間も必然
的に長くなってしまいます。学校に対して保育所のように思っている保護者も
多くおり、頑張った分の達成感が年々薄くなっていっています。時数が増えるこ
とでいいことは何もありません。

1040 〇 〇
今の子供達はとても忙しいと思います。時数も増えて充実しすぎているのでは
ないかと思います。また、教員の負担感も増えている。

1058 〇 〇
最近の子どもたちは、放課後に余裕がないように感じます。授業を終えたらす
ぐに習い事、という子も多く見られます。

1065 〇 〇 時数が多すぎると感じます。

1067 〇 〇 時数が多すぎて、子供と教員に疲れが見えます。

1081 〇 〇 標準時数を削ってゆとりを生み出したいです。

44 〇 標準時数が多すぎる。こどもの自由な時間と教員の教材研究の時間がない。

192 〇
低学年だと、標準時数を達成し、授業時数が余ることもあるが高学年ではぎ
りぎりという声もよく聞くので、時間割構成や休日の数など、どこかで学年層
に合ったあり方にならないかと思う。

231 〇
標準時数が増える一方で減らないことによる、低学年団と高学年団の空コマ
に大きな差が生まれています。

332 〇 やや多い。1日に同じ教科を2回やらざるを得ない日がある。

345 〇 疲れる

346 〇 6時間目に疲弊している子供たちをよく目にします。

386 〇
余裕がなく、せかせかした毎日を過ごしていた。子どもも教師も余裕がなく、
もっといろいろなことに挑戦したかったが、準備もできなかった。

498 〇
高学年の時数が多く、1日の生活の中で結局力を抜いて授業をしなければ子どもも教

員も倒れてしまう状況。手を抜くことが分からない経験の浅い人や真面目な人ほど潰

れていきます。子どもも気を抜く事を許されずしんどいと思います。

526 〇 何でもやればいいというものではない。余裕のある教育が必要だと考える。
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621 〇
4年生は6時間目になると、集中力が切れ、ほとんど集中が続かなかった。学
習内容が増えているので、こちらも授業しなければいけないが、集中できてい
ない中で進めていくと、定着しない。学習内容、時数ともに多いと思う。

661 〇
標準時数は足りていて、教育を行うにあたっては充実していると思う。しかし、学級担任

一人一人の負担としては、高学年になるほど大きいものとなっていた。

669 〇 減らして欲しい。負担が大きい

680 〇 学校によっては先生が足りておらず、ほとんど空きがないという方がいます。

740 〇 ゆとりがない

747 〇 単純に多い。教科も過剰な教え込みになっている。

771 〇
授業数が増えたことで、子供も教師も時間的な余裕が無くなったと感じる(いつも授業

に追われている、しかし教材研究の時間は取れない)。本校では、国語だけモジュール

を行っているため、高学年も週2日5時間の授業になっている。

861 〇
児童の時数が多く帰る時間が遅く、定時までにほとんど自分の仕事ができま
せん。

927 〇
児童も教師も詰め込んである日程のため、週の後半になるほど疲れが見えま
す

954 〇
時数が多すぎて子供も大人も疲れている。時間を多くすればいいと言う訳で
は無い。

977 〇
時数が多い気がします。子どもの良さや可能性を引き出すために子どもも教
員も心にゆとりを持てると良いと思います。

996 〇
六時間の日ばかりで放課後の時間が少なく、委員会や行事の児童打合せな
どが、中休みや昼休みに当たり前に行われているのが残念。もうちょっと五時
間の日があるといいと思います。

1119 〇
小2ですら6時間学習を強いている。もっと放課後の時間を与えて、自主的な
活動を選ばせるべき。

624 〇 〇 〇 〇

５時間の日が多いと、放課後に個別指導をしたり児童と遊んだりする時間が
取れてよかった。英語教育などの◯◯教育が増え、今の子どもたちは忙しそう
だと感じる。学校がいろいろ担いすぎている気がする。
最近は教員の力量がなく（自主的な研修や教員同士の学び合いの時間が取
れず）、塾のような指導法が主流になってきて、子どもに主体的な学びをさせ
られていないと感じる。

631 〇 〇 〇 〇 時数がふえ、余裕がなくなった。授業以外のことがふえた。

310 〇 〇 〇 〇 もう少し、ゆったりと学習を進めたいです。

827 〇 〇 〇
TTや支援員など手厚くなっているがぎゅうぎゅうな感じを受けます。総合外国
語などの科目がキツくしているようにも思えます。基本の国数などに当ててい
た時の方がゆとりが感じられました。

1106 〇 〇 〇

5日制になって、余裕がなくなったように思う。時数が足りなくて内容を十分に
理解させながら進めることができなくなった。放課後の時間も少なく、勉強を
見てあげたり、子供たちと話したり、遊んだりする余裕もなくなった。教師自身
の教材研究や同僚や先輩と話し合う時間もとりにくくなり、時間外での無理
が、全体に歪みを作ってしまったように思う。

1112 〇 〇 〇 色々な教科が鮨詰め状態で、自由裁量の時数がないと感じる。

221 〇 〇 〇 授業数が多く、ゆとりがもてないと感じる。

77 〇 〇 〇
今の子どもたちも教職員も、６時間授業の日は疲れて、荒れやすい。もっと６時
間授業を減らしたり、給食を食べて帰る日があったりしてもいい。

578 〇 〇
学力が低い学区ということもあり、1日６時間の授業は子どもたちにとって集
中力に欠ける時間が多く、厳しいものでした。元々の授業内容が多すぎて、児
童に教育課程が合っていないことがそこに見て取れました。

727 〇 〇 とにかく子どもも教員も忙しかったというのが正直な感想です。

50 〇 〇 目一杯授業を詰め込んで子どもも大人も苦しいです。

970 〇 時数が多すぎて、消化するのに手一杯です。子どもも疲弊しきってます。
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整
理
番
号

77年

標準

時数

下で

勤務

89年

標準

時数

下で

勤務

98年

標準

時数

下で

勤務

08年

標準

時数

下で

勤務

17年

標準

時数

下で

勤務

自由記述

4 〇 〇 〇 〇 〇

発展的な学習の取り扱いなど、教科書の記述内容が多く、常に学習進度を気
にしながら進める必要があった。その他にも新たな施策の児童の対応準備、
他団体からの協力要請など、よほど全体量を俯瞰する調整力がなければ不
可能だと感じる。学力テストなど数値学力特化対応も拍車をかけてきた。

119 〇 〇 〇 〇 〇
しなければいけないことが増え、学習時間も必要。余裕がなく、深まりや体験
にかける時間が充分でない。

153 〇 〇 〇 〇 〇
時数と教えるべき内容が釣り合っていないので、最終詰め込むようにして教え
てしまう。情報、環境、安全（不審者対応）、外国語の外部検定など、時数内で
は収まらない。結果、意欲を失う児童が増えている。

315 〇 〇 〇 〇 〇 学校でしなければならないことがどんどん増えているので、多忙。

389 〇 〇 〇 〇 〇
いろんな教科を入れすぎだし、実技教科が減って子供の学校生活が貧しく
なっている。いわゆる学力に意識がいきすぎていて、子どもが豊かに育つカリ
キュラムができない。欲張りすぎて、結局中途半端ですね。

423 〇 〇 〇 〇 〇

とにかく、現在は毎日６時間授業で、その後の少年団活動を考えると、子ども
達は忙しすぎると言わざるを得ない。教員をみても、働き方改革とは名ばかり
で、仕事の量は減っていない。小規模校だと、休むと学校が回らなくなってしま
うこともしばしば。日々の教育を考えると、標準時数にばかりとらわれ過ぎて、
もっと時間をかけてあげたいけど、いたしかたないことも。放課後に取り組む
と、その後に影響が出ることもあり、十分にできないのも現状。

601 〇 〇 〇 〇 〇
週5日制になり、教員は放課後に余裕がなくなり、家庭によって学力や生活力
の差が著しく開いたと、私は考えます。授業の内容は減らず、教師はこなすの
に精一杯。実感です。

605 〇 〇 〇 〇 〇
時数が多すぎるだけでなく、学習内容も難しくなり、内容が定着できない子ど
もが増えた。

637 〇 〇 〇 〇 〇 一日に内容を詰め込まなくては行けないので勉強が苦手な子にはつらい

653 〇 〇 〇 〇 〇

週5日になって、週6日と同じ時数の授業をし、今ではさらに科目も時数も増
えました。また、朝の読書や昼の算数タイムは時数カウントしていません。昔と
比べると、子どもは朝も放課後も学校で遊ばなくなりました。時間と安全の問
題です。教師は、放課後にスポーツや文化活動をする活動はなくなりました。
放課後の時間が少なく、担当の仕事を黙々とこなしていて、他の人の仕事のこ
とまで考えなくなりました。時数を減らしてほしいとは思いますが、減らす矛先
が、癒しの時間の音楽家庭科図工書写などになりがちなのを危惧します。

670 〇 〇 〇 〇 〇

土曜が、減っていく過程で、働く側として、週に二回休みがある事はとてもゆとり（生活

に）が生まれ、働き続けられると感じたこと覚えてます。生活や総合が導入されるのも、

子どもたちの成長を一番に考えながら何をどのように取り組むか教材研究で教師に

もワクワクの希望があった。今は、内容が多すぎてきちんと子どもが理解している前に

時間的制約から次に進まざるを得なく、学びがたんたんと教科書で進み、塾の先生に

なったような感じがします。学ぶに値する内容を感動をもって学んでいるかな、と心配

になります。今はとても窮屈で（内容が、下学年に降りている事で量も増え）日々追わ

れている感じがして、子どもからも、なんか学校は、忙しすぎると言われます。やる気を

削いでいないかなとも感じます

733 〇 〇 〇 〇 〇 現在のは教科も増えて余裕がありません

806 〇 〇 〇 〇 〇
時数以上に、学習内容や学校に指導をさせることの要求が多すぎる。それら
の内容を指導させるには、時数なり、人員なりの補充が必要だ。

３．内容量と時数の関係　183件
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810 〇 〇 〇 〇 〇

標準時数そのものが議論の対象になるのは問題のすり替えにすぎない。教師
一人当たりの授業時数も多いが、授業時間に収まりきれない内容も押し付け
られてきたと感じている。それは、ずっと改善されておらず、教師の工夫に頼っ
てきた。元々不可能なことを何とか辻褄を合わせてきた実態を教育政策に携
わる方々に知っていただきたい。

829 〇 〇 〇 〇 〇 標準時数と現代の教育思想が、合っていない。

851 〇 〇 〇 〇 〇
児童の実態が大変になっている上に、新学習指導要領になり、指導時数が足
りない教科がある。

1001 〇 〇 〇 〇 〇

社会情勢の変化とともに考えなくてはいけないので、一概に昔がよかったと言
えない部分もある。ただし、現在、道徳や英語、その他の◯◯教育のように政
治主導で教育現場に導入された様々な教育内容が現状の教科の学習を圧
迫し、教員の勤務実態にも悪影響を与えている。ビルドビルドビルドで積み上
げ続けた教育内容を精査しなければならないと感じている。何かを削ることな
しに新たな内容を増やし続ける人たちは何を見て、考えてこれらを実践せよと
言っているのか甚だ疑問である。

1019 〇 〇 〇 〇 〇

色々な事が入ってきて、カタカナ表記だったり、全部いい事なのかもしれない
が、現場での負担は大きい。教員が足りていない。なおかつ、愛着障害やヤン
グケアラーやら、児童の発達障害など、多方面に関わっての今日的課題が多
いなか、対応に追われ、児童指導だけでなく、モンスターペアレンツも多く、放
課後の対応に時間を費やすと教材研究や事務処理の時間が作れず、残業が
多くなる。

1130 〇 〇 〇 〇 〇

とにかく忙しくゆとりがない。授業の工夫や個別が難しい。放課後の遊びが減
り、学校嫌い、友達との関係の希薄さが、感じられる。以前は、みんなで教科書
の内容について検討したり、自主編成をしたり、教材の工夫や個別の対応を
考える時間があったが、教科書の内容を終えるのに精一杯で、追われている。
しかし、組合が弱体化しているせいかもしれないが、導入の度戸惑い、ちっ
ちゃな疑問は感じていても、いつの間にか、少しずつ気がついたらこうなってい
たように思う。もうすぐ教員生活を終える身だが、のびのびと自主自立できる
子どもたちの育成ができた時代を知らず、教科書を教える時間の確保の妨げ
になる行事や委員会活動や子ども同士の時間を面倒だと感じる若い先生が
増えている（そうせざる得ない）ことに不安を感じている。

5 〇 〇 〇 〇 やることが多すぎる

6 〇 〇 〇 〇 標準時数、指導内容が多すぎます。

24 〇 〇 〇 〇
時数とともに課題教育など、学校に任されることが多すぎて、ゆとりがない。児
童も教師も余裕がなくなっているように感じる

175 〇 〇 〇 〇 次々と新しいことが増えて、子供達も教職員も追われている

176 〇 〇 〇 〇
授業時数が多い上に新しく導入される内容に追われ、児童、教職員ともに疲
れている

177 〇 〇 〇 〇
多すぎて、子どもたちがアップアップしている。詰め込みと深い思考を求める
のは、疲れる教育。

211 〇 〇 〇 〇

総合的な学習が入って来て、芸術教科が減り、十分に音楽や図工などに触れ
させることができなくなった。その後も外国語が導入され、1日が窮屈な日程
となり、子どもも教員も時間に追われている。放課後、さまざまな活動をしてい
る子どもも多いので、むやみやたらに学校の時数を増やすのでなく、自分のや
りたいことに打ち込める時間も子どもには必要だと思う。コロナで学級閉鎖や
自宅勤務となった時に、オンラインで授業をしたのは、時数にカウントされない
のもおかしいと感じた。
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218 〇 〇 〇 〇

数字を改めてみることで、時数が年々増加していることがよく分かった。学校
に求められていることが多く、それらをすべてこなすためには、標準時数を増や
すしかなく、休みが削られ登校日を増やすしかない状況に陥っている。社会情
勢、個が求めているものが多様化していくなかで、減らすものがなくすべてを
学校が請け負うことは限界にきていると感じる。

256 〇 〇 〇 〇 毎日が忙しく、子どもたちも教師も進度に追いつかない感がある。

326 〇 〇 〇 〇 現行の教育課程では標準時数を大きく上回る。

392 〇 〇 〇 〇 過密すぎる。内容も複雑化している。子どもも教職員も大変。

405 〇 〇 〇 〇
学習内容の難易度が、下の学年におりてきて、難しくなってきた。授業コマ数
が多すぎて、窮屈である。

420 〇 〇 〇 〇

標準時数が多すぎ内容が多すぎて、子どもの生活に時間的にも精神的にも
余裕がなくなったと思います。かつては道徳、総合、学活は息抜き的な時間に
なっていたが、それもきっちり授業となったので。教員も放課後の余裕かなくな
り、職体することもなくなった。

449 〇 〇 〇 〇
時数もそうだが、教えるべき内容が多くなってきているので、だんだん窮屈に
なってきた。

493 〇 〇 〇 〇

授業内容が多すぎて消化することが難しい。学習内容が多いと児童が習得す
るまでに時間を要する。探究的な学習を進めるためには学習内容の削減、お
よび週の授業時数を減らし、児童が個々で学習できる時間を確保する必要が
ある。学習内容を増やして探究的な学びで資質能力を伸ばすことの両立はで
きない。

521 〇 〇 〇 〇
教科の時数のみ増えて、特別活動などは減り、学校生活が味気ないものに
なってはいないかと感じる。

523 〇 〇 〇 〇
教科以外の取り組みがいろいろあって、教科の学習を削って（端折って）きた
印象が強い。人権、共生、食育、環境、キャリアなどなど…。あれこれ。地域のこ
と、行事のこと、あれもこれもという印象。

531 〇 〇 〇 〇
ゆとり教育とはいったいどんな教育なのか？色々な事が学校教育におりてき
て、やらなければならないことが多すぎると思う

563 〇 〇 〇 〇 日数を減らすなら、中身も減らさないと、超勤の温床になる。

564 〇 〇 〇 〇 学習内容が多すぎるから、授業時数を多くしてしまっているのではないか。

602 〇 〇 〇 〇
標準時数で学習内容を終わらせるのは、子供達の実態に合っていないと感じ
ている。教科が増えているのに時数には限りがある。学力低下も当然と言え
る。

770 〇 〇 〇 〇 させるべきことが多すぎる。こなせる子はいいが、低位の子はつらそう。

772 〇 〇 〇 〇
どんどんやることが増えていて、授業にゆとりがない。とにかくどんどん終わら
せないと時間が足りない！

775 〇 〇 〇 〇 学習内容が多く、忙しく余裕のない生活になっている。

794 〇 〇 〇 〇
学校でやらなければならないことが増えすぎて、（○○教育や市の抽出での
○○指定校など）授業のことを準備したり振り返ったり子どもたちの様子に心
を配ったりするための教員の心の余裕がない。

852 〇 〇 〇 〇
増える一方で大変です。小学校5年の算数はとても厳しいです。難しいし、時
数が足りない。やるべきことが多すぎる。

900 〇 〇 〇 〇
６年生は忙しすぎる。覚える量が多くて、放課後も忙しく、数年後には新たなモ
ノが次々と導入される。

913 〇 〇 〇 〇
学習課題の内容が年々難しくなり、今の生活経験の少ない児童にはただでさ
え厳しいのに、時数もなく、できる子が伸びるシステムと思うことが度々ある。
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919 〇 〇 〇 〇

ほぼ毎日６時間授業で子どもたちは、放課後、子供同士で遊ぶことが殆どな
いように思われた。少年団活動や習い事が同じだとまだ良いが。子どもたち同
士のつながりが弱いように感じた。時数を確保するために、昼休みを取ること
ができない日が週に２つある。進度が速く、ついていけない子がいる。（特に
早生まれの男の子が多いように感じる）〇〇教育が今日の教育課題というこ
とで入ってくるが、増えた分何かを減らすということがない。教育課程がきつく
なる一方だ。業務に追われ、休日も教材研究や教材の準備、行事の準備、校
務分掌の資料作りと休まる時がない。若い人たちに紹介できる環境にない。

923 〇 〇 〇 〇 標準時数通りでは、指導要領の内容や教科書の内容が終わらない。

963 〇 〇 〇 〇
今の学習指導要領では、児童も教職員も過密すぎる。もう少しゆとりある教育
課程を編制すべき

1031 〇 〇 〇 〇 内容を減らさないと時数だけ減らしても意味がない

1037 〇 〇 〇 〇
以前と今を比べると、子どもたちの生活が忙しくなっている感じがします。下校
後の過ごし方も関係しているとは思いますが、学校生活もかなり窮屈な感じ
がします。指導内容と時数が合っていないような気がします。

1070 〇 〇 〇 〇
ゆとり教育と言いながら、昔一時間取れた内容が、練習問題の一部として扱
われている。

1076 〇 〇 〇 〇 毎日やることが多すぎて、余裕がない。

1104 〇 〇 〇 〇

標準時数が多すぎると、教科などの学習だけで追われてしまう。授業以外にも学校で

大事な特別活動などに関係する活動や、行事の活動の時間が無くなってきている。授

業ももちろん大事だが、学校では教科だけでない活動から子どもを育てることも大事

だと考えるので、標準時数がもう少し減るといいなと感じる。そのために、教科で押さえ

る見方.考え方を教員が意識して時数を減らしていけるようにしたい。また、教科横断

型のような単元を組むことで、時数を減らすこともできるだろう。このアンケートでは、標

準時数と、学習の充実だけの関係だったが、標準時数だけで充実していたかどうかを

判断するのは、少し難しく感じた。しかし、教員が工夫することで、標準時数を減らし、

授業や活動をさらに充実したものにできると考えるので、自分も努力していきたい。

1129 〇 〇 〇 〇

2002年～は「ゆとり」どころか、少なくても教師にとっては、ものすごく大変に
なった記憶しかありません。指導時間的にもその辺りから、忙しくなったと感じ
ていました。さらに、総合的な学習の導入は道筋が決まっていなかった分、教
員も子どもも路頭に迷う事が多く、試みとしては悪くなかったと思いますが、う
まくいっていなかった印象が強いです。教科も指導時間が足りなく、また総合
的な学習も下準備が大変で、その辺りから、「激務」に感じるようになりまし
た。あわせてその辺りから、学校評価等も始まり、多忙化に歯止めがかからな
くなった印象を受けます。

1133 〇 〇 〇 〇

35週でカウントすることをやめてほしい。土曜日に授業があったときは、午後
が楽しみだった。学習内容がどんどん増えて、時数も増えて、学校でやること
が増えすぎて、先生方も子どもたちも忙しすぎる。忙しすぎるので、急かすこと
が増えて、悪循環な気がする。

29 〇 〇 〇
どんどんやらねばならぬことが増えていく一方で子どもにも負担が大きいと
思う。

31 〇 〇 〇
履修内容が多過ぎて、児童生徒がやらされた感につながっていたり、発達面
で課題のある児童生徒が学習についてこれずにいる。

51 〇 〇 〇 学校の担う学習内容が多すぎて、教師も子どもたちも疲弊している。

54 〇 〇 〇 やることがどんどん増えていき大変。

60 〇 〇 〇
今の教育課程は、教える内容が多すぎ。教育格差が広がることが必然であ
る。数学教育に携わっているが、統計分野が無駄に多く、数学教育の本質と
ズレている。
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62 〇 〇 〇

授業時数の増加は、子どもと教職員から余裕を奪っていったと感じている。主
体的、対話的、深い学びを行うには、時間的余裕が必要であり、現状では教
科書を進めるので精一杯になっている。教科書の内容も増えるだけでなく、一
単元あたりの設定時間が特に高学年は短かすぎる気がする。もう少しじっくり
と教材を味わわせたいが困難である。最近までコロナ禍で教職員どうしで会
食をすることもなくなり、チームとしての士気も下がってきている。指導内容の
取捨選択を進めて、本当に必要なものだけ残してもらいたい。

66 〇 〇 〇
やることがたくさん増えていくのに、子どもの基礎学力をつけられる時間がな
かなか取れなくなっていく気がします。

71 〇 〇 〇 時数が多すぎる。また、指導内容も多すぎる。

79 〇 〇 〇
あれもこれもと詰め込みすぎで、時間的ゆとりがなく子どもたちどうしの学び
時間が減っていると思う。

95 〇 〇 〇

今の標準時数と履修内容はオーバーすぎて、子どもが荒れています。それに
対応する教師は精神的にも肉体的しもやられ、それを証拠に毎年欠員がでて
いる次第です。保護者の立場からしても、毎日時間がなさすぎです。道徳は教
科としなても、日々子どもと関わるなかで、やってます。自分たちにあった現場
でやるので、十分と思います。

116 〇 〇 〇

このアンケートをやってみて、標準時数という枠だけで、子どもや職員の学校
生活が充実しているかどうか判断するのは難しいです。時数を削減したほう
がゆとりが出るのは当然ですが、教科の内容、種類その他タブレットなどやる
べきことがどんどん増えて複雑化しているのにそれに加えて音楽会や作品
展、運動会などなど行事の内容は変わらない。子どものために、保護者のた
めにと言われると全て最優先されるのが良い考えになっています。具体的に
何を削減したり組み合わせたりできるのか、そういう考えのもとで大切にすべ
きことを残していきたい。例えば理科の学習も観察や実験の時間も惜しいた
め、タブレットで結果を見たり検索したりしてあっという間に終わらせてしまっ
てませんか。子どもも大人もドキドキ・ワクワクする学びの機会を大切にしたい
です。

120 〇 〇 〇
授業内容が詰め込みすぎです。追い立てるように授業を進めています。授業
時数にゆとりがほしい。

147 〇 〇 〇
標準時数が多い、指導する内容が細かく多すぎて、教師も子どもも余裕がな
い。

149 〇 〇 〇
時数を削減するだけでは解決できないと感じる。指導内容と行事の実施との
バランスが難しい。

154 〇 〇 〇 学習内容が増えて、時数も増えましたが、大変忙しいように感じます。

164 〇 〇 〇
過密過ぎて、学習内容が十分理解できないまま進度に合わせないといけな
い。余裕がない。

186 〇 〇 〇 標準時数だと算数が定着しない

190 〇 〇 〇
現在時数に縛られて行事が減り、子ども達が協働する喜びを感じる機会が
減っている気がする。

194 〇 〇 〇 次第にやることが多くなってきた。余裕がない。

212 〇 〇 〇

指導要領が改定され、さらにやることが増え、「子どもたちがいろいろなことに
追われて可愛そう」と感じることがある。運動会などの行事を精選するのでは
なく、しっかりやらせてあげて教科ではなかなか味わえない達成感を感じさせ
てあげたい。そのためには、今の授業時数は多すぎる。

223 〇 〇 〇
標準時数や指導内容が多すぎて、それをこなすことが目標になってしまってい
る。

229 〇 〇 〇
外国語や総合的な学習の時間などとにかくやることや学習内容が多く、子供
も先生方も余裕がないように思います。

230 〇 〇 〇 時数と内容が合わず子供の負担が大きい。

235 〇 〇 〇 やることばかりが増えていて、子供も教師もいっぱいいっぱいです。

240 〇 〇 〇 やることが多すぎて一つ一つが煩雑になっている気がします。
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241 〇 〇 〇
教科が増え、既存の教科の指導内容が増え、子どもの負担が大きくなりすぎ
ている。今、標準時数の見直しが図られているが、期待するだけ無駄だと感じ
ている。

255 〇 〇 〇
年々、やることが多くなり、教師にも児童にもゆとりがなくなってきている。求め
られることが多くなり、厳しい。

294 〇 〇 〇
時数は増えているのに、やらなければいけないと言われることが多すぎて子ど
もたちに合わせた学習に取り組みにくかった。

327 〇 〇 〇 やることがたくさんで、追われている感じがある。

328 〇 〇 〇

時間数の問題よりも、カリキュラムが多すぎて、時間数の中で学習しきれない問題の方

が大きいのではないかと思います。協働的探求を進めるのであれば、話し合いや意見

を交流させる時間を確保しないと教育効果は上がらないのではないかと感じます。知

識を定着させる部分はICTをもっと活用して、繰り返し学習できるシステムを作り、話し

合いや交流活動については、もっと対面で活発に行えるようにしていく必要があると思

います。家庭学習での目標と学校での目標を整理し、時間数を調整することで、充実

した学習時間を確保できるのではないかと考えます。将来的には、小学生も自分の

キャリアを見つめ、単位制を導入するなど、個々の目標を設定できるようにしていけれ

ばよいと思います。これだけ個性を尊重したり多様性が言われているのに、学校教育

だけ画一的に集団学習を行っているのは、ナンセンスだと思います。義務教育は、小中

９年間、柔軟性なく同じ目標に向かって全員が取り組むので、不登校など様々な問題

が表面化してきているのではないかと思います。

371 〇 〇 〇
標準時数が多すぎる。子どもも、教師も余裕がない。学習時間の増加により、
点数に結びつかない行事等が削減されいる。

461 〇 〇 〇

やらねばならないことが増えたという印象がある。子どもたちにも、実に多様
なことを求めなければならなく、負担は増えているように感じる。時代に合わせ
て変容していくことは必要だと思うが、何かを増やしたのなら、その分不要なも
のを削減していかなければ、できるものもできなくなってしまうのではないかと
思う。

501 〇 〇 〇
学校でやることが増えましたが、本当に必要なのかな？と思うことも増えたと
思います。

505 〇 〇 〇

2005年採用だが、初任から数年はまだ授業に余裕もあり、教員の裁量権も
割りとあった。しかし、2010年代以降は兎に角、内容を終わらせることに追わ
れ、◯◯教育の押し売りで全ての中途半端にやらざるを得ない。同時に◯◯
スタンダードの流行に伴い、教員個々の裁量も減っていき、どの教室でも同じ
ような授業が求められていったように感じる。標準時数の増加は安価な大量
生産教育を助長しているとしか思えない。

506 〇 〇 〇
標準時数の基準の見直しがあると思う。時数や履修させる内容があっていな
い。準備に時間がかかりすぎるのに、空き時間もなく準備しきれない。

510 〇 〇 〇
子どもたちにとって、多すぎる内容を詰め込んでいるため、消化不良のまま、す
ぎていると思います。もう少し、余裕を持って進められるように減らして欲しい
です。

517 〇 〇 〇
どんどん授業時数は増えているがやることも増え授業の内容が充実してきて
いるかと言われると疑問が残ります。

522 〇 〇 〇
教える量が増えたことで時間も増えたと認識している。毎日6時間目は集中し
ていないように感じる。

561 〇 〇 〇

総合や外国語、ギガなどの情報教育、キャリア教育、いじめ〔略〕などの道徳
教育が増えていく一方で、減ることがない教育課程に疑問を感じる。授業時
数だけでは対応しきれないものが多く、負担になっている。授業時数を増やす
だけではない別の対応策が必要。

593 〇 〇 〇
各教科の教えることが多くなり、標準時数が増え、全体の時数も増え、6時間
の日も増え、児童・教員ともに疲弊している。
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594 〇 〇 〇
指導内容が多くなり、子供の実態から、もう少し時間を割きたいと思っても、な
かなか出来ずに次へ進むことが多かった。もう少しゆとりを持った学習になれ
ば良いと感じている。指導内容の精選する必要性があるのではと感じる。

600 〇 〇 〇
目標、学び方が変わったことと、時数という考え方があっていないのではない
かと思います。

604 〇 〇 〇
一つの側面として、時間があり、指導要領の内容があると、多忙になります。ま
た、新しいもの入れているのに、時間があまり変わらないのも、多忙となりま
す。充実ではなく、、大人も子どもも多忙という印象です。

607 〇 〇 〇
時数が増えた分、内容も増えたので、子どもも教師も負担が増え、より多忙に
なりより学力をつけるのが困難になった。

608 〇 〇 〇 教科が多すぎる

616 〇 〇 〇
学ばせる内容が多ければ多いほど、時数も必要に応じて比例する。時数を問
題視するより、学習指導要領における学習内容を削らなければ難しいと感じ
ています。

641 〇 〇 〇

5,6年生に外国語が週に2時間入り、他教科の学習内容も減ってはいないの
で、様々な教科にしわ寄せあり。総合的な学習の時間の内容を簡略化する、
行事を減らすなどして対応。しかし、地域によって総合的な学習の内容は様々
であり、何を減らすかが課題。社会的な様々な問題を学校教育で何とかしよ
うとするので（情報モラル教育、消費者教育、歯科指導などなど)ますます各
教科にしわ寄せが来ている。学力低下となるのは当然であると思う。時数を増
やすことで補っているのかもしれないが、教員研修や人材確保などは現場に
丸投げ、またはトップダウン形式で指令のみが来るので（段取り準備も現場ま
かせ)教職員は大変ストレスを感じている。児童生徒の負担も大きい。

643 〇 〇 〇 内容を終えるのに必死です。余裕のあるカリキュラム作成をお願いします

685 〇 〇 〇 内容が多く標準時数を満たすのでいっぱいいっぱい。

729 〇 〇 〇
学習内容が増えすぎて、教員も子どもも余裕が無い生活になっていると思い
ます。

754 〇 〇 〇 やらなければならない内容が多すぎて、負担感が大きい。

778 〇 〇 〇
兎角、指導内容というよりも指導教科が多すぎる。平坦かつ安定したペース
での活動はある程度求められていたし、そうしなければ終わらなかった。特に、
若手はかける時間が上下動するので、大変だ。

779 〇 〇 〇
やることが増えた一方で、削減できていないため、子どもも教師も切羽詰まっ
た状況

821 〇 〇 〇
高学年はいつも忙しく、「常にやるべきことに追われている」という印象。教育
課程をこなすことで精一杯です。子どもにゆとりがないです。先生にも。

880 〇 〇 〇
限られた時間の中にやることを詰め込みすぎて、全く余裕がない。急な変更も
多く、混乱することが多い。追い立てられるように過ごす毎日では、子供の情
緒に悪影響しかない。

881 〇 〇 〇
やることが増えすぎて、何が本当に必要なのか分からなくなってきます。増やす
なら減らしてほしい。

885 〇 〇 〇
総合、外国語、道徳、次々と教科が増えているのに削減されるものがなくなっ
てしまったら、こうやって、教員の生活は限界になります。教員に負担の大きい
標準時数が、子供の負担にならないわけがありません。

904 〇 〇 〇
こんなに年々時数を増やしていたのか、と驚きました。何か辛いなぁということ
の積み重ねですね。時数は増えるけど、指導内容も増えるので、時間が増えて
も内容は薄いという矛盾した状態が引き起こされていると思いまさに。

909 〇 〇 〇
やることが多過ぎて、余裕がなく、内容の充分な理解ができないまま、次の単
元の学習に進まなければならない。内容を厳選して、もっと一つ一つの学習の
中身を深めていける教育過程にしてほしい。
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946 〇 〇 〇
詰め込み過ぎて消化することが大変だというのが印象としてあります。何かを
増やすのであれば、削ることをしないと新しいことはできないと思います。根本
から見直す必要を感じます。

950 〇 〇 〇

段々と子どもたちとゆっくり学習する時間がなくなってきた。立ち止まって考え
る時間がなく、子どもたちを急かすように学習にあたり、なんとか内容を終える
ことが中心で、子どものためにやっている感じがなくなってきた。また、子ども
のための活動を考えたりそれを実践する機会が持てない。教員としての楽しさ
がなくなってきている。

984 〇 〇 〇

とにかく、今現在が時間に追われており、しんどいです。学習の内容がちゃん
と子どもたちに身についていないのも、時間に追われて、準備が難しいことも
あるからです。もっと、ゆとりをもち、子どもたちと向き合いながら進めていきた
いです。

1012 〇 〇 〇 いろいろな教科が入り、時数が増えているのがよくわかった。

1062 〇 〇 〇 平日の日課が過密すぎる。子どもたちが疲労している。

11 〇 〇
教科化した内容もあり、学習する量が増えて、教員や児童生徒にとっても非常
に負担であると感じる。余裕がないのはどの現場でも同じではないだろうか。
このままでは本当に疲弊していくばかりであるというのが正直な思いである。

23 〇 〇

標準授業時数が膨らんでいると思うが、それには学習内容の増加が大きく影
響していると思う。働き方改革を進めるために、週当たりのコマ数を減らした
いと考えても、学習内容を終わらせる必要性がチラつき、教育課程として抜本
的に変更する事が難しいと感じている。

25 〇 〇
プログラミング教育をはじめ、本来定められた時数外をあてにした学習すべき
ことが過多となっている。また、６時間授業があたりまえとなる現在の小学校の
状況は明らかに子どもたちの意欲低下につながっていると感じる。

90 〇 〇 時数より習得した内容が重要だと感じます。

114 〇 〇 教科書をこなすことに追われて、授業をやりくりするのが大変です。

115 〇 〇
外国語やプログラミング教育など、さまざまな○○教育が、導入され負担を感
じる。

167 〇 〇
○○教育という名のもとの学習活動を総合の時間でよく取るので、本来総合
でしたいこと、またそれによる圧迫で他の教科の授業時数を削らざるを得な
い実態があります。

180 〇 〇 日々過密になっていて子どもたちへの負担も多くなっていると感じる。

185 〇 〇

ただただ多すぎる。初等（中等もか…）教育で扱うべき内容が多すぎる。子ど
もからすると必要感が感じにくい内容も少なくない。あれもこれもどれも…とい
う感じ。高度な内容を扱うことが本当に資質能力の育成につながるのか疑
問。

203 〇 〇 時数が足りません。やることばかり増えて、教科書が終わりません

216 〇 〇 大事なことだらけなのはわかるが、何でもかんでもつめこまれすぎな印象。

265 〇 〇 学習で扱う内容が多いので、子どもの学校生活を圧迫しているように思う。

267 〇 〇 求められるものが多く、なかなかやらなくてはいけないことが多いなと感じる。

282 〇 〇
学習内容の肥大化により、現場の教師のみならず、塾や児童や親等がさらに
忙しくなり、ゆっくり顔を合わせて話し合う時間がとれなくなってきている。

299 〇 〇
取り組ませることに手一杯になってしまい、準備が整わないまま授業をしたり、
定着を見届けないまま次の学習に取り掛かったりしてしまうことが多々ある。

313 〇 〇 やることが多すぎる
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347 〇 〇

教えることが増えている。しかし、学習の進度についてこられる子が減ってい
る。誰も取り残さない教育を求められながら、働き方改革のために時数だけが
減らされても、負担は減らない。大人にはできる時間管理も、小学生には難し
い。嘔吐やおもらしをしたり、休み時間な出来事を引きずって何も手につかな
い子がいたりする。そもそも、確かめテストとテスト直しをする時間が、時数だ
けに囚われて、計画から削られている。学力差が開いて、塾だよりの家庭もあ
る。標準時数はあくまで目安で、内容をどの子にもわかるよう教えるには、時
間が足りない。と、常々思っています。

356 〇 〇
学ぶことが多く、追われるように授業を受けることも多かったと感じる。子供が
興味を持ったものについて、とことん考える時間が設けられるようになるとよい
のではと考える。

373 〇 〇
やることが多すぎて児童も教員もいっぱいいっぱいです。標準時数の押さえが
コロナ後に変わったような気がします。

381 〇 〇

「東アジア型」のつめこみ教育から、いつ抜け出すのか、楽しみです。
　同時に、「新しいことを増やす」ことと、「優先順位をつけて減らす」ことのバラ
ンスが悪い今の現状、とても残念に思います。今の政府？の教育方針に希望
がもてません。しがらみが悪いのでしょうか。野党も文句を言うばかりだし。若
い人間が政治に関わる必要がある？でも政治活動はできないし…日本の教
育はお先真っ暗だと思っています！(30代)

399 〇 〇
学校でやらなければならない学習が多すぎて教員、子どもともに疲れきってい
る

429 〇 〇 学習内容とそれに伴う標準時間が多過ぎると感じます。

469 〇 〇

今の教育課程及び授業進度は、適応できる子供もいるが、それはほんの一部
だと思う。授業の中身に追いつけなかったり、もっとじっくり考えることができる
ゆとりの時間が必要な子は大勢いる。教員も同じで教育課程をこなすことが
精一杯で、教員一人一人の子どもに対する思いが生かされていないと考え
る。

471 〇 〇
教科の内容で教えるべき項目は増えたのに、時数は変わらないので、常に時
間に追われる学習(終わらせるための学習)になっている。

502 〇 〇

やることが多すぎて、こなすことに意識が割かれる。また、テストやテスト返し、
行事ごとが計算に入っていないためか、算数等の授業が指導書通りではまず
間に合わない。そのために圧縮が基本になっている。学期中に間に合わず、次
の学期に回すことがよくある。コマ数が多くなったことで放課後の時間が減
り、準備にかける時間が減っている。気持ちにも余裕がない。

533 〇 〇 教科書をこなすのに精一杯で、とても忙しい。

534 〇 〇

時数の増減をテーマにするのではなく、時代に即した子どものための学習内
容の精選や見直しが前提でありその上で授業時数の議論になると思う。同じ
授業時数でも、指導すべき内容が見直され削減されれば、駆け足で時間に追
われることなく一つの学習に充実して取り組めると思う。

627 〇 〇 やらなければいけないことが多すぎる。(教科的にも内容的にも)

634 〇 〇

上から降りてきた通りやっていたら、小学校でやらなければならないことが多
くなりすぎた。子どもも大人も余裕がなく、こなすだけで精一杯。そこにさらに
授業改革やらICTやらと言われても。やること増えてるのに教員は減っている。
教室内での支援を要する子も増えている。国は我々に何をさせたいのかと疑
問に思う。

642 〇 〇
学習内容がどんどん濃くなっていき、難しくなっていったことから、標準時数で
は足りないといった感覚になりました。時数もですが、内容も本当に小学生が
ここまでやらなければならないのか精選していくべきなのではと思います。

645 〇 〇
時数が多い印象。子どもたちもかなりしんどそう。特に5年生の算数の内容が
かなり重たいので、余裕がなく時数が必要になってしまう。時数と学習内容の
バランスの見直しが必要。
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671 〇 〇
指導項目が多すぎるので、時数よりも教員の指導項目の精査の方が大切な
ように感じます。

684 〇 〇

五年生を担当しておりましたが余剰がなく苦しかった記憶があります。(特に
算数)５年は指導内容も多く子供たちもゆとりをもてず忙しく過ごしていたの
でゆとりある活動ができるよう学習内容に見合った時数編成であって欲しい
と思います。行事と学習、委員会等の活動の充実が図れる時数を求めます。

705 〇 〇

教科に＋αの学習が増えたことにより、ただでさえ学習が厳しい学校だと、ただ
の詰め込み学習にしかなっていません。なかなか空き時間も無いのに、教科
は増えていく一方なので、教師側の負担は減らない現実…それが、子供たち
に対して、充実した学びができる環境を整えることができないことにも繋がっ
てるのではないでしょうか…。子供たちが充実した学びができる環境を整える
ことができる、時数になって欲しいです。

738 〇 〇 覚えることがたくさんありすぎて、時数とのバランスが悪く感じた。

762 〇 〇
年々やることが増え、子供も教員も疲弊しており、力が身についているかと言
われると、難しい。モジュールを取り入れた学校では、子供が早く帰る日が増
え、教員が放課後に余裕を持つことができたと聞く。

807 〇 〇 標準時数どうこうよりも、学習内容がとにかく広く多すぎる。

813 〇 〇
どう考えてもムリ。詰め込みすぎて、内容の工夫・充実よりも消化するので精一
杯。

832 〇 〇

教科書の内容がどんどん増え、それに伴って時数も増えていきました。息を抜
く日が少なく、子供たちも帰ってからの用事も詰まり、子供も教師もやらされ事
ばかりで疲弊しています。時数については、モジュールカウント以外に工夫が
思いつきません。

866 〇 〇 教えることが多く、時数も多く、児童も教職員も疲弊していると思う。

877 〇 〇 やることが多すぎる気がします

878 〇 〇 標準時数の中で、やることや負担がどんどん増えているように感じる。

879 〇 〇
やらなければいけないことが増え時数は増えるのに教員は減っていき、教員
一人一人の負担は増えるだけです。

918 〇 〇 することを削らないと子どもはアップアップしています。

924 〇 〇 算数などは内容によってはもう少し時数がほしいときがある。

974 〇 〇 やるべきことに対する時数が足りない。やるべきことが多すぎてきりがない。

1015 〇 〇
やらなければいけない内容が多すぎることに加え複雑な児童が増え、どんな
に時数があってもやりきれない。

1051 〇 〇
児童にとって、時数や学習内容が盛りだくさんで高学年になるにつれて疲弊
具合が増している印象があります。なので、時数についてはこれ以上は増やせ
ないと思います。

1080 〇 〇 学習量が多いです。

1086 〇 〇 教科が増え、やるべきことが多く、標準時数に収めることが難しい。

1092 〇 〇
学習内容が標準時数では理解に至らない場合もあるので、配当時数を工夫
しなくてはならないこともある。移行してきた単元などは特にそう感じる。

1107 〇 〇
指導要領の内容が増えていく一方で、減らないため、標準時数が増えていく
のは必然かと思います。ただ、子どもたちのことを考えると、覚えること、やるこ
とが多すぎてゆとりが少ないようには感じます。

1126 〇 〇

標準時数は問題ないと思いますが、新しい考え方や、タブレット、外国語、道徳
科などが増え、教員の負担が激増しています。また、新しいことが始まると、そ
の分子どもたちの時数も増えざるをえなく、ゆとりのある充実した学習が確保
されているように思えません。こなさなくては、習得させなくてはいけないことに
追われている日々です。かと言って、標準時数を増やすことは、教員にとっても
子どもにとっても負担なので、望んではいません。

1132 〇 〇
とにかくこなすことで精一杯なイメージ。基礎基本を大切にしたり、じっくり課
題にそれぞれの能力に合わせて取り組んだりする時間がない。
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184 〇
現在はアンケートやチャレンジテストなど、授業外で取り組むものも増え、以前
に比べ時間が足りない気がします。

264 〇
どんどん、することが増えていて増やすならなにかを減らしてほしいとおもいま
す、

343 〇 標準時数と各教科で身に付けるべき内容量があっていないと感じる。

541 〇

コロナが流行した年からの就職でしたので、以前と比べるなど出来ませんが、
算数の時数は足りないなぁと思います。時数については、生活が多様化してい
る子供たちにとって合っている子もいればもっと自分の時間(習い事など)が
欲しい子もいるかな、と思います。

556 〇
時間を増やすのも減らすのもいいが、単元が減らない限り増やすしかない。減
らしたところで単元が減らないとキツキツになってしまう

664 〇

学習内容に対して、時数が足りないと感じることは多々ありました。そのため、
急足で授業を進め、充分に学びを深めることができませんでした。そのため、
例えば調べ学習に必要な時間を考慮するなど、実態に即して時数の設定をし
てもらいたいと感じています。

931 〇
時数が多すぎる。しかし、それよりも学習内容が多すぎて時数が足りない。そ
の結果教員も子どもも余裕がなく大変苦しい。充実とは程遠い。

1018 〇 ５年生の算数がギリギリになってしまうほど、内容が詰まっている。
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下で

勤務
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勤務

08年

標準
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17年

標準

時数

下で

勤務

自由記述

52 〇 〇 〇 〇 〇
多すぎる。教えることが多く、教材研究を時間内でする余裕はない。割り切れ
ない家庭科や社会、音楽の組み合わせなど難しい。

488 〇 〇 〇 〇 〇

割り切れない授業時数のため、毎週時間割を作成し配付する時間が増えた。
詰め込み教育をしなければカリキュラムが終わらないため、厳しい子はどんど
ん置いていかれる。学力保障のため、給食時間や休み時間を削って補習をし
ている。

494 〇 〇 〇 〇 〇

標準時数が増えたこと，５日制になったことで、放課後の時間が削減され、子
どもの補習や放課後の活動が取れなくなった。また，教材研究や授業準備、
課題づくりなどの時間が持ち帰りをふくむ時間外になった。時間割の固定が
できず、時数集計が複雑になり、教科の進度の調整が面倒になった。時数確
保のために時間割が数パターン作られた。年度末になると、標準時数確保の
ため、時数不足の教科を多くするための学習が進められた。

562 〇 〇 〇 〇 〇
35の倍数となっていない教科は時間割が組みにくく、交換授業が行いにく
い。高学年は週３０時間となり、窮屈。

619 〇 〇 〇 〇 〇 2.5時間等の時間配分になり、A週B週等時間割が複雑になった。

922 〇 〇 〇 〇 〇

週あたりの時数が35の倍数でなくなったときから、毎週時間割を組む作業が
入り、多忙化の一翼を担っていた。また、教科の指導が過密になり、行事にあ
てる時間がほとんどなくなり、学校での楽しい活動が年々削られたと感じてき
ました。学校5日制は良かったが、時数の削減と併せて導入すべきであった。
そのために過密さがより強くなった。

486 〇 〇 〇 〇

時数が増え、子どもが疲弊している。我々も。本当にやりたいことを探す時間も
取れない。時間割が毎週同じだった時代は、今よりずっと事務的作業が少な
かった。余計な配慮余計な計算余計な作業に時間を取られている。子どもに
力をつける教材研究に時間を使いたい。

812 〇 〇 〇 〇
３５週で考えられているので、３５で割り切れる時数にしてほしい。子供たちの
リズムがあちこち行くので、忘れ物などが多くなる。

1005 〇 〇 〇 〇
週により、教科が変わってしまうことは、あまり良くない。時数が増えているが、
学習内容も多くなっているため、ゆとりがない。学校がやることが多い。教員が
子供とゆっくり関われず、多忙化している。

1027 〇 〇 〇 〇
固定の時間割が作れる時数になれば、毎週時間割を作る手間が省け、子供
の忘れ物が減るのではないかと思う

1113 〇 〇 〇 〇
35週で割り切れなくなった時から、時数集計の業務の負担がものすごく大き
くなった。

1118 〇 〇 〇 〇
学習時間に対して学習量が多い。もう少しゆとりがあるべき。また、１コマを複
数教科で分けなくてもいいようにすべき。

382 〇 〇 〇

割り切れない時数は、煩雑化をより推し進める。A週B週など週ごとに違う日
課を作ったり、学期に何回など計画を立てたりしたが、高学年になればなるほ
ど、出入りの関係も含めて時間確保が難しくなった。個人的には、時数より、学
習内容を子供が十分に理解したかが大事であると思う。

428 〇 〇 〇 A週B週と隔週で教科がちがうので、週案簿が無いと不安になります。

691 〇 〇 〇
教科担任制を導入するには、各教科、週数あたりの時数に端数が出ないほう
が運用しやすい。

４．標準時数の中に35で割り切れないものがあること　21件
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707 〇 〇 〇
週に2.7時間など割り切れなず、毎週時間割が変更になります。なるべく変わ
らないよう心がけています。1年生が毎日5時間、2年生が週に1回6時間授
業は必要のないと感じています。

868 〇 〇 〇
毎週、時間割を作るのが大変なので、毎週同じ時間割でできる時数だと教員
の業務負担が減ると思います

1120 〇 〇 〇
35で割り切れないのがやり辛さを感じます。毎日６時間授業は私たちも大変
ですが、子どもたちもきつそうです。

145 〇 〇
体育と家庭科で、週ごとに入れ替わりをすることはあったが、運動会等の体育
的行事が入ると家庭科ができないことがあり苦労していた。なので、体育との
入れ替わりは実施しなくなった。

560 〇

時数に対して教科数が多すぎる。現在6年を担当しているが、理社図国(小単
元のみ)で交換授業を週に3時間ずつ行うと国語と算数が時間割上、週3.5
時間となってしまう。学習内容を精選したり教科を統廃合するなど工夫して欲
しい

1008 〇 割れない週数のため毎週教科が変わるのは子どもにとって良くない
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自由記述

102 〇 〇 〇 〇 〇
特別活動が高学年２時間だったことについては、当時はクラブ、委員会も正規
の授業時数の中にありましたが、時数改訂後は、時数外にプラスで入れなけ
れば実施できなくなり、実質時数増となったと記憶しております。

324 〇 〇 〇 〇 〇

モジュール学習をとりいれ、効果的に運用した。木曜日、金曜日の6時校は、
児童の集中力に問題があると感じている。教える内容の精選をもっと現場に
ゆだね、標準時数を柔軟にとらえられるようして欲しい。卒業式の練習は、内
容いかんにか変わらず、時数にカウントしてはいけないと言われる。内容によっ
ては、教科の目標に照らし合わせた指導をしている。

597 〇 〇 〇 〇 〇
学習内容、〇〇学習等が多過ぎる。また、学活が1時間になったことで、学級
会が定期的に持てなくなり、話し合いの能力や自治的能力を育成する機会が
とても少なくなった。

713 〇 〇 〇 〇
指導要領で委員会活動やクラブ活動をしなさいと言っておきながら、時数の
保障がされていないことが納得いかないです。

1123 〇 〇 〇 〇
委員会活動など、授業時数としてカウントしないものが多々ある。これらを考
慮しながら標準時数を設定しなければならないでしょう。

110 〇 〇 〇

実際はさらに時数にカウントされないで（カウントできる項目がない、という見
解で。しかも時数外としてもカウントできないという理由で）行われている自治
的な活動が、子どもの休み時間を平然と削って行われており、さらに、そのこと
の問題意識がなく、「自主的な活動なのだから」と平気にすり替える教師が増
え、愕然としている。

268 〇 〇 〇
学校によって始業式や終業式、保健の測定や運動会といった行事などが教
科としてカウントされていないことで授業の時数に大きな差がある。なぜ、自
治体によって授業時間が違うのか意味が分からない。

887 〇 〇 〇

月～金のコマがパンパンである。休み時間にも委員会活動や児童の学習指
導生徒指導など、児童も教職員も時間的なゆとりは感じられない。
現行の学習内容の見直し、精選、時数の見直し。〔略〕ここに来て特活の時間
の必要性を感じている。

75 〇 〇

やらなければならないことを必死で消化するような感覚です。コマ数もそうで
すが、コマ数に対して、やらなければならないことが多すぎます。また、教科の
時間を使って（削って）行事や特別活動に取り組まなければならない状況が1
年を通してあるので、教師も子供も落ち着いて勉強できる時間がほとんど無
いと感じます。特に私の勤めるA市では、宿泊行事は４年生からあり、音楽会、
運動会、図工作品展など、準備に時間がかかる行事や活動が毎年行われて
おり、過密なスケジュールだと感じます。コロナをきっかけに、各校行事やカリ
キュラムを見直しているところですが、大きな改革、改善に繋がって欲しいで
す。

406 〇 〇
時数が多くて教員に余裕がない。また、以前と比べて行事や特色ある活動が
削られている。子どもを取り巻く環境が多様になっている今だからこそ、そう
いった活動の必要性を感じている。

688 〇 〇
この時数だと余剰がないため、行事に時数を使うと本当にカツカツのスケ
ジュールであった。

５．特別活動の標準時数が35しかないこと　11 件
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整
理
番
号

77年

標準

時数

下で

勤務

89年

標準

時数

下で

勤務

98年

標準

時数

下で

勤務

08年

標準

時数

下で

勤務

17年

標準

時数

下で

勤務

自由記述

111 〇 〇 〇 〇 〇

標準時数のスリム化も必要ですが、履修内容の見直し、精選、教科書内容の
スリム化も同時にはからないと、結局詰め込み教育に終始してしまう。親は、教
科書をきちんと教えてもらっているかをかなり気にしています。教師側の重点
教材の考え方は、親には通用しません。

163 〇 〇 〇 〇 〇

標準時数が多すぎるし、ねばならない学習内容も増え過ぎ。本来、総合的な
学習の時間は、子どもたちと相談しながら学習を多岐に展開していく時間で
あったはずなのに、今は、英語やパソコンなどこれをこれだけして！と決めつけ
られ、それに乗っ取られて、本来の総合的な学習の時間ではなくなっている。
時数が増えた際の工夫、①モジュールの活用した日課表の工夫、②「何が子
どもたちにとって大切な時間か」を話し合い、内容精選する、③②を踏まえ、な
くても構わないと判断した時間の廃止→ 毎日の掃除時間、チャイム、「子ども
が」好きでないと判断した行事等。

364 〇 〇 〇 〇 〇

最近は、子どもたちの下校が16時あたりとなり、しんどいだろうなと思うことに
加えて、放課後に、友達としっかり遊べる日も減っています。朝の学習の時間
のモジュールを１時間でカウントするだけでも、早く下校ができると思うのです
が、なかなかそれも難しいと言われてしまい…。

422 〇 〇 〇 〇 〇
高学年がほとんど6時間授業になることで、放課後の余裕はなく、クラブ、委
員会活動は縮小。学校行事も縮小になり、子どもたちが楽しみにしているもの
を減らすことになった。

492 〇 〇 〇 〇 〇
週休2日になった事で毎日の時数が増え、さらに外国語や総合的な学習が
入って、時数が増えて負担が大きくなった。モジュールの時間で1コマの計算
にして工夫した時もあった。

722 〇 〇 〇 〇 〇

あくまでも標準といいながらもそれを越えるように計画されていた。特にも、
2020年代は、全く余裕のない時数で、教育の質が問われる事態になった。午
前5時間授業等の工夫もしてみたが、小手先の教育課程の変遷では、何とも
ならないことがわかった。時数を増やすことが学力向上につながるのか、◯◯
教育の名前で、交通整理もせずに学校現場に導入する無責任体質を変えな
い限り、時代に即した教育は成り立たないだろう。時数を増やすことが、学力
向上ではないことに気がつくべきだ。

1009 〇 〇 〇 〇 〇
時数を確保するために、モジュールを活用していましたが、端数の計算が面倒
で、時数票を提出する時期は、憂鬱だったことを覚えています。

93 〇 〇 〇 〇
管理職が、モジュールを時数として認めません。実際に朝学で漢字学習して
いますが、何のカウントにもならない時間になってます。

105 〇 〇 〇 〇

今の勤務校は時数カウントを行い、標準時間に達しているので、給食がない
日は短縮40分×4時間で帰るなどしています。また朝にモジュール15分×3
回で1時間にしています。全学年木曜日は5時間目までです。4年以上は金曜
日の月1回のクラブ活動。5,6年はそれに加えて委員会活動をし、あとの２回
は5時間目までで帰宅します。わりとこの時間はゆったりしています。隣の学校
ではそうではないと聞きます。終業式の日も4時間学校にいるとか...。本当に
学校、校長によって異なるのかなと感じます。

113 〇 〇 〇 〇
本校では学期はじめ、終わりは給食後下校するなどできるだけ時数を減らす
ようにしている。また、朝の15分3日も時数にカウントしている。

168 〇 〇 〇 〇 帯時間を設け、１５分を３つで１カウントしていたこともあった。

６．時数編成の工夫　86件

64



311 〇 〇 〇 〇
以前よりは、学校行事や活動等など様々なことについて、削減、改善はされて
いるが、それ以上に増加している。多忙であり多忙感も増長している。

652 〇 〇 〇 〇

詰め込みすぎ。毎日四時過ぎまで、陸上記録会の練習などがあると４時半ま
で子どもの指導。退庁時間は4時40分で、定時に帰ることは不可能。帰れば
それだけ後からしわよせがあり、翌日以降の準備をしないと自分が苦しい。結
局は自分が進んで時間外に仕事をしているようになっている。標準時数を減
らさなければ働き方改革にはならない。午前に5時間授業をして、放課後の時
間を確保している学校もあるが、過密スケジュールになることは否めない。子
どもたちの集中力や持続力は10年前とは比べ物にならないほど変化してい
る。このまま同じような指導を同じような時数で行うことは無理がある。早く時
数削減をして、各校の実情にあった時程が組めると、子どもにも職員にも余裕
が生まれると思う。

673 〇 〇 〇 〇

１日の時数がどんどん増えているのが実感できた。昔に比べて先生も児童も
学校生活が忙しく、慌ただしくなっている。高学年は特に、委員会や実行委員
会を休み時間に行う必要があり、遊ぶ暇さえないこともある。先生も当然付き
合うため同様である。土曜日授業があった頃は、土曜日の午後、先生たちは
近隣校で集まり野球のリーグ戦をしていたたそうである。月?金も、子どもを帰
したらゆっくりできたらしい。今は、放課後も会議等何かしらあり、休憩時間は
あるが、誰も休憩していない。休憩したらその分帰宅が遅くなるからである。校
内の働き方改革は、十分進んだ。効率化、精選、やることはやりつくした感があ
る。国が人を増やす。お金がないなら学習内容を減らして授業時間を減らす。
そうしないと、多忙は変わらないだろう。個人的には、総合は小学生には必要
ない。基礎的な知識技能の習得に力をそそぐべき。英語は翻訳機がこれだけ
進んでいるのだから、大人になって必要な人が学べば良い。小学生に必要な
し。

890 〇 〇 〇 〇
毎日6時間授業では、児童も教員も疲弊する。午後は活動的で楽しく学習で
きるよう工夫していたが、毎日の授業準備もその分増えて大変だった。

893 〇 〇 〇 〇

現在は、まだ予備時数が多く高学年になると週29時間もあるので、放課後の
時間もあまりとれないし、担任希望する先生があまりいない。成績処理の期間
として2・3週間高学年で週4日5時間、週1日6時間、週26時間でやってみ
た。そちらの方が教師も子どももゆとりがあった。

1041 〇 〇 〇 〇
行事の削減の中、生きる力を求められ、子どもたちに考えさせながら取り組む
活動をすすめたいが授業の余裕がなく厳しい。

1043 〇 〇 〇 〇

新しい教科等が増え、教児共に余裕がない。楽しめる行事はどんどんなくな
り、ICTなど教師のスキルや自治体の整備状況の格差も見られる。長期休み
の日数を減らし、日々の時数を分散させるなどの工夫が必要だと思う。しか
し、行事１つをとっても変えることを嫌う管理職に、改善を求めても進まない現
状がある。

1105 〇 〇 〇 〇
標準時数に近付けることで、小学校教員の教材研究、事務仕事の時間を生
み出しています。また、子供たちにとって負担なく効果的な授業を模索すること
の大切さを、改めて感じられるようになりました。

3 〇 〇 〇

年々多くなっていることが負担となっていて、冬季は6時間目が終わると日が
傾いているので、長すぎると思います。また、A市では独自の標準時間数を設
定し2011年ころから実施していたので、これ以降の時数が増えたときには負
担感が増したという実感は少なかったです。A市では多くの学校がモジュール
制を取り入れ、朝学習に3分の1時間、週3回行うことで下校時間が遅くなら
ないように工夫していました。

7 〇 〇 〇

教育課程、やることが年々増えてきた。外国語をモジュールで朝の学習に実施
する等、工夫したが、とにかく空いている時間に詰め込むような感じで、子ども
にも、教員にも、どんどん余裕がなくなってきていた。やらなければ、こなさなけ
れば、問題なく一日を終えなければ、と自ら追い込んでいくような実態である。
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13 〇 〇 〇

時数も多くて大変だったが、それ以上に教科書の内容が多すぎて、以前はで
きていた学級独自の活動や、少しゆったりする時間、復習をする時間などがほ
とんどとれなくなった。学校では毎週水曜日をノー掃除デーにして、下校時刻
を早くする工夫をしたり、クラブを減らして年に数日5時間授業にするなどした
りしていたが、結局そこに会議が入るので学級事務の時間はほとんどなかっ
た。

37 〇 〇 〇
自治体の方針で週28時間になり、1時間ですが、子どもも教職員も余裕がで
き、きちんと授業時数も確保されています。

38 〇 〇 〇

標準といいながらも、内容が多いのでその時数内で子どもに力を付けさせる
のはかなり難しいと感じた。そのため、朝の時間を使ったりと工夫はしていた
が、子どもにとって充実していたかは疑問。今年度から時数が１コマ減ること
になり、放課後に余裕ができた。学習内容を減らすことで、教員・子どもたちと
もに余裕ができ、充実した学校生活を送れるようになっていくのではないかと
思う。

106 〇 〇 〇
本校では、朝学（15分＝1/3h）を週3回（以上）漢字学習など行い、国語の
時間1h加算している。

158 〇 〇 〇
余剰をとってはいたがコロナによって 余剰がなくて何とかなることがわかっ
た。つめつめの教育課程は教職員だけでなく、何より子どもの負担です。

178 〇 〇 〇

学校現場での工夫では、もういっぱいいっぱいだと思います。子どもたちも６
時間の日が多く疲れている気がします。学習内容を精選して、やめるものはや
めるなどしなければ増えるばかりです。○○教育と名をつけて学校に任せて
いるものが多いのではないでしょうか？　減らしましょう。

234 〇 〇 〇 モジュールで時数をカウント

278 〇 〇 〇
クラブ活動が減ったり働き方改革の視点に関連してだったりなどから、子ども
たちにとって学校が「通いたいな」と思う場所から、徐々に離れていっている気
がしています。

289 〇 〇 〇

年々6時間授業が増え、6時間という授業時間に子どもたちも少しずつ慣れて
きているようだ。午前５時間にすることで、午後の授業が１時間に本校はなって
いるので、6時間授業の長さ、辛さは、少し緩和できているかもしれないと感じ
た。

290 〇 〇 〇
小学校の教育課程に、外国語や総合、プログラミングなど、矢継ぎ早に押し付
けられたものや、内容が積み重なりすぎていて、現場の創意工夫で何とかする
のは限界！

323 〇 〇 〇

道徳や外国語の教科化などに加え、教科指導の中でプログラミング教育など
の実施等、様々な活動が上乗せになりました。持ち時間を減らすため、高学年
(5、6年)の体育時間を一方の学年担任が受け持ち合同で体育をする対応は
してきました。しかし、単学年の学習内容では学習活動をするのが難しく、ま
た、週あたり一時間だけの合同体育は、学年の学習内容の進度に合わせずら
く、系統的に内容をつなげていくことも大変でした。

335 〇 〇 〇
本校では、午前５時間制等子供も教師も負担を少しでも減らす工夫をしてい
るが、限界がある。多様な子供たちがおり、どの子も余裕のない毎日を送るこ
とになり、悪循環になっていることが多い。

66



355 〇 〇 〇

外国語にせよ何にせよ、やった方が良いという思いで増やすばかりなため、今
までの時間割では限界が来るのは目に見えていたと思う。学校ごとに業間休
みや昼休みを削ったり、予備時数を調整したりと苦肉の策を行っているが、児
童（特に特別な支援を要する児童）の負担感は増している。負担感が増して
いる状態で、授業が充実するわけがないと思う。（その中でも児童自身はがん
ばっているとは思うが）小学生に外国語って本当に絶対必要ですか？その前
に国語を確実にやろうよと思うのは私だけですか？また、職員にとっても負担
感は当然増しているが、その上で働き方改革をせっついてくる状況に「無茶を
言うな」と言いたい。〔略〕時数が増えるなら、それに伴って実働できる適切な
人的措置を考えないとならないと思うが、それがなされないのに職員に余裕
ができるはずもない。その状態で充実した授業に繋げられるかは未だに甚だ
疑問である。蛇足が過ぎましたが、以上です。

374 〇 〇 〇

標準時数が増加し、かつ必ずクリアしなければならないものとして扱われたこ
とから、予備時数確保のために授業日数・総授業時数は増加の一途をたどり
ました。しかしここ数年で、やむを得ない事情で標準時数に達しない教科が
あったとしても、そのことのみをもって法令違反とはしない、という文科省の通
知が出されたことによって、余剰時数を抑え総授業時数を削減する教育課程
編成が可能になりました。これにより、現任校では行事の見直しと併せて週時
数を削減し、最大週28コマで運用しています。ただし、その分各教科の授業
時数をより適切に管理する必要があるため、そちらに労力を割かざるを得ま
せん。

379 〇 〇 〇
教科数や時数が増え（外国語、道徳、総合）慌ただしくなり、子どもも学校も
疲弊している。実技教科を午後に回すなど時間割の工夫をしたが、限界があ
る。学びが充実したとは思えない？

384 〇 〇 〇
週時数が増え、子どもが疲弊しているように感じる。モジュールを取り入れるこ
とで一時間を確保している。

393 〇 〇 〇
予備時数を極力減らしてる本校の教育課程は、子供に無理がないので、いい
と、思う。

457 〇 〇 〇
そもそも、各地域で気候なども違うのに、全国一律というのが納得いかない。
また、高学年でも週27.28で可能な学校もあるので、そちらも考えていただき
たい。

530 〇 〇 〇
教員の授業研究の機会を確保するため、モジュール学習を導入し、やりくりを
していた。また、５日間全て6時間は子供にとって負担が大きく、学習効率も低
下する印象。

538 〇 〇 〇
時数が多くなり、充実するかと思ったが、6時間目を1日減らすために15分ず
つの短時間学習を週３回入れたことで、逆に余裕がなくなってしまった。

576 〇 〇 〇

朝の時間15分をモジュールとして3回で1時間にカウントしています。
昔に比べて子どもたちの自由な時間が減ったので、ずっと学習しているような
感じがします。6時間目になると子どもたちも疲れています。
習い事の時間に間に合うようにさようならをした後急いで帰る子どもたちを見
て、なんだか大変だと感じています。

596 〇 〇 〇
外国語活動や外国語科が入って、時間割組むのが大変で、国語とか算数と
かを帯でとったりしてた。

67



633 〇 〇 〇

現代の子どもたちは習い事も多く、共働きで学童へ行く子も多く、土日は家族
の時間となると平日子ども同士で遊ぶ経験が少ない。親同士が友達じゃない
と遊べない…といった声もよく聞かれる。6時間目まであると、子どもは疲れて
しまうようで、時数のわりに授業が充実しているかというと正直自信がない。
教科が偏らないように…など時間割を工夫してメリハリをつけたいが、教科担
任制の導入で交換授業をしているとそれも難しい。また6時間目が終わって
子どもが下校すると16時、そこから保護者対応や会議、丸付けなどをすると
授業準備の時間も休憩時間も勤務時間内には取れない。教材研究が後回し
になってしまい教員相互の高め合いができていないことも授業の充実に向け
た課題となっている。

675 〇 〇 〇
標準時数が多すぎる。子どもにも教員にも余裕がない。工夫をすればするほ
ど、教員の負担は増すばかりです。

678 〇 〇 〇 モジュールで稼いでいた感はあります。

709 〇 〇 〇

標準時数と勤務時間は切り離せない関係です。標準時数が多い高学年担任
は低学年担任よりも勤務時間が長くなったり、抱える業務が多くなったりして
きました。低学年は、余裕時数が多すぎるので、標準時数を基に、適切な週コ
マ数を設けて、午前授業の日をつくるなど、早めに下校させるなど柔軟な対応
をしていく必要があります。そうすることで、低学年担任は、担任外の業務や、
高学年の専科指導など業務を均等にすることができます

724 〇 〇 〇
学校により時間帯は違いますが、45分を3分割した15分を3回で、1時間扱
いにするモジュールが取り入れられました。45分の授業と同等の内容にはや
はりならなかったと感じます。

859 〇 〇 〇
６時間授業が増えることで、放課後の授業準備の時間が圧迫されます。私の
学校では、月に一回程度半日の日がありましたが、授業準備や事務処理に
時間がかけられるのため、教員に大変好評です。

955 〇 〇 〇
今は時数が多く、教師も子どもも負担が多い。モジュールを取り入れないと大
変。

993 〇 〇 〇
低学年は毎年、標準時数がかなりオーバーします。低学年は学習内容が標準
時数内で終わります。低学年は空き時間がなく、クラブも委員会も担当してい
るので、週27時間持ちます。モジュールは扱いづらいです。

1039 〇 〇 〇

標準時数よりも、かなり上乗せで時数を確保しているので、実際はもっと多
い。もう少し減らして、子どもも教員もゆとりがある方がいいと思う。放課後の
ゆとりを産むために、本校は、日課を変更しているが、子どもたちの休み時間
は短くなっているので、それも可哀想かなと思うところである。

1108 〇 〇 〇
10年前は、週28コマは当たり前でした。空きもなくそれが普通でした。マヒし
ていたのだと思います。そう考えると、現在は、空きがあるので楽になりました。

26 〇 〇

現行の指導内容を標準時数内でやろうとすると、なかなか余裕がない。子ど
もたちが分かっていないなぁという様子でも、復習の時間をあまりとることが
できない。（足踏みをすると、学期末や年度末にしわ寄せがきてしまうので）。
とにかく学習を進めることを優先しなくてはならず、学校行事に向けての準備
もどんどん簡素化（よい面もあるが）していく一方。子どもたちにとって、これで
いいのだろうか。

39 〇 〇

筑波大学が、カリキュラムオーバーロードという言葉を出していました。教育課
程の内容が授業時数を超えているのではないかという考えです。僕はこの考
えに賛成する立場です。今の子どもは忙しすぎますし、教職員にも余裕があり
ません。教育課程の内容を削るべきです。具体的に何を削るべきかは、答えら
れません。現場はかなり工夫をしています。掃除を削ったり、朝学習を見直した
り…でも限界があります。子どもは学校、デイサービス、塾、社会体育と大忙し
です。標準時数のみで起きている問題は少ないのでは無いかと思います。ス
マホの普及、核家族化、物価高の上昇…ここらへんが複雑に絡み合って、あら
ゆる生きづらさを生んでいると僕は考えます。

68



63 〇 〇
特別支援学級の児童が増加傾向にあり、個別学習の取り出しの為に、学年よ
りも先に特別支援学級の方で時間割を考えるようにしていた。

225 〇 〇 モジュール学習をうまく使えると楽になるのではないか。

227 〇 〇

全体的に多いイメージがあります。これは学校教育で求められる内容が多く
なったり、質も高いモノを求められているからだと思います。行政の精選縮小
化、モジュールタイムの活用など行なっていますが、一日辺りの学校生活は隙
間なくゆとりない生活を子供達は送っています

254 〇 〇
モジュールで15分を3日行い、水曜日を5限としていました。毎日6限は子ど
もにとってしんどいです。いじめや嫌がらせがなかったとしても、欠席者は多く
なると考えられます。

275 〇 〇
マネジメントしていけば、もっと少ない時間数でできます。教科書会社が出して
いる教師用(通称赤刷り)が、全て指導の邪魔をしている。時間数に関しては、
モデルとしての扱いで良いのでは。

331 〇 〇
現在は、やるべきことが増えすぎている。学校ごとの精選にも限界があると感
じる

349 〇 〇

モジュール(15分×3)を設けて、1日に少しずつ授業時数を確保し、全体とし
て授業日数を減らし、長期休暇ができるだけ長く取れるように工夫していた。
→標準時数が多すぎて、教員の働き方や、子どもの生活への圧迫感があり、
それを軽減しようとしていた。標準時数がもう少し少なくても、学習内容の充
実には特に問題がないと感じる。

410 〇 〇
現在は、長期休みを減らして、授業時数を確保しているので、子どもにも教員
にもゆとりが不足しているように感じます。

416 〇 〇
単純に、小学生には時数が多いと感じます。児童会活動が負担に感じるほど
です。行事を休み時間に行うなど、子どもたちは休む時間もありません。特別
支援の児童たちにとっても、とても窮屈な日課です。

421 〇 〇
必要な教科が増えるばかりで余裕がなくなっている。何かを増やすなら他を
減らすことも考えてほしい。あまりに授業時数が増えてきていたので学校では
授業時数を減らした。

431 〇 〇

1週間のうち6時間目が多いのは子どもも大人もきついです。集中力も続きま
せん。体力も持ちません。効率も悪いです。本校は校区が広く登下校に時間
がかかる点も6時間目授業が多いことは子どもを危険に晒すひとつの要因で
す。朝学習のモジュールを行うことで6時間目の日を1日減らしました。しかし
まだ足りません。年々、道徳、外国語、ICT活動などやらなければならないこと
がおろされ、内容も次数も増えています。そのせいで基礎的な学習がじっくり
できず、学びの積み重ねが積み重なりにくくなっています。今のつめこみ教育、
大問題です。やるだけやって力をつくまではできていない。頭に残っていない
現状。内容削減、時数削減。子どもにも休息、自主的な学びの時間、仲間と遊
び人間関係を学ぶ時間など、それぞれが使える自由な時間が必要。
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433 〇 〇

授業時数が多く、子どもが疲弊しきっていた。それでも、学習指導要領に明記
された指導内容を学習するには、時間に余裕がなかった。コロナをきっかけ
に、教職員で議論を重ね、授業日課を見直し、６時間日課でも15時下校がで
きるようになり、子どもにとっても教員にとっても良い改革となったが、「幼稚園
より下校が早い」「そんなに早く下校されては困る」等の保護者の声から、校
長会で日課を元通りに戻すように言われ、一方的なトップダウンで今まで通り
の日課になった。「子ども主体」を掲げながら、指導内容を終わらせることに
追われ指導の要素が強くなり、「民主教育」を掲げながら、多数決での決定
が多くなり、少数派の意見を軽視することが多かった。ソサエティー5.0で「創
造性」を謳いながら、新たなものを生みだすための時間が保障されていな
かった。　何度も同学年を経験していれば、学習内容に軽重をつけながら一年
間の学習を行えるが、小学校において、その条件が当てはまる教員は限られ
ている。結果、指導内容が終わらなくなり、余剰事業時数を積み上げることに
つながっている。

495 〇 〇

総合、外国語、道徳、ICTなどの国からのものがどんどん増えるばかりで、子
どもたちが本当に付けるべき力が身に付いてるのか疑問である。専科指導の
充実でかなり助けられているが、学年によっての差が大きすぎる。例えば６年
生では4教科専科。４年生では1教科。平等にはできないが、できるだけ分担
できればいいなと感じている。

570 〇 〇
高学年になればなるほど、時数が多く、負担も多いので、専科の先生を配置
して少しでも負担が軽減されるように工夫されていた。

663 〇 〇
行事を合わせるとやる事が多く、子どもも忙しい印象がある。余剰も減らす動
きがある中で、時間に追われた対応が優先的になり、余裕を持った指導に難
しさを感じる。

939 〇 〇

モジュールなどを活用して平日の授業時数も工夫されてきています。業務改
善の観点からやっていますが、やはり平日の授業時数と教材研究時間が見合
いません。ゆとりを持って勉強したいと思う反面、時数がカツカツで思ったよう
にできない時もあります。

948 〇 〇 モジュールの活用が難しい

1016 〇 〇
大規模校は教科担任制を取り入れ、教材研究の時間を確保し、充実した教
育活動ができるかもしれないが、中小規模校では実現が難しいと思う。

1093 〇 〇
今まで行事で行っていた時間を削減し、教科等の指導要領のねらいを達成
できる内容と関連付けて、標準時数に入れていくことで、教科の内容も満た
し、週時数が１時間でも減るとゆとりが出てくると考えています。

1099 〇 〇
モジュールなど、１５分単位の朝の学習も４５分で１時間カウントで子供の実
態に合わせて工夫していた

1124 〇 〇

教える内容に対しては、もっと増やさないと無理な時数だと思う。物理的に増
やすのが無理なのだから、教えている内容を削るという行為が当然必要だ
が、なぜかやることは増えていくので、現場レベルで取り組める働き方改革や
教育課程の見直しは、すでに限界を超えている。国としての判断が必要だが、
期待するだけ無駄なので、これからも倒れる教員は増え、教員になりたいと思
う人間は減り、また現場に残る人の負担が増え、という負のスパイラルで教育
は衰退していくと思う。

81 〇
小規模校に勤務していたのでクラブ活動が成立せず、モジュールで全校で縦
割り班活動をしていました。

125 〇

A市の小学校で勤務していますが、僕の所属する学校では、毎週水曜日は5
校時までとなっており、会議をその日に行なったりゆとりを持って業務を行うこ
とができます。全ての曜日で5校時とは行かなくても、いくつかの曜日であれ
ば業務的に楽だなと思いました。

283 〇 モジュールを活用して週の時数を減らしていた。
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475 〇
やることが多く、時数が足りないと言っている場面が多い印象です。結果的に
なくなるのは子どもたちが楽しめる行事関係で、寂しく感じます。

797 〇 高学年で、5時間授業の日を増やせると思う。

896 〇
今勤務している学校は、前年度小学校2年生で週に1回6時間授業の日があ
りました。しかし、今年度は朝の時間を活用することで(1回15分×週3回)時
間を確保し、毎日5時間授業になりました。

914 〇
時数が多すぎて、放課後外で遊ぶ時間が減り、習い事も遅くまですることにな
り、かわいそう。1-3年生は、時数に余裕があれば1月から週時数１時間カット
している。

841 〇 〇 〇

標準時数のあり方というよりは、教育内容の検討が必要だと思う。子供達の
生活時間としては、無理のない時間だとしても、自分が子供の頃にあった学習
発表会や遠足、運動会などの楽しい行事が削減され、学習の詰め込み、学力
向上ばかりがクローズアップされ、息苦しい。学習が苦手な子にとっての、居
場所づくりが難しい。

613 〇 〇 〇 学校の特性に合わせて自由に組めるような自由さが今はもうない。

123 〇 〇 〇

小学校高学年の教科担任制の導入により、担任の空き時間が増加し、授業
準備時間が取れるようになった。本年より特別支援学級の担任の授業がこれ
までの国語、算数程度ではなく、約50%の授業内容を通常学級から特別支
援学級で持つことが義務付けられた。特別支援学級担任にとって大変負担
増となっている。少人数てあれ、異学年でマックス8人の障害がある児童への
対応は、一人では厳しいケースが多発している。市町村によって支援員が配
置されているものの、不足している現状があり、増員が急務である。その年ご
とに児童の実態も異なるため、これまでの配置人数で対応できないケースが
ある。ところが行政はそのようなケースに対応できる予算がなく、教務主任や
空き時間の教師にT2として入ってもらうなど、教員の負担増がある。
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整
理
番
号

77年

標準

時数

下で

勤務

89年

標準

時数

下で

勤務

98年

標準

時数

下で

勤務

08年

標準

時数

下で

勤務

17年

標準

時数

下で

勤務

自由記述

53 〇 〇 〇 〇 〇 内容を精選し、ゆとりある時数に戻した方がよいと思う。

83 〇 〇 〇 〇 〇

いろいろなものを増やしに増やしてパンパンな状況を改善するべき。こんなに
増やして、結局、日本の学力は世界の中で通用しない学力でしかない。ゆっく
り子どもたちと過ごした時代のほうが、世界に通用する日本人だった気がす
る。

134 〇 〇 〇 〇 〇

課題教育の範囲が広くなったため、授業時数の増加が行われたが、児童の
集中力が続くかしっかりできるかというとそれは違うと思う。
課題教育をアウトソーシングできる仕組みがあるとよい。そのことて、専門性の
向上と雇用の創出につなげるよう政策に反映させてほしい。

206 〇 〇 〇 〇 〇 時数確保に追われる。総時数も減らしてほしい

228 〇 〇 〇 〇 〇
学校の裁量で子どもの実態に応じて、時数を決められるようになるといいなぁ
と思います。体験的学習をできるような時間の使い方をしたいです。

250 〇 〇 〇 〇 〇
子ども達は昔と比べ疲れている。子どもにも教職員にも余裕が必要だ。毎日、
4時間授業でいいと思う。

279 〇 〇 〇 〇 〇 標準時数より人員を増やし、一人の持ち時間を減らすことが最優先だと思う。

291 〇 〇 〇 〇 〇 どの教科も35で割り切れる時数にしてほしい。

334 〇 〇 〇 〇 〇 6時間の日を減らすことが、必要と考える。

359 〇 〇 〇 〇 〇
学校は午前授業で集中して取り組むような標準時数が，理想である。午後は
芸能やスポーツなどの地域の社会教育に任せられるとなお理想的である。

419 〇 〇 〇 〇 〇

時数が多すぎる。思い切って、午前のみの授業とし、午後は地域に返し、その
中で生活、総合、体育、クラブなどに充てるのが望ましい。短期間で成果を求
める学習を、学校教育に求める時代は終わった。改革しないと、定額働かせ放
題の教員待遇は、変わらない。働き方改革は、改善されないぞ!子どもにとっ
て、その道の専門家による指導の方が、幸せなこともある。俄によるとってつけ
た様な教えより、ずっとましなことも、たくさんある。

436 〇 〇 〇 〇 〇

若い頃は、時数が子どもの生活に合っているかどうか、考えたこともなかった。
昔は、子どもを学校で長い時間引き受ける責任感のようなものがあったが、今
の子どもの実態からすると、標準時数は少なくてよい。また、教員の予備時数
神話、いわゆる時数が足りないと教科書が終わらない、学力をつけきるか不
安、という意識を変えないと、学校は変わらない。

474 〇 〇 〇 〇 〇
毎日、6校時まで学校にいるのは、平日の放課後、子供達が遊んだり活動した
りする時間が限られる。放課後、自由な時間を多くしてあげたい。だから、時数
を減らす工夫をしては、どうでしょうか。

485 〇 〇 〇 〇 〇
時数が多すぎて、学習に対する集中力が続かないような感じがする。学習内
容や行事を見直して、時数を少なくしたほうが、よいのではないかと思います。

500 〇 〇 〇 〇 〇

教員も児童も授業時数や内容が多すぎて消化しきれない。海外のように教育
指導要領の内容を精選してゆっくりじっくり取り組めて、個別最適化が可能な
基本的な内容に抑えてほしい。現場は書類の作成、提出、調査等、授業とは関
係のない仕事に追われて疲弊している。早急に教員数の確保を行い、カウン
セラーや弁護士等の専門家を配置してほしい。このままでは教員になりたいと
いう人材がいなくなってしまい、日本は崩壊すると大変危機感を感じる。

７．要望や提案　216件
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586 〇 〇 〇 〇 〇

時間割を組む作業や授業の準備などを考えても各教科などの時数は、35で
割り切れること、週時数は、28以内（学校行事や児童会活動なども含む）で
あることが望まれる。そのためには、時代に合わせて何かを増やすときには、同
等数の削減を必ずすることを前提に考えて欲しい。

598 〇 〇 〇 〇 〇
専科を導入する教科を増やすなどして、1人が受け持つ教科数を減らすと、負
担が減ると思います。

625 〇 〇 〇 〇 〇

時数的には充実しているように見えても、現在5日のうち4日が6時間授業と
いうのは、学習する児童にも、授業する教員にも、負担しかありません。教員の
人数も不足している中、教員の有給休暇がどんなに保障されても、それを補う
教員の負担だけが増えました。教科内容の削減と標準時数の削減と、教員の
充実をお願いします。

667 〇 〇 〇 〇 〇

時数は、35で割り切れる数にしてほしいと思っています。教員の負担を減らす
ため、標準時数を減らしてもらいたいとは思いますが、それ以上に教える内容
（量）を減らしてもらいたいと思います。理解した内容を、復習する時間すらあ
りませんし、そもそも児童指導が入ると、授業を進めることもできなくなります。
余裕をもった計画で進めていけたらと思います。時数が多くても、充実してい
るように感じられた昔は、授業以外の仕事が、今より少なかったからだろうなと
思います。

726 〇 〇 〇 〇 〇
指導要領の内容が増え、指導時数がめいいっぱい。学習指導要領の内容削
減とともに、標準指導時数を1000時間以下にしないと、子どもも学校に余裕
がない

737 〇 〇 〇 〇 〇

五日制は定着しているにも関わらす、制度前の時数で５日につめこまれ、かつ
英語教育、ICT教育など新しい教育課題などの対応で膨張している。いじめ、
不登校、生徒指導上課題、発達特性など子どもをめぐる教育課題も多様で
深刻な状況が加わり、一人の担任が関わり、こなしていける教育課程にはなっ
ていない。教員一人あたりの授業コマ数を上限規制し、これに沿った教員の
定数改善をしない限り、主体的、協働的で深い学びの追求達成は過重にある
と思う。総時数も標準から大幅に多いところに是正通知されるようだが、現場
はなぜそうせざるを得ないのかこそを理解すべきだと思う。規定の時数で十分
学力定着ができない内容過多のため、加力や補充の時間設定をあえてしな
いといけない根本の問題点を文科省は考えるべき。結局は、水曜日5時間以
外はフル6時間の週時間割になっている。

759 〇 〇 〇 〇 〇
余剰時数を有効に活用し、児童も教職員も時間的にゆとりのある、実効性の
ある標準時数を考えるべき。

835 〇 〇 〇 〇 〇 標準時数は削減することが望ましい。放課後の遊ぶ時間が少ないと感じる。

874 〇 〇 〇 〇 〇
現在、高学年は週29時間の授業時間で、学習している。教職員、こども、どち
らにとっても、授業時間が多過ぎる。週あたりの授業時間を20時間程度にす
る必要がある。

995 〇 〇 〇 〇 〇
今の標準時数の授業をするとなると、授業だけで勤務時間は終了します。勤
務時間内に仕事を終えるには、時数を減らして勤務時間内に授業準備をする
ようにして欲しいと強く思います

8 〇 〇 〇 〇
時数を減らさないと、教員の仕事は減らないと思うし、メンタル的にも改善しな
いと切に思う。

15 〇 〇 〇 〇

今現在は理科専科をしており、週当たりの持ち授業時数は12時間程度。この
時間であれば教材研究の時間も十分に確保でき、授業内容も充実させられ
る。現行のカリキュラムは詰め込みすぎており、担任一人では対応しようがな
い。カリキュラムの見直しがないのであれば人を増やして週当たりの持ち授業
時数を最大でも20時間程度にする必要があると感じる。

19 〇 〇 〇 〇
今は、標準時数は多く、子どもたちにも教職員にも負担が大きく、学校を楽し
むゆとりはない。子どもたちが学校楽しいと思えるように、時間のゆとりが必
要。思いきって１コマ削ってよいと思う。実際できている市町村もある。
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55 〇 〇 〇 〇
学習の定着をはかれる児童と、もっと時間を必要としている児童がいます。教
職員は授業をするだけでいいのであれば、そこまでの話ですが、一人ひとりの
学びを大事にしたいので、もっと余裕のある内容にしてほしいです。

58 〇 〇 〇 〇

5日制以降の子どもたちの生活において、時数が多過ぎます。放課後や休み
時間に培われる関係性が著しく損なわれています。教員も忙しく、ごくたまに
時間が空いているときに、そこを狙ったように子どもたちは話しかけてきます。
子どもも教員が忙しそうにしているのを見て、話しかけたい、聞いてほしい気
持ちを抑えているのです。時数を思い切って削減し、子どもたちにゆとりを取り
戻すべきです。

68 〇 〇 〇 〇
教科が増え、毎日余裕なく学習時間が詰め込まれ、教師も児童もじっくり学習
に取り組めていないように感じます。もう少し、ゆったりと学習できるような時数
や学習内容になれば…と思います。

207 〇 〇 〇 〇
私が、小学生のころの、一～二年生は、四時間授業。あれが、なつかしい。ゆと
りほしいですね。

220 〇 〇 〇 〇
学習内容が多岐多様になったので、準備がかなり必要となったが、担任一人
でいろいろやるのは無理がある。教科担任制をもっと進めて、教員を増やし
て、学習内容を充実させたい。

253 〇 〇 〇 〇

週あたり、授業時数を詰め込むだけ詰め込んで、子どもたちと語らう放課後の
時間も無くなった。職員会議の時間さえ生み出せない、放課後の打ち合わせ
もできない。そして、埋められないその時間は、超過勤務となって職員の心と身
体の健康まで奪うようになりましたよね。前回の指導要領改訂のときから想像
がついていました。疲弊する教育界になるということが容易に想像できまし
た。現場感覚の無い人たちが、これだけ時数を増やしたからこうなったわけ
で、週あたりの時数を減らし、6時間授業日は多くても週に2回までとするべき
です。こんなに遅い時間まで子どもたちを勉強漬けにしても、学習効率はあが
らないです。昔のように「この指とまれ」で遊べる時間を増やす方が、子どもに
も大人にも大切です。学習指導要領が次に改訂される頃、私はもう退職。残
念で残念で仕方がありません。子どもと語らう時間が無いのですから。

276 〇 〇 〇 〇

勤務時間と授業時間の割合が、適切な勤務時間を阻害している。特に、小学
校は壊滅的である。持ち時間が多い小学校では、職員数を増やして、持ち時
間を減らしていく必要がある。でなければ、たくさんある時間数は子供にとって
苦痛以外何ものでも無い。今の時間数を減らすではなく、教師の持ち時間を
減らして、充実した学習こそ意味があると思う

280 〇 〇 〇 〇 高学年は大変なように思います。標準時数が週1、2減るといいのですが

336 〇 〇 〇 〇
6時間授業の増加、休み時間の減少など、子どもたちの負担はおおきい。ま
た、教科が増えてきているので、時数は増える一方で、精選してほしい。成績
処理も電算化の一方で、量的に増えたと思う。

348 〇 〇 〇 〇 本当に必要な授業時数の精選が必要だと、思っている。

375 〇 〇 〇 〇 指導内容が増えると標準時数も増えるので指導内容の精選が必要。

402 〇 〇 〇 〇
内容が多すぎるために時数も多くなっている。内容を絞り時数を減らすことで
充実した学習ができる。現場で自由に取り組めるような内容時数が必要。

403 〇 〇 〇 〇
時数を増やしたことで、単純に学びが充実すると思っている人がいるのが不
思議でなりません。機械ではありませんので、作業時間を増やせば多く作れる
というものではないことに、なぜ気づかないのか。不思議です。

411 〇 〇 〇 〇
放課後に少し余裕をもてる時数は、週25から週27程度と感じている。子ども
にも、ほぼ毎日六時間授業はかなりハード。

442 〇 〇 〇 〇

小学校は中学校と違って専科も少なく、標準時数イコール授業時数ですよ
ね。一度トラブルが起きるとそちらに追われてしまいました。副担任がいればど
れだけ助かったかと思います。ぜひ副担任を増やしていただき、業務の削減に
繋げていただければと思います。
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444 〇 〇 〇 〇

何もかもが、子どもたちの学びに必要だ…と、教育内容を盛り込み続けてきた
弊害は、とてつもなく大きいと感じています。文科省や教育委員会の言いなり
になって、従順に「学び」を子どもたちを押しつけてきた教員は少なくなく、今
となっては、その、盛り込まれ過ぎた「学び」の中で認められ、その価値観の中
で成長した若い方が、学校現場にたくさん新たな教員として入ってきていま
す。「教育」とは何かが語られない学校、職員室。学校教育は、壊れていくばか
りです。早く、標準授業時数を見直していただきたいし、昔の学校みたいに、子
どもたちとゆっくり語らい合う空間を増やしていきたいものです。

480 〇 〇 〇 〇
小学生に６時間授業は長すぎる。集中力も続かず落ち着きもなくなり非効率。
標準時数を減らすべき。また、学校で学ばせるものが多すぎる。日常生活の指
導や人間関係、SNSなど学校が担い過ぎる。学習指導を中心なら行うべき。

497 〇 〇 〇 〇
現在の状況は、週のコマ数が多く、教職員にも、子どもにとっても負担が大き
過ぎる。改善が必要と思う。

614 〇 〇 〇 〇
学習内容を現代に必要な内容に精選して、学習内容を減らし、標準時数を減
らした方がよい。学校にいる時間が長い。

618 〇 〇 〇 〇
土曜日があった頃は、まだ６時間授業の日が少なく、やることができていた
が、最近は毎日がフルで学習しなければならない。これから教えることを精選
し時数を減らしていくべきだ。

622 〇 〇 〇 〇

週 6日の方がゆったりと学校生活が送れていた。学習においても、余裕をもっ
てできていた。週5日制が今はいいが、現行の制度は詰め込みすぎ。せめて少
し前の制度の方が、子どもの負担も少ない。標準時数のあり方は、今の子ども
の現状をみて考え直すべき。

623 〇 〇 〇 〇
週５日制を考えると、2008年がしっくりくるが、「確かな学力アピール」からゆ
とり教育や総合の充実が蔑ろにされた。時数もだが、学習内容も同時に精選
が必要だと思います。

629 〇 〇 〇 〇
小学校のほぼ毎日６時間は、教師も児童も辛い。空き時間が全くないと、授業
の準備ができない。小学校は4時間から５時間でないと無理。または教師の
持ち時間を週20時間程度に抑えるべき。

693 〇 〇 〇 〇

標準時数をクリアするために、モジュールなども利用して頑張ってはいるが、そ
もそも、時数というよりも、やる事が多く、新しい教科もどんどん詰め込まれて、
余裕もゆとりもない。子供を教えるためには、まず教員の働き方にも国は政策
をしてほしい。子供が帰ってからの、四時から会議など、疲労でしかない。会議
後からの教材研究もままならないまま、保護者のクレーム対応とか、30年前に
はなかった業務が山積みです。標準時数をクリアするために１時間を４０分に
という動きがありますが、例えば理科の実験や、音楽、家庭科、体育など、専科
だったら教室に入って少し授業をしたらすぐにおしまいのように感じます。教科
を減らす事が最優先かなとも思います。

715 〇 〇 〇 〇

ゆとり教育が始まって、落ちこぼれる子が少なくなり、こどもたちも表情が明る
くなった。今は、授業時数が多すぎて、こどもも教職員もいっぱいいっぱいに
なっている。ゆとり教育の頃とまではいかなくても、もう少しゆとりある教育課
程になってほしい。

718 〇 〇 〇 〇 １日にあまり授業を詰め込み過ぎてはいけないと考えます。

734 〇 〇 〇 〇
教える内容を選択制にすることで、もう少し削減してほしい。そうすれば、標準
時数を減らすことができる。

750 〇 〇 〇 〇
モジュールをうまく使って
学力を保障しながら、６時間の日を減らしたい

764 〇 〇 〇 〇 もっと削る

818 〇 〇 〇 〇 現在の指導内容のまま、時数だけを減らすのは、子どもも教員も苦しむだけ。

823 〇 〇 〇 〇
標準時数が変更することで、子どもたちに不利益が生じないようにすること
が、大切だと思います。
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846 〇 〇 〇 〇

学校にいない時間（放課後や休日）も子どもにとって大切な時間だと思うが、
その時間は家庭状況によるので、充実した時間を過ごせる子どももいるが、学
校にいた方が心配もなくなるしいいという場合もある。担任としては、学習の
準備時間も確保したいので、子どもが学校にいない時間も欲しい。

912 〇 〇 〇 〇

標準時数という名で、学校はなんかあったら困ると言う事で、プラス50以上の
時数を余剰でとり、行事や委員会、クラブと毎日六時間授業では、体が持た
ない。昔はよかったかもしれないが、今は、生徒指導上の仕事も授業後にあ
る。教科担任のいない学校は、仕事が終わらない。なんとか、標準時数を少な
くするか、教科担任を入れるかしてほしいと思います。

941 〇 〇 〇 〇
6時間授業を減らしたくとも、指導内容が多くて難しい。急いで教えるゆとりの
ない姿が見えるから週コマを減らせない。教科書をちゃんと見てから、予備時
数を減らすようにいってほしい。

944 〇 〇 〇 〇

今、週時程で５時間の日を増やそうとする動きになっており、その分、夏休みに
登校したり、創立記念日や県民の日を授業日にしたりする傾向にあります。ま
た、前文科省永岡大臣が、余剰時数分を洗い出すということですが、学習内
容が多く、現在でもキツキツで終わる状態なので、内容を精選しなければどう
にもならないと思います。また、何でも学校で行うという風潮を世の中から無く
さないと、教員不足は解消しないと思います。

960 〇 〇 〇 〇
児童にとっても教員にとっても現在の時数は負担が大きいので、授業時数を
減らしてほしい。

973 〇 〇 〇 〇 年々忙しくなってきている。人を増やしてほしい。

1056 〇 〇 〇 〇

時数を増やした分忙しくなり、結果として必要な学習に力を集中させることが
難しくなった。さらに１日の学習時間が増え、教材準備の時間が減っているの
に学力向上を強いているのは矛盾してると思います。必要な学力を身に付け
させるのであれば、学習内容や教科の精選、または学校行事や校務分掌の
見直しなど海外の取り組みを参考に抜本的な改革が必要だと思います。

1091 〇 〇 〇 〇
児童が自主的に計画して活動する時間がなくなったと感じる。今の児童こそ
特活の時間が大切だと思う。

1096 〇 〇 〇 〇
指導内容を精選して、1000コマ以下にして欲しいですね。教員にとって放課
後の時間がすくないことは明日の業務に支障が出る。

1102 〇 〇 〇 〇
毎日６時間は子どもにとっても、教員にとっても負担が大きい。もう少し少なく
てよい。指導内容を厳選して、もう少し減らせるとよい

1127 〇 〇 〇 〇

標準が多すぎて、学校への拘束時間が長いです。子どもたちも先生も「疲れ
た」と言うことが多くなっています。会議では、児童の具体的な様子を語りなが
ら、余時数が増えすぎないよう毎年要望しています。（これは冗談話ですが、
「私が文科省大臣になったら毎日5時間授業にする！」といつもまわりに言っ
ています）

1128 〇 〇 〇 〇
個人的な見解ですが、毎日、午前授業で良いと思います。午後は、会議、教材
研究にあてる。それが、質の高い人材育成になることでしょう。

1131 〇 〇 〇 〇
現在の教育課程では子ども達が疲弊している。時数詰め込みのため休み時
間は短くなり、B日課によりさらに窮屈に。授業は子ども達が自分で考え判断
する余裕もない。国は総時数削減の大鉈を振るうべき。

9 〇 〇 〇
標準時数が増えることで、空き時間がなくなり、子どもと向き合う時間が減っ
たり、時間外勤務や持ち帰り仕事が増えている。働き方改革で業務改善だけ
を進めるのではなく、標準時数の改善も必要不可欠だと考える。

14 〇 〇 〇

指導要領の変化により学習内容も増えたことから持ち時間数も増大した。教
育内容を精選し、学習指導要領の内容も削減しなければ、標準授業時数も減
らせない。ぎゅうぎゅう詰めの毎日では、また、学習内容が多すぎては、子ども
たちのゆたかな学びは望めない

17 〇 〇 〇
高学年でも、週27時間が限界だと思う。担任の待ち時数は22時間程度が適
切だと思う。そのために人を増やすべきだと思う。
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57 〇 〇 〇

学校現場にもう少しゆとりが必要だと考える。それは、子どもたちにとってもそ
うだし、教職員にとってもそうだと思う。年度はじめや学期はじめには4時間授
業にしている時があるが、その時は子どもたちにも教職員にもゆとりがあり、
教育活動も充実しているように感じる。抜本的な時数の改定を望んでいる。

69 〇 〇 〇

外国語・外国語活動を週1、2コマ担任がしなければならなくなったことは明ら
かに担任の持ちコマ数を増やした原因になっています。しかも導入前の多文
化の要素が無くなり、中学校の英語の語彙力やスペルに直結するやり方で、
責任も負担も増えています。また道徳の教科化に関しても、持ちコマに変化は
ありませんが、評価が加わったことで業務増は間違いありません。今回の中教
審でも議題に上がった、50時間超にもなるような余分のある計画は必要あり
ません。それよりも職員会議のある日は給食、掃除（必要なら昼休み）後に子
どもを帰すことは、たかだか月に一度のことなので可能だと思います。学校の
働き方改革は喫緊の課題であることをもっとアピールし、その程度のことも社
会に受け入れてもらえる努力は教育行政に行ってもらわないといけないことだ
と考えます。標準時数が増えたことで、学校現場から余裕が無くなっているこ
とは間違いありません。次の世代に余裕を生むためにも、このアンケートが活
かされることを願っています。

91 〇 〇 〇
自分の学校の教育課程を変える道筋を考えていきたい。また変えていった事
例があれば教えていただきたい。

94 〇 〇 〇

現場の雰囲気を見ると授業時数を減らして欲しいのは山々ですが、そんな雰
囲気がないのが実際です。誰かが声をあげて変えていかないといけないと思
います。余剰時数を越えているから良いではなく、本当に必要なことは何なの
かをしっかり考えていきたい。

99 〇 〇 〇
授業時数を減らすには子どもに教えるべき内容を精査する必要があると思い
ます。子どもの実態に合わない内容で苦しんでいる子どもが増えるばかりで
す。標準授業時数を減らすためにも内容の精査をしてほしいと思います。

100 〇 〇 〇 時数にこだわるのではない、教育を進めていきたいと思いました。

108 〇 〇 〇
６時間目は特活などでないと授業として成立しづらいと思います。モジュール
授業等で、現場は工夫していますが、授業時間を減らすことや、35時間の倍
数の時間数にして、毎週の教科を考える負担を減らしてほしいと思います。

126 〇 〇 〇

どんどんやることが増えて、授業時数も増えていっているようで、子どもたちに
とっては苦しいのではないかと感じます。授業をする側としても、6時間目はな
かなか苦しいです。子どものやる気に照らしてみても、5時間目までで終わっ
て、教師も子どももゆるやかに過ごせる方がいいなと思いました。私自身は小
学生時代は土曜日に学校があり、平日も放課後が長かった記憶があります。
たくさん遊んでいました。高学年から土曜日が少しずつ休みになっていきまし
た。両親もその時代、教師をしていましたが、今よりもっとゆっくりしていたよと
話していました。子どもにとって、本当によい教育課程になれはいいなと思い
ます。

130 〇 〇 〇

学習する内容や教科が多すぎて子どもたちも教員もとにかくやらなきゃおわら
せなきゃという気持ちになってしまい、悪循環。しかも授業時間内だけてはおわ
らない中身もたくさんあるので。余裕がないと深い学びはできない！学習内容
を減らし、標準時数も減らし、コマ数も減らし、ゆとりのある学校現場にしたい！

135 〇 〇 〇
そもそも多すぎる。本当に小学校で学ばなければならないのか、吟味する必要
があると思う。毎日５時間授業にしただけで、私たちの働き方が大きくて変わ
ると思う。

174 〇 〇 〇 児童にとっても教員にとってもゆとりある時数設定をして欲しい

191 〇 〇 〇
標準時数を現在の2/3程度まで減らしてほしい。多忙化や働き方改革が叫
ばれている中、予算を付けずにできる改善は、時数の削減しかない。諸外国並
みか、週休３日制にすべき。
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193 〇 〇 〇
授業時数を減らしても学力は変わらないと思う。子どもも教員も余裕がない
ので、(教えることを減らすよう)国に動いてもらいたい。

197 〇 〇 〇
子どもたちに教える内容だけに注目が行き過ぎて、それを教える授業の準備
等の時間に配慮がない。教えることと授業準備はセットとして考えていただき
たい。

201 〇 〇 〇

週5日制になったばかりの時は、土曜に行っていた時数を平日に移動すること
で問題なく教育課程を進めることができていたが、総合を増やした後に、成果
や必要性などからカリキュラムの精査を行わずに、外国語を導入したことで標
準時数がどんどん増えることとなった、必要な物と削減する物のバランスを
とって、児童や先生方に負担が過剰にならないようにしてほしい。

232 〇 〇 〇

外国語が週２時間になってから、子供たちの負担が大幅に増えた。６０分授
業、午前中の５時間授業、６時間授業＋クラブ・委員会など、様々な方法で各
学校で対応している。いずれも負担が大きく、常々改善が必要だと感じてい
る。少なくとも高学年では、週当たり１時間のコマ数減が必要である。

243 〇 〇 〇
今教職員も子どもたちも授業がいっぱいで余裕がないように感じます。授業
時数を見直す取り組みがすすんでいるみたいですが、(週３日5時間授業等)
早急にそうしてほしいと思います。

261 〇 〇 〇
結局すべてのものが足し算になっていることに問題があると感じます。標準時
数は全体の総数なので、足し算ばかりではなく、引き算できるものが大切にな
ると思います。

271 〇 〇 〇 横断的に教科を扱えるといいと思う。

287 〇 〇 〇 900時間程度で大丈夫ではないでしょうか？

298 〇 〇 〇

学習指導要領が変わるたびに、新しい時代に必要な力・内容が増える一方
で減るものがなく、時数が増えていくばかり。教員にとっては指導できる範囲
も広くなるばかりで、研修を受けて対応することが基本だが、研修を受けたと
ころで指導できないものばかり。家庭からは、年々要求が強くなるばかりで厳
しいのが現状。全ての教科領域の標準時数の見直し＝指導内容の精選が必
要。

318 〇 〇 〇

各教科で求められる力が変わって来て内容が多くなり、外国語や道徳、ICT
など新しく増えものもあります。現場として、やりきれていない感があります。学
力の二極化も進んでいて、基礎学力が身に付かない児童には時間が足りま
せん。そういった実態もあり、時数管理が曖昧になっている担任もいます。管理
を厳しくすることはできますが、報告書類を増やすと多忙感が増してしまいま
す。確実に行うことがコンプライアンス的に当たり前なのですが、小学校では、
例えば担任がコロナやインフルエンザで1週間不在になると助勤となり、計画
通りの課程ができているかというと甚だ疑問です。計画はきちんとすべきです
し、確実に実行すべきですが、本来はそうすることで子供たちの力が伸びるは
ずです。それが子供の力を伸ばすことにつながっていない実感としてありま
す。子供たちに力をつけられる、教員が生き生きと働けるようにするためには、
学習指導要領の内容の削減をし、それを踏まえて標準時数も20年前程度に
削減してほしいです。

367 〇 〇 〇
子供の負担や教員の負担を考えると１日５時間で充分。行事の内容を精選
し、効率よく教育課程の必要時数の見直しをしていきたい

385 〇 〇 〇
極端な話ですが、午前中に授業を行い、給食や掃除をして帰るくらいが丁度
いいと思う。

395 〇 〇 〇
今の時数は子どもは苦しく、集中が続かない。もっと減らして余裕をもたせた
い。

425 〇 〇 〇
標準時数が多すぎて多忙化、長時間労働が是正されない。学習指導要領の
内容削減を切に望む。

508 〇 〇 〇 授業は午前だけで十分

513 〇 〇 〇 授業時数が多すぎる。もっと減らして、ゆとりのある学習を行いたい。
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514 〇 〇 〇 余剰はなくても十分学習は終わる。もっと少なくてもよいくらい。

515 〇 〇 〇

子ども一人ひとりに丁寧に向き合う事が大切で、それが求められている。しか
しやることは増え、教員は減り、教師一人ひとりの負荷も限界にきている。人を
増やすか、やる事を減らすしかないと思う。標準時数を減らすべきだと思う。工
夫ではなんとも出来ない域にまできてしまっているように思えます

567 〇 〇 〇 時数をもう少し少なくてもよいのでは。

577 〇 〇 〇

子供は変わっていない。社会の有り様が変わってきている。求められる人間性
も時代と共に変わってきていて、今はそのスピードがとても速い。近代教育以
降、時数の増加、内容の拡充、競争によって資質能力が向上した一部分は評
価しつつも、現代に求められる力を育むために学校で教える内容の精選、時
数の削減は必要と考える。

579 〇 〇 〇
標準時数の課題ではないかもしれないが、昼食後の児童の学習の質、集中
力が大きく落ちることが感じられる。小学校の段階では、食後のカリキュラムや
時数は考えを改める必要があるように感じる。

584 〇 〇 〇

学校で教えないといけない事柄が年々増えてきて、時間はいくらあっても足り
ないです。教員の多忙化につながっていると感じています。５時間、６時間授業
のあとに、会議や学級事務に追われています。児童にも負担が大きいと思い
ます。一方で時数を少なくすると放課後の過ごし方に問題が出てくると思いま
す。学校以外のこどもたちが過ごせる居場所や選択肢を増やすことも必要だ
と思います。

591 〇 〇 〇
標準時数もそうだが、まずは予備時数についての認識の仕方を変えなくては
いけないと思う．

640 〇 〇 〇
子どもたちの在校時間が長い。予備時数は、最低限にして、子どもも大人も生
き生きと生活できる学校にしていきたい。

658 〇 〇 〇 量より質の向上を期待します。

659 〇 〇 〇
これだけ多忙化やブラック化が社会問題になっています。学習内容を精算す
ることで、標準時数を減らして、放課後の時間を確保してほしい。

660 〇 〇 〇

六時間終了後に、会議や保護者対応をしています。そんなことをしていると、
あっというまに定時を迎えます。本当にこれで授業準備をして、子ども達と向き
合えるのか不安です。何でもかんでも学校が引き受ける時代は終わったと思
います。社会全体で、子ども達の成長に関われるように、五時間終了を実現し
てほしい。また、授業準備をする時間を確保するために、子ども達が安心して
安全に登校できるためにも、教員にも余裕を確保してほしい。

662 〇 〇 〇
６時間目は高学年でも体力的にも精神的にも厳しい。全学年５時間もしくは４
時間でも良いと思う。

683 〇 〇 〇

総合的な学習や外国語活動など教育の内容が増えていくにつれて、標準時
数も増加している。一方、ICTの活用は現在欠かせないものとなっているが、
ICTの基本的なスキルを教える時間が整備されているとは言えない。内容を
精選し、子どもたちにある程度のゆとりが必要。

686 〇 〇 〇

標準時数の削減は、教える内容とセットでないと現場を苦しめるだけ。教える
内容か多く、時数を削ると「すべての子どもの学ぶ力を保障できない」。特に
社会経済的に苦しい地域はなおさら。だから、標準時数だけを減らすのは、本
当にやめてほしい。

692 〇 〇 〇

もっと内容を精選すべき。教科ごとに進化させようとするから子どもも教員も
苦しくなっていく。そして、実力が身に付かないままになる。教科は基礎基本を
充実すべき。そして、今の子供たちには特活など人との関わりを学べる時間が
重要
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702 〇 〇 〇

時数が増えたことにより、余裕のない生活を送る子ども達の姿を見ることが多
くなりました。カリマネが大切、というのは分かりますが、そこにメスを入れるの
はなかなか難しいと感じています。正直、自分より上の世代の方々の中に、昔
の教育課程の在り方が良いという前提で、それを今の教育課程にそのまま当
てはめようとしている人達がいて、その人達に困っています。子ども達は放課
後もとっても忙しいです。もちろん教職員も。心を育む教育は、余裕の中で展
開できると思うので、まずは時数を減らして欲しいです。ただ、現場の教職員
の意識が変わることによって変わるものもたくさんあると感じています。

717 〇 〇 〇
もっと減らしたらいいと思う。学習指導要領も内容を減らす方向で考え直すべ
き。

751 〇 〇 〇
子どもも教師も時数に縛られて余裕がありません。心に余裕がもてるような取
り組みに改革してほしい。

765 〇 〇 〇 時数を増やせばいいというものではないと思う。

815 〇 〇 〇 学習内容の量に無理のない時数を勘案していただきたい。

822 〇 〇 〇
教育の質を上げるためには、準備が大切です。始業前の準備の時間、放課後
の時間。この２つを確保するのが大事だと感じています。

849 〇 〇 〇
学校の時間数も多く放課後も習い事が多い子どもたちの心のゆとりがないよ
うに感じる。小学生のうちは、もっとゆとりをもって過ごす時間があっていいと思
う。

854 〇 〇 〇
標準時数が増えすぎです。国から、やることばかりが増やされ、何かが減るこ
とはなく、ひたすら大変になっていると感じます。授業でやることをもっと精選
し、時数もそれとともに減らしていくべきだと考えます。

888 〇 〇 〇

モジュールを実施し、6時間の日を少なくしていた。教員が定員数配置されて
おらず、1人あたりの持ち時数が多く、分掌負担も大きいので6時間は本当に
大変。予備時数を最低にして、余裕のある働き方ができる教育課程を組んで
ほしい。

889 〇 〇 〇

週5日制でも、初めの頃は余裕があったように感じる。最近は、高学年が毎日
ほぼ6時間なので、子供も教員も余裕がない。学校教育で、あれもこれもと増
やしたからではないか。真に何を学ばせたらよいのか、現場の声を聞きながら
考えていって欲しい。

895 〇 〇 〇 毎日５時間でもよい。個別最適が授業だけではなく、生活に生かされるとよい

916 〇 〇 〇
６時間目不要。5時間目も、ないとさらに良い。授業の準備もできずに、授業し
ている。

933 〇 〇 〇
6時間が毎日の生活では、子どもたちは疲れ切っていると思います。もっとす
べきことができる、やらされているではなく、やりたいと思える時数にできたらと
思います。

938 〇 〇 〇 オール5時間程度が子供の体力を考えるとふさわしいと思います

945 〇 〇 〇
小学校は、1日5時間が限界です。6時間目はクラブか委員会で、教科学習は
なし。これを実現するには、全国学テ廃止するしかない。

967 〇 〇 〇
教員の働き方改革は、標準時数の削減が必須だと思います。特に、小学校高
学年の外国語は導入の過程がやや強引であったと感じます。小学校の外国
語の実際の成果や課題を挙げつつ、削減廃止でよいと感じています。

979 〇 〇 〇 内容を精選して、毎日5時間で終わるようにすればよい。

981 〇 〇 〇 標準時数を減らし、家庭の教育力に頼るようにしたらいいと思います。

988 〇 〇 〇 働き方改革というのであれば、放課後時間を確保することが必要。

998 〇 〇 〇
時数が増えたことで、内容も増え、理解できない子も増えたように感じる。標
準時数＆指導内容をもっと減らして、子供も教員もゆとりがあったほうがよい。
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999 〇 〇 〇

標準時数が多い。総合や外国語など様々なものが入ってきて増えているのに
減るものがない。学び方によって各教科の内容を押さえつつ、資質能力を身
につけることは可能。（教科横断的におさえられるものもある。）それよりも6時
間目まで行わなければこなせない標準時数のあり方が問題であると考える。
各教科の標準時数はもっと減らして良いと考える。

1006 〇 〇 〇
学習内容が増えすぎて、ついていけない子がかわいそう。もっと内容や教科の
精選をしたほうがいい。教員の負担にもなっている。

1022 〇 〇 〇

標準時数が、授業実施最低時数として取扱われてしまっている。履修漏れさ
えなければ、標準時数を下回っても何ら問題はない、という公の取り決めにし
てほしい。標準時数を下回っていても学習活動が十分に成されている学校の
工夫を広めていくことで、子どもの負担を減らし、教員の働き方改革の一つと
してほしい。

1053 〇 〇 〇
今の時代、毎日５時間授業が、子どもも教師もゆとりをもって生活できるので
はないでしょうか。６時間目まであると、集中が続きません。

1068 〇 〇 〇 日々、追われている様な気分になる。教師も児童も疲れている。

1100 〇 〇 〇
授業時数が、多すぎる気がする。学習内容を精選し、必要なことにしっかり時
間をかけてあげられるように余裕があったらいいと思う。

1101 〇 〇 〇
校内体制の工夫や専科の活用などでそれぞれの先生方に週に何時間かで
も空き時間等、個別に業務を行う時間があれば、今の時数でも問題はないと
思いますが、それが難しい場合は週時数の削減が必要だと思います。

30 〇 〇

時数も教える内容も多すぎて、慌ただしい日常を送っています。けれども、その
内容は時代に合ったものかと言われると微妙なものも多いです。さらに時代
に合わせて追加された内容（外国語、プログラミングなど）は追加されるだけ
で、その分何かが削られることはなく現場に丸投げされているように感じます。
そのため十分な力をつけられるような授業ができず、ただ日々をこなすだけに
なってしまいがちです。標準時数が全学年5以下になり、時代に合った本当に
必要な学習内容に精選していただけたらいいのになぁと思います。

42 〇 〇 もっと柔軟にゆとりを持って学習させたい。

46 〇 〇 授業時数と教育課程が多いと思います。内容の精選をしたらいいと思います。

61 〇 〇

時数の在り方や捉え方も重要だと思いますが、現在取りだ出されている時数
の課題については、業務改善、働き方改革を柱として議論されることが先行し
ているように思います。それより、今の子供たち、子供たちの未来を柱に何が
必要で何が不要なのか、改善すべきなのかを議論すべきではないでしょうか。

67 〇 〇
活動内容だけが増え、子どもや教師の負担が増えている気がします。働き方
改革が進められている中で、学習内容や教育課程を、考える必要があるとお
もいます。

103 〇 〇
現在の時数は多すぎて、子どもも大人もゆとりが全くありません。ゆとりを持っ
て集中して学習に取り組める時数の策定を望みます。

104 〇 〇
時数だけを議論すると共に学習内容の精選をしていくことで子ども達や教職
員にとってもよい環境になると思いました。

210 〇 〇 高学年でも5時間の日を作り、放課後に余裕をもたせたい。

217 〇 〇 少なくしましょう。

233 〇 〇
やるべき教科だけが増えていくことで、教員も子どもたちも余裕が無いように
思う。やるべきことを精選すべきだと思う。特に外国語の必修化は負担が大き
い。

239 〇 〇

教えることが多く、知識伝達型の授業にせざるを得ない印象です。今求めら
れている力を伸ばすために、指導内容と授業時数を大きく見直し、子どもたち
がじっくり考えたり、話し合ったり、興味関心に応じて学習したりする時間を学
校で十分に確保できるようにしてあげたいです。また、より質の高い授業をし
ていくために、先生たちが放課後の勤務時間内に教材研究をする時間を確
保するべきです。少なくとも１時間以上はほしいです。
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273 〇 〇
個人差があるが、現在は放課後の習い事の時間が増え、忙しい児童と保護
者が増えているため、もう少し時数を減らしてもいいのではと感じる。

292 〇 〇
低学年の6時間は必要無いとおもいます。5時間でも時数は足りるのではない
でしょうか、？

401 〇 〇
余剰時数がかなりある低、中学年はもう少しゆとりのある編成でいいのかなと
感じます。

408 〇 〇

学習すべき内容(指導要領)がどんどんと充実していき子供達の学習に幅が
出てきていることは良いと思うが、増やした分に対する削減や増員などがない
ため、現場の教員の負担だけがどんどんと増え続けている。今まさに謳われて
いる個別最適化を目指すのであれば、言葉だけを先行させるのではなく、環
境の整備から着手してもらいたいと思う。また、時代に合わせた学習内容の取
捨選択もお願いしたい。もし、これからも学習すべき内容を増やし続けるので
あれば、〔略〕授業を1人で担当できる教員を増やして欲しい。そうしないと負
担は減らない。

434 〇 〇 することが多いので、内容を厳選していただきたいです。

451 〇 〇
とにかく標準時数が多いです。教員も子どもたちも、心のゆとりを持てること
が第一だと思います。もっと削減する方向で世の中が動いて欲しいです。

455 〇 〇
時数が多すぎて児童も教員も疲労が見られる。教員に関しては特に、休憩時
間の会議なども見られるため、標準時数を減らしていく必要があると思う。

465 〇 〇
児童の発達段階を考慮しても、6時間目の授業は身になっているか疑問に思
う。教師も児童も5時間目までで終わる事ができれば、より充実した時間を過
ごせるように感じる。

467 〇 〇
現在40歳ですが、私たちが学生だった頃はもっと子どもも先生ものびのびし
て過ごしていたと思う。それは、やはり基本1日5時間の時数がよいのではと思
います。

477 〇 〇
金曜日は７時間目までありました。帯タイムとして学習させたりして、下校時刻
が16時20分などが当たり前でした。とてもきつかったです。標準時数も減ら
してほしい。高学年が特にきついです。

481 〇 〇
外国語活動（英語）といった以前はなかったものも小学校で取り組むことにな
り、今一度外国語も含め、学活、総合などの教科の中身がどれほど必要性が
あるのか、取捨選択が必要なのではないかと思う。

491 〇 〇

「今の子ども達は忙しい」という印象を受けます。学習する内容も多く、それを
こなすだけの時数が必要となり、その結果オーバーしてしまう。放課後、宿題を
したり習い事に行ったりすると、遊ぶ時間もなく、人間関係やコミュニケーショ
ン力にも少なからず影響を与えているような気も…。時数はもちろんですが、
学習内容も精選して、必要なものをじっくりゆとりを持って取り組めたらと思い
ます。

519 〇 〇
たまに午前授業の週などあると子どもも教員も余裕を持って生活することが
できます。学校で詰め込まなくても良いのではないでしょうか。

571 〇 〇

高学年は6時間授業が当たり前になっています。普段から子どもたちは学習
をがんばりますが、成績処理期間等で毎日5時間授業という方が、ゆとりを
もって学びに向かえていると思います。授業でも、深める意見が出ると感じま
す。音楽や家庭科のように週1～2時間の授業では、学習指導要領に書かれ
ている目標を達成するのは難しいと感じます。どの教科も大切だと思うので、
全体のバランスを考えながら授業時数を見直してほしいです。
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581 〇 〇

下校の時間が早いと習い事が増やされたりしないのか心配です。ただ、もう
少しGIGA端末の活用が進んだら、個人で調べたり予習復習の時間が増えて
くる。そうすると、家に持ち帰らせたりして学校で過ごす時間を減らすのか、学
校で個作業や意見交換の時間を増やすのか、それによっても変わってくると思
います。学校のあり方も変わりつつあるのかなと感じているので、学校の学び
方を鑑みてよりよい時数を設定を設定してほしいと存じます。土曜日があるの
は精神的に休まらないので無理です。

588 〇 〇
毎日の授業時数が多く、「今日も６時間か」と、学習が苦手な児童はぼやいて
います。教科が増えているので、もっと他の教科の時数を減らしてもらいたい
です。

611 〇 〇
子どもが遅くまで、学校に滞在しすぎです。時数が増えてばっかりです。おかし
すぎます。子どもをなんやと思っているのですか。時数を減らして、子どもを早
く帰してあげたい。家庭の時間や遊ぶ時間を確保してあげたい。

626 〇 〇

教員も子どもも疲弊している。短縮期間中は双方に精神的、時間的、体力的
な余裕があり、落ち着いて過ごすことができた。また、勤務時間内に教材研究
の時間も取ることができたため、授業の質も向上した。多岐にわたる指導内
容の増えた分は減らすことで時数を減らし、落ち着いた環境で密度の濃い学
習ができるように保障すべき。

699 〇 〇

標準時数について自分が感じたり同僚と、話題にしたりしていることを２つ挙
げる。一つは、内容や目標の思い切った精選の必要性だ。学習内容や目標を
踏まえた数字だと理解しているが、放課後定時までに授業準備などを行う時
間はほとんど残らない。休み時間や掃除の時間、朝学習の時間を見直すなど
の工夫をして、放課後の時間を増やそうという取組は広がっているが、限界が
ある。また、無理な時間短縮によって子どもがいる時間にゆとりがなくなったと
感じる声も多い。給与面でも、求められるものに対して見合った額とは到底思
えない。もう一点、標準時数を思い切って引き下げる案だ。日頃私たちは、この
標準時数を踏まえて教科書会社が作った年間指導計画例を基に、各教科等
の授業計画を立てることがほとんどだ。いくら学校に委ねられると言われても、
年間全ての学習内容を網羅しながら、精度の高い指導計画を立てるなど、思
いはあっても現実的ではない。時間を縮めて精度を上げるとなると簡単では
ない。安易かもしれないが、標準時数が少なくなるだけで、それに基づいた教
科書会社の年間指導計画例が変わる。それを参考にすれば、現場の負担は
かなり軽減されるのではないかと思っている。

704 〇 〇
標準時数が増え続けていて働くのがしんどいです。現勤務校では繁忙期（７
月、１２月、３月）が全て５時間になるのですごく働きやすいです。前勤務校は
それがなく、残業が午前０時を回ったことも多々ありました。

749 〇 〇
持ち時間が多すぎる　年間の標準時数を各学校余剰を考えず標準時数にす
べき

768 〇 〇
毎日5限まで、土日休みが教員にとっても子どもにとってもゆとりがあり、いい
と思う。

774 〇 〇
標準時間数が長いように感じます。なかなか、勤務時間内に仕事が終わるよ
うにはなっていないので、給与などを改善してほしいです。

776 〇 〇
学習指導要領の中身がどんどん増えていくなかで、標準授業時数も増えて
いった。学習指導要領の精査から必要だと思うが、時数をぐっと減らすとりく
みも必要だと思う。誰がそれを行うことができるのか。難しい課題である。

780 〇 〇
標準時数の定義をもっと周知すべきと思います。また、妥当な総時数のモデル
などを周知すると各校の混乱が少なくなると思います。

799 〇 〇 余剰時数はいらないから、週あたりのコマ数を減らして欲しい。

803 〇 〇 もっと時数を減らすべき。子どもも大人も大変すぎる。

830 〇 〇
大人も子度もやることが多く、日々追われているように思う。標準時数が減っ
ていくことを願います。

83



833 〇 〇

6限の日が多くなり、子どもの集中力が持たず疲弊している。時数で教育効
果を高めるのでなく、今の社会にあった内容、質を高めるべきである。社会は
リモートなどの働き方改革が進んでいるが、教育現場では時数が増えるとい
う時代錯誤感が否めない。ＳＤＧsが求められている世の中である。いつまでも
向上志向、ほしがるという考えを変えるべきでないか？足るを知る、今あるもの
を大切にする。他の生き物のことも考え共生していくを基本に良い意味で頑
張りすぎない世の中になるような教育課程を抜本的に本気で考えてほしい。

836 〇 〇

時数は多すぎだと思います。特に５年生などは進度に追われて逆に学習が充
実していなかったり、放課後などの予定も詰まっていて余裕がない生活になっ
ている印象がありました。やることを増やしてばかりでなく減らしていくことも必
要ではないかと思います。

837 〇 〇
教科書を網羅するには必要だが、子どもにも教師にも余裕が無さすぎて、現
実的ではないと感じる。内容の精選が必要だと感じる。

839 〇 〇
余裕時数とよばれるものを考慮することなく、時数ぴったりで年度始めから計
画し、5時間授業を増やす方が、教師児童双方にとって余裕が生まれ良いと
思う。

860 〇 〇

業務を増やすだけ増やして、減らさず、それなのに残業代は出ず、一生懸命仕
事をしてもそれは自主的なものでやりたいからやっていると思われていること
がとても悔しいです。我々は聖職者と言われているようですが、ただの人です。
他の公務員と同じようにせめて残業代は出していただきたいです。いい加減、
定額働かせ放題は困ります。内閣改造前の長岡文科大臣は結局何も仕事を
していませんよね。記憶にあるのは、誰でも言える、「調査をします」ただそれだ
けではありませんか。どれだけ財務省などから馬鹿にされているんでしょうか。
国民からはそう思われているということをいい加減自覚していただきたいで
す。標準時数くらい、今すぐに減らしてください。それができないのであれば、
職員一人当たりが担当する時数を減らせるよう人員を大幅に増員してくださ
い。財務省から予算を勝ち取ってください。何が異次元の少子化対策なのか
さっぱりわかりません。これでは少子化加速対策ですよ。

862 〇 〇

6時間の日が多いことで、子供達が疲れ、教材研究のために教員の退勤時刻
が遅くなる。やる気のない子供達に、疲れでイライラした教員が注意し、空気
が悪くなる…のようなことが何度もあります。せめて6時間の日が1日でも減っ
たら、とても楽になると思います。

926 〇 〇

今時の子どもたちの生活に標準時数は合っているのか疑問があります。近年
は、できるだけ少なくするようになりましたが、本来は全学年５時間までで十分
だと感じます。基本的に教えるべきこと、子どもたちからすれば学ぶべきことが
多すぎる気がします。そのために、子どもたちが取り残されてしまうし、救いき
れないように感じてなりません。システムの根幹が変わらなくては、何も変わら
ないと思います。

935 〇 〇 教員を増やして、教科ごと準備する時間を増やして欲しい。

937 〇 〇 教える内容を精選して、時数を減らしていけると良い。

962 〇 〇
子ども達の気持ちの面、教師の授業準備の面を鑑みて、毎日４校時で給食後
清掃して帰るがベスト。

964 〇 〇

点数をとるための勉強は、これだけICTが発達した今なら、どこでもできます。
けれど、30人前後の人数でなくてはできないこと（学校でないとできないこ
と）は、なくしてはいけないことだと思います。経験重視型の3から40年前の学
校に懐古の念を抱きます。

994 〇 〇

あれもこれもやろうとした結果、子供と大人も苦しんでいる現状があります。例
えば、外国語では、学力の差がより顕著になってしまったように思います。時代
が変わってきているのですから、今の時代に合わない学習内容は勇気を出し
てカットしてはどうでしょうか。時数が減れば家庭での時間も増えますし、今は
あれこれ詰め込みすぎな気がします。
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1000 〇 〇 標準時数はこのままでいいと思う。

1013 〇 〇
多忙感が増し、子どもも一杯一杯な現状があるため、指導内容の削減が求め
られていると感じる。

1024 〇 〇
6時間授業の日を減らし、子ども同士が自由に関われる放課後の時間をでき
るだけ長く保証してあげたい

1029 〇 〇
6校時まで授業をしたら、放課後に何か活動することが難しい。授業でできな
かった分を放課後に補習したいが、会議等もあって時間がとれない。標準時
数を見直して、5校時になるだけで、働き方や時間にゆとりが生まれると思う。

1036 〇 〇
時数が多い。もっと少ない時数でも教育内容は充実するはず。昨今の忙しい
子どもたちの実態を鑑みても、時数を減らし、下校時刻を早くする必要があ
る。ゆとりをもって生活できるような工夫や時数改善が必要。

1069 〇 〇
必要な授業時数は充分にクリアできているので、夏休みの終わり時期を8月
31日にすることや出張の行きやすさをもっとできるように、働き方改革ができ
ればと感じる。

1083 〇 〇 いろいろ詰め込みすぎているので、１つ１つの教科を厳選して、充実させたい

1111 〇 〇

多すぎる。何でもかんでも学校に○○教育を押しつけ、既存のものを減らさな
いものだから、教育課程は膨大になる。時数を減らせない。情報関係の指導も
しなくてはいけない中、習字、そろばんなどはいつまでも続けることは理解でき
ない。はっきり言って不要。時代が変わってきているのだから指導要領を大胆
に削り、本当にゆとりをもって学びたいものに時間を割くことのできる学校現
場にしていかなくてはならない。

47 〇
2年生以上は、1週間の授業数を1時間ずつ削減してもいいのかなと感じるこ
とがあります。暑い時期の午後は、子どもたちも教員もかなりきつそうです。

251 〇 もっと少なくても良いのでは

305 〇
モジュールや専科を進めることで、少ない授業時数で充実した授業を進めら
れるようにしてほしいです。

306 〇
時数は増やさないでほしい。時数と勤務時間が合っていない印象がある。最
初に時数が決まっていても、欠員がでて結局増えてしまう。

470 〇
標準時数や指導内容を減らすなどの工夫が必要だと思う。子供も教員も疲
弊し、余裕がなくなる。

527 〇
時数が足りないからと言って、目一杯しているが、十分に足りていると思うの
で、改善していただきたい。

694 〇
教科書がかわり、教える内容が多いため、時数を減らしても教える内容も減ら
さないと意味がないです。理想は、全て4か5時間授業であれば、いいです。

1014 〇

教える内容が多く、子どもたちが一つの単元を学習するのに時間が足りない。
また、6時間目まで集中して学習できないことや、下校時刻が遅くなってしまう
ことが多い。読書の時間や休み時間などを削って早く帰している学校もあり、
のびのびとした学習ができるようにゆとりある標準時数を目指して欲しい。

1084 〇
今後、コミュニティスクールなどが、充実してくれば、週4の日課でも、良いので
は…？と少し考えたりすることがあります。

1 〇 〇 〇 〇
現行の標準時数は多すぎます。履修内容も教員にも子どもにも負担になって
います。標準時数が、最低基準になった事も問題だと思います。内容の精選が
必要だと思います。

845 〇 〇

基本的に時数が多すぎると感じる。もう少し教育課程、指導内容を見直し、児
童生徒も、教職員もキツキツで余裕がない状況から脱却すべきだと思う。削
減されず、増やすのみ。なんでも「指導要領」や「教科」に盛り込めばいい風
潮がある。10年ごとに、指導要領が行ったり来たりするのはやめてほしい。

864 〇
道徳や英語、ICTなど小学校が請け負う学習が増えている。なら、人材を増や
して欲しい
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時数

下で

勤務

89年

標準

時数

下で

勤務

98年

標準

時数

下で

勤務

08年

標準

時数

下で

勤務

17年

標準

時数

下で

勤務

自由記述

365 〇 〇 〇 〇 〇

新卒時代から10年余りの期間は、放課後にゆとりがあり、子どもたちと触れ
合う時間もあった。土曜日も授業があったが、午後に学級行事などが入って
も、気持ち的に余裕があった。今は子供も先生も、窮屈な日常を過ごしている
と思う。不登校が増えたのも、日常のゆとりが減ったことは、関係ないとは言え
ないのではないかと思う。

80 〇 〇 〇 〇
することが多すぎて、余裕がない。不登校の児童も増え、その中には学校のカ
リキュラムに余裕がなくしんどい児童もいる。

676 〇 〇 〇 〇
時数は増えたが、内容を詰め込みすぎて、子どもたちの中には、途中から、つ
いていけない子も。そこから学校に行きにくくなる子もいます。

721 〇 〇 〇 〇

現在の標準時数は、子どもたちの拘束時間が長すぎる。子どもたちは疲れ
切ってしまい、長く勉強したところで、学習内容はそれほど落ちていない。また、
１日6時間授業だと、子どもたちが帰ったらあっという間に勤務時間が終わっ
てしまい、さまざまな仕事は勤務時間外に行うことになる。超過勤務や持ち帰
り業務が日常化して、教員の働き方も苦しくなる。１日5時間くらいで終われる
のが、子どもにも教員にもちょうどいいと思う。以下、個人的に感じること。たま
にある5時間の日、子どもに「今日は5時間だね！嬉しいね！頑張ろう！」とつい
声に出して言ってしまう。でも、子どもたちも嬉しそう。学校が苦行の場となりつ
つあるのではないか。もちろん、時間だけの問題ではない。学習内容もここ20
年で目まぐるしく変わったのも大きいと思う。不登校が増えるのもうなずける。
だって、苦しいんだもん。子どもも、先生も。

798 〇 〇 〇 〇

外国語が入ってきてから、増加のみで削減がない。以前に比べ、明らかに教
育課程に余裕がなくなっている。学校行事（遠足など）やクラブの削減などで
対応する学校も多く、子供にとってのお楽しみがなくなっているのかもしれいな
い。不登校増加の一つの要因であるとも考えられる。

902 〇 〇 〇 〇
毎日6時間学習は、学校以外の自分、プライベートの自分の時間を奪うことに
繋がっている。遊ぶ時間がなく、一日の中で、リラックスするゆとりすらない。不
登校、学校嫌いな子が増えてしまう一因になっている。

1042 〇 〇 〇 〇

週の時数が全て満杯で、教師・児童共にゆとりがなく、じっくり語り合う時間が
ない。以前は放課後がゆったりしていたので、児童もリラックスして色々語り
合っていた。そこで信頼関係も深まり、実は不登校も防げていたのでは…と思
う。

1047 〇 〇 〇 〇
子どもの生活環境が変わってきていて学校生活に乗り切れない子たちが増え
ているのに相変わらず余裕のない学校生活でますます不登校のリスクは増し
ているのではないかなと思っています。

1075 〇 〇 〇 〇

時数が多くて子どもも大人も疲弊している。不登校児の増加との関連がある
印象です。それについても知りたい。時数を増やしたからと言っても学力低下
するわけではないことをもっと大きくとりあげ、思い切って、時数を減らして、子
どもも大人も余裕を持って生活できるようにしてほしい。教員志望者が減って
いるし、現役の教員も定年前にやめていく現状もある。ストライキ状態にある。
これ以上、精神的な病気になる状況をなんとかしてほしい。給料をあげてほし
いわけではなく、一人当たりの仕事量を減らさないと解決しない。それには、ま
ず、時数を減らすのが早道。

８．不登校との関係　20件
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427 〇 〇 〇

現在の標準時数では、学校での拘束時間が長く、子どもたちの集中力がもち
ません。週末の６時間目ともなると、子どもたちも疲れ切った中で学習すること
になり、学びへの意欲が下がっているように感じます。また、不登校が増えてい
る昨今、学校の拘束時間が長いことで、かえって学校嫌いや学びの意欲の低
下を生んでいるように感じます。

599 〇 〇 〇

学習内容等、やらねばならぬことが大幅に増えており、子どもも教員も必死で
ある。それらを全てやりきれている子どもの数は減り、ついてこれずに勉強が嫌
になり、不登校になる子どもの数は増えている。毎日の６時間授業は、放課後
の子どもの時間と余裕を奪い、遊んだり習い事をしたりすることも制約されて
いる。子どもも教員も、「常に何かに追われている」感覚があり、子どものうち
から精神疾患になったり、メニエールになったりすることが近年起こっている。

766 〇 〇 〇

学校にやってほしいと要望され、授業の内容が増える一方です。専門性が薄
らいできます。減らさずに増やしていくと、今後授業数確保のために夏休みや
冬休みなど減らさなければいけないようになります。私達教職員は長期休みし
か休めないのに、働かなきゃいけない日にちが増えてとてもつらいです。大人
が辛いなら子どもの気持ちも前向きにはならないと思います。体力的にも気
持ち的にも子どもの気持ちはこの多すぎる時数では前向きにはなりませんね。
不登校増えると思います。

800 〇 〇 〇
時数が増えるにつれて教師も子どもも忙しくて余裕がない。これでは、不登校
がますます増え、教師になる人も減っていく一方である。

838 〇 〇 〇
毎日、6時間目まで授業、その後に習い事で子どもたちの余裕がありません。
その結果、精神的に荒れたり不登校になったりしているように思います。〔略〕

204 〇 〇
教員の数が足りていないのに時数が多く、多忙化の要因の一つである。また、
時数が多いと子どもにゆとりが生まれず、勉強嫌いや不登校児童生徒の増
加につながる。

703 〇 〇
余白がなく、子どもたちも職員も疲弊している。不登校傾向の子は、よく６時間
目が負担だと言っている。

745 〇 〇
6時間は、子どもにとってかなり疲れるようだ。始業式の4時間や5時間の日の
子どもたちはイキイキしている。不登校傾向の子も、4時間や5時間だと登校へ
のハードルが低くなるのではないのかな…と日々感じている。

920 〇 〇

不登校児童が増加している近年、不登校傾向の児童たちは、コロナの影響で
行った分散登校や4時間目までの日は、登校することができていた。そのこと
から、今の子供たちにとって、６時間がたくさんある現標準時数は、しんどいよ
うに思える。児童にとっても教師にとってもゆとりのある標準時数にしてほし
い。

22 〇

5・6年生を担任していましたが、ボロボロの校舎の中、暑くても寒くても毎日6時間日

課で、子どもたちも職員も疲弊していました。時間的余裕がなく、常に詰め込まれた内

容で、「この内容を学習させて、国はどうさせたいのだろう？」と疑問に思うことばかり

でした。時間的にも精神的にも余白がないことで、不登校や学校不適応の子どもが増

えています。定着に必要な時間は全員異なりますし、個別最適化の観点からも何をもっ

て「標準」なのか疑問です。「これは『学習した方がいい』」「これも『学習させた方が

いい』」が山のように積み重なっていて、現場はパンクしています。午前中4時間→給食

→清掃、で下校するぐらいの日課で済むレベルでの、標準授業時数の大幅減を切に

求めます。

64 〇

学習指導要領の内容に対する標準時数は少なすぎる。現行の学習指導要領
を主体的対話的で深い学びの中で実践するためにはこの時数でも難しい。し
かし、時数を増やすことは教員の負担増、児童の負担増につながっており、不
登校や学力不振で取り残される児童が後を絶たない。標準時数に対して不
満はないが、この学習指導要領の内容を精選していかなければ、この格差は
さらに広がると思う。
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2023年 7 月 18 日 

東京学芸大学 大森直樹研究室主催・公立小学校教員対象 

標準時数の変遷についてのアンケート 回答ご協力依頼 

 

公立小学校教員のみなさま 

東京学芸大学の大森直樹です。公立小学校教員のみなさまにご協力いただき、標準時数の変遷についての研

究をすすめたく、アンケートにご協力をいただければと思います。 

小学校の教育課程、とくにその授業時数は、国が定めた標準時数（教育課程基準の 1 つ）にもとづき各校が定

めており、学習指導要領の改訂等にともなって変遷してきました。各期の標準時数下の教育課程について、公立小

学校教員の方々に経験にもとづく感想をいただき、今後の教育課程基準のあり方の改善に活かすことが本アンケ

ートの目的です。よろしくお願いいたします。 

 

アンケートフォームのＵＲＬおよびＱＲコードはこちらです→ 

https://forms.gle/PH9oBJAZ5ouf52JE9 

スマートフォン・タブレット等から回答可能です 

回答は匿名で集計され、所用時間は２～５分です 

回答締め切り：２０２３年９月２９日 

 

 

【参考：小学校の平日１日時数の変遷】 

 

                                                   

このアンケートは、一般財団法人教育文化総合研究所が協力しています。 

お問合せ TEL 03-3230-0564 ／メールフォーム https://www.k-soken.gr.jp/pages/3/ 

 

・特別活動（特活）の標準時数は差し引いている（各期でカウントが異なるため） 

・週 6 日の 1968～1989 標準時数については「週コマ数－4時数（土曜の時数）÷5 日」で算出 

・週 5 日の 1998～2017 標準時数については「週コマ数÷5日」で算出 

・週コマ数は「標準時数÷３５」で算出（35 は標準時数を週標準時数に換算する係数） 

・1977 標準時数より４学年・６学年は１日時数が同じ 
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標準時数の変遷についてのアンケート 
こちらは、東京学芸大学・大森直樹研究室が主催するアンケートです。小学校の教育

課程、とくにその授業時数は、国が定めた標準時数（教育課程基準の１つ）にもとづ

き各校が定めており、下記の図表０のように変遷してきました。各期の標準時数下の

教育課程について、公立小学校教員の方々に経験にもとづく感想をいただき、今後の

教育課程基準のあり方の改善に活かすことが本アンケートの目的です。 

回答は匿名で集計され、所要時間は２～５分です。よろしくお願いいたします。 
                                       

 

 

【図表０】小学校の平日１日時数の変遷 
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問０ 

 

現在お勤めの公立小学校の、所在都道府県を以下から選んでください。 

１つだけマークしてください。 

 

 

○ 北海道 

〇 青森県 

〇 岩手県 

〇 宮城県 

〇 秋田県 

〇 山形県 

〇 福島県 

〇 群馬県 

〇 栃木県 

〇 茨城県 

〇 埼玉県 

〇 千葉県 

〇 東京都 

〇 神奈川県 

〇 新潟県 

〇 富山県 

〇 石川県 

〇 福井県 

〇 山梨県 

〇 長野県 

〇 岐阜県 

〇 静岡県 

〇 愛知県 

〇 三重県 

〇 滋賀県 

〇 京都府 

〇 大阪府 

〇 兵庫県 

〇 奈良県 

〇 和歌山県 

〇 鳥取県 

〇 島根県 

〇 岡山県 

〇 広島県 

〇 山口県 

〇 徳島県 

〇 香川県 

〇 愛媛県 

〇 高知県 

〇 福岡県 

〇 佐賀県 

〇 長崎県 

〇 熊本県 

〇 大分県 

〇 宮崎県 

〇 鹿児島県 

〇 沖縄県 
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問１ 1977年の標準時数(1980～1991年度実施）の期間、小学校教員として勤務しましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 はい   

〇 いいえ 問２にスキップします 

 

1977年の標準時数（以下、1977標準時数）について、図表１をご覧の上、ご回答ください。 

 

【図表１】1977標準時数(1980～1991年度実施）について 

特徴 

・６日制 

・標準時数1015を35で割ると週29コマ(４～６年） 

・その中で標準時数70、週２コマが特活 

・全教科の標準時数が35の倍数 

時間割例（小５） 

・1989年の歌志内市立歌志内小の記録から作成 

・自主活動を追加して週30コマ 
 

 
問１-１ 1977標準時数（６日制、小４～６は特活を除くと週27コマ）期間の教育課程は、子ど

もの生活に合っていましたか？ １つだけマークしてください。 

 

〇 合っていた 

〇 やや合っていた 

〇 やや合っていなかった 

〇 合っていなかった 

 

問１-２ 1977標準時数期間の教育課程では、子どもの学習は充実していましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 充実していた 

〇 やや充実していた 

〇 やや充実していなかった 

〇 充実していなかった 
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問２ 1989年の標準時数(1992～2001年度実施）の期間、小学校教員として勤務しましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 はい   

〇 いいえ 問３にスキップします 

 

1989年の標準時時数（以下、1989標準時数）について、図表２をご覧の上、ご回答ください。 

 

【図表２】1989標準時数(1992～2001年度実施）について 

特徴 

・６日制 

・標準時数1015を35で割ると週29コマ(４～６年） 

・その中で標準時数70、週２コマが特活 

・全教科等の標準時数が35の倍数 

・1994年９月に月１回の５日制が導入、1995年４月に月２回の５日制が導入 

時間割例（小５) 

 

 
問２-１ 1989標準時数(６日制、小４～６は特活を除くと週27コマ）期間の教育課程は、子ど

もの生活に合っていましたか？ １つだけマークしてください。 

 

〇 合っていた 

〇 やや合っていた 

〇 やや合っていなかった 

〇 合っていなかった 

 

問２-２ 1989標準時数期間の教育課程では、子どもの学習は充実していましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 充実していた 

〇 やや充実していた 

〇 やや充実していなかった 

〇 充実していなかった 
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問３ 1998年の標準時数（2002～2010年度実施）の期間、小学校教員として勤務しましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 はい   

〇 いいえ 問４にスキップします 

 

1998年の標準時時数（以下、1998標準時数）について、図表３をご覧の上、ご回答ください。 

 

【図表3】1998標準時数(2002～2010年度実施）について 

特徴 

・５日制 

・標準時数945を35で割ると週27コマ(４～６年） 

・その中で標準時数35、週１コマが特活 

・社、理、音、図、家、体の標準時数が35で割り切れない 

時間割例（小５) 

・特活を２コマ配当したので（「児／ク」「学活」）27+１で週28コマ 

 

 

問３-１ 1998標準時数(5日制、小４～６は特活を除くと週26コマ）期間の教育課程は、子ども

の生活に合っていましたか？ １つだけマークしてください。 

 

〇 合っていた 

〇 やや合っていた 

〇 やや合っていなかった 

〇 合っていなかった 

 

問３-２  1998標準時数期間の教育課程では、子どもの学習は充実していましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 充実していた 

〇 やや充実していた 

〇 やや充実していなかった 

〇 充実していなかった 
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問４ 2008年の標準時数(2011～2019年度実施）の期間、小学校教員として勤務しましたか？ 

1つだけマークしてください。 

 

〇 はい 

〇 いいえ 問５にスキップします 

 

2008年の標準時数（以下、2008標準時数）について、図表４をご覧の上、ご回答ください。 

 

【図表４】2008標準時数(2011~2019年度実施）について 

特徴 

・５日制 

・標準時数980を35で割ると週28コマ(４～６年） 

・その中で標準時数35、週１コマが特活 

・４～５社、３理、３～６音、３～６図、家、５～６体の標準時数が35で割り切れない 

時間割例（小５) 

特活を2コマ配当したので（「児／ク」「学活」）28+１で週29コマ 

 
問４-１ 2008標準時数(5日制、小４～６は特活を除くと週27コマ）期間の教育課程は、子ども

の生活に合っていましたか？ １つだけマークしてください。 

 

〇 合っていた 

〇 やや合っていた 

〇 やや合っていなかった 

〇 合っていなかった 

 

問４-２  2008標準時数期間の教育課程では子どもの学習は充実していましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 充実していた 

〇 やや充実していた 

〇 やや充実していなかった 

〇 充実していなかった 
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問５ 2017年の標準時数（2020年度～実施）の期間、小学校教員として勤務しましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 はい  

〇 いいえ 問６にスキップします 

 

2017年の標準時数（以下、2017標準時数）について、図表５をご覧の上、ご回答ください。 

 

【図表５】2017標準時数(2020年度～実施）について 

特徴 

・５日制 

・標準時数1015を35で割ると週29コマ(４～６年生） 

・その中で標準時数35、週１コマが特活 

・４～５社、３理、３～６音、３～６図、家、５～６体の標準時数が35で割り切れない 

時間割例（小５) 

特活を2コマ配当したので（「児／ク」「学活」）29+１で週30コマ 
 

 

問５-１ 2017標準時数(５日制、小４～６は特活を除くと週28コマ）期間の教育課程は、子ど

もの生活に合っていましたか？ １つだけマークしてください。 

 

〇 合っていた 

〇 やや合っていた 

〇 やや合っていなかった 

〇 合っていなかった 

 

問５-２  2017標準時数期間の教育課程では、子どもの学習は充実していましたか？ 

１つだけマークしてください。 

 

〇 充実していた 

〇 やや充実していた 

〇 やや充実していなかった 

〇 充実していなかった 
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問６ 標準時数のあり方についてお気づきの点がありましたらご記入ください。 

感想やご意見、当時の学校での工夫、印象的な出来事など、なんでも結構です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問はこれで終了です、下の「送信」ボタンをクリックして送信してください。ご協力ありが

とうございました。 
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